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令和３年第２回西予市議会定例会会議録（第１号） 

１．招 集 年 月 日 令和３年 ６月 ８日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和３年 ６月 ８日 

          午前１０時００分 

１．散     会 令和３年 ６月 ８日 

          午前１０時５５分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

    な   し 

１．会議録署名議員 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （１６番 兵頭学、１７番 森川一義） 

 ２ 会期の決定 

  （６月８日～６月２５日 １８日間） 

 ３ 議案第５２号 財産の無償譲渡について 

   議案第５３号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５４号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５５号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

議案第５６号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第５７号 市道路線の認定について 

   議案第５８号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第５９号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第６０号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第６１号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

 ４ 議案第６２号 西予市消防団消防ポンプ自

動車の取得について 

 ５ 報告第 １号 令和２年度西予市一般会計

継続費繰越計算書の報告に

ついて 

   報告第 ２号 令和２年度西予市一般会計

繰越明許費繰越計算書の報

告について 

   報告第 ３号 令和２年度西予市一般会計

事故繰越し繰越計算書の報

告について 

   報告第 ４号 令和２年度西予市水道事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

   報告第 ５号 令和２年度西予市公共下水

道事業会計予算繰越計算書

の報告について 

   報告第 ６号 令和２年度西予市病院事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

 ６ 報告第 ７号 専決処分事項の報告につい

て 
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本日の会議に付した事件 

 １ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 議案第５２号 財産の無償譲渡について 

   議案第５３号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５４号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５５号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

議案第５６号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第５７号 市道路線の認定について 

   議案第５８号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第５９号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第６０号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

   議案第６１号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

 ４ 議案第６２号 西予市消防団消防ポンプ自

動車の取得について 

 ５ 報告第 １号 令和２年度西予市一般会計

継続費繰越計算書の報告に

ついて 

   報告第 ２号 令和２年度西予市一般会計

繰越明許費繰越計算書の報

告について 

   報告第 ３号 令和２年度西予市一般会計

事故繰越し繰越計算書の報

告について 

   報告第 ４号 令和２年度西予市水道事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

   報告第 ５号 令和２年度西予市公共下水

道事業会計予算繰越計算書

の報告について 

   報告第 ６号 令和２年度西予市病院事業

会計予算繰越計算書の報告

について 

 ６ 報告第 ７号 専決処分事項の報告につい

て 

 

 

 

 

  



 

- 4 - 

 

  開会 午前10時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより令和３年第２回西予市議会定例会を開

会いたします。 

管家市長より今定例会招集の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

令和３年第２回西予市議会定例会の開催に当た

り、一言御挨拶を申し上げます。 

さきの臨時会で、新たに正副議長、各常任委員

会及び議会運営委員会の正副委員長が選任された

ところでございますが、中村前議長、山本前副議

長をはじめ、前任の各常任委員会委員の皆様にお

かれましては、ひとかたならぬ御支援、御協力を

賜り、誠にありがとうございました。心より厚く

御礼申し上げます。 

新しく議長に就任されました佐藤議長をはじめ、

宇都宮副議長並びに各常任委員会委員の皆様方に

は、コロナ禍という厳しい社会環境、経済情勢の

中での円滑な市政運営につきまして、これまで以

上に特段の御協力を賜りますようお願いいたしま

すとともに、御活躍を御祈念申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症につきまして

は、６月１日から愛媛県独自の最高警戒レベルの

「感染対策期」から「感染警戒期」に引下げられ

ましたが、全国的には依然として新たな感染者が

連日確認されております。 

本県の警戒レベルが下がったとはいえども、引

き続き気を緩めず、感染予防に細心の注意を払い

ながら日々の行動をお願いいたします。 

新型コロナワクチン接種でありますが、当市に

おきましては、現在、65 歳以上の高齢者の方々

を対象におおむね順調に接種が進んでおり、６月

７日現在、予約者数は 8,089 人、65 歳以上の高

齢者人口の 51.2％、１回目の接種者数は

4,046 人、65 歳以上の高齢者人口の 26％となっ

ております。 

先週６月４日からはＷｅｂ予約も開始いたしま

した。このＷｅｂ予約につきましては、本日から

本庁、支所及び各地区の公民館で、職員による予

約手続の支援もいたしておりますので、御利用い

ただきたいと思います。 

また、６月 20 日から７月 25 日まで、毎週日曜

日には集団接種も実施いたします。対象年齢に達

しておられる市民の皆様には、できるだけ早くワ

クチン接種をお受けいただきますようお願いをい

たします。 

このワクチン接種につきましては、ワクチンロ

ス、また、これに伴う優先接種の取扱いが報道等

で取り上げられていますが、さきの定例記者会見

で公表しましたとおり、私は先日１回目のワクチ

ン接種を受けさせていただきました。 

これは、まず私が接種対象年齢に達しているこ

と、また、感染症対策をはじめ、現下の厳しい行

政運営の陣頭に立つ立場にあり、市行政組織上の

リスク管理の観点からも必要であるとの判断によ

るものでありますので、御理解をお願いいたしま

す。 

また、直前のキャンセルなどワクチンが無駄に

なる状況が懸念されております。 

そうした緊急の場合に備え、本市ではコロナ対

策をはじめとする重要な業務、または代替が困難

な業務に従事している職員から優先順位を設けて

おき、キャンセルが発生し、他に接種希望者がお

らず、ワクチン余剰が生じそうな場合は、接種を

受けさせ、極力ワクチンロスが生じないようにい

たしております。この点につきましても、あわせ

て御理解をお願いいたします。 

今年の梅雨入りは例年よりも３週間程度早く、

既に大雨警報が２回も発表されるなど大雨による

被害が心配されるところです。 

大雨警報が出ますと常に野村ダムの水位や放流

量が気になります。 

これまでも大雨に備えた事前放流の重要性とあ

わせて、ダムの機能強化の必要性を訴えてきたと

ころですが、去る５月 31 日に肱川ダム統合管理

事務所は、野村ダムの堰堤改良事業の実施につい

て報道発表を行いました。平成 30 年７月豪雨と

同規模の洪水に対応するため、確実な事前放流を

目的として整備されるもので、ダム堤体を削孔し、

放流管を設置し、ダムの水位を現状よりも事前に

低くすることが可能となる工事と伺っております。 

具体的な完成時期は示されておりませんが、令
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和６年度以降の完成を目指しているとのことであ

ります。１日も早く工事が完成し、県が進めてい

ただいております河川整備とあわせまして、ダム

下流域の皆様の安全・安心がより確実なものとな

ることを期待いたしております。 

さて、今定例会におきましては、７名の議員か

らの一般質問をお受けするとともに、財産の無償

譲渡１件、条例改正２件、辺地計画関連２件など

のほか、補正予算２件、予算繰越に係る報告６件

など計 18 件の議案を上程し、御審議をお願いす

るものであります。 

諸議案の提案理由につきましては、上程の際に

説明をいたしますので、慎重に御審議いただき、

それぞれ御決定賜りますようお願い申し上げ、招

集の挨拶とさせていただきます。よろしくお願い

申し上げます。 

○佐藤議長 

この際、報告いたします。 

私、佐藤恒夫が議長就任に伴い、５月 19 日付

をもって、西予市消防体制検討特別委員会委員長

を辞任したい旨の願いを出し、５月 19 日に同特

別委員会において許可されました。また、同日委

員長の互選を行った結果、信宮副委員長が選任さ

れ、宇都宮俊文委員が副委員長に選任されました

ので、ここに報告いたします。 

また、先般５月 19 日に私、佐藤恒夫が西予市

消防体制検討特別委員会委員の辞任願を提出いた

しましたので、西予市議会委員会条例第 14 条の

規定によりこれを許可いたしました。 

なお、同条例第８条第２項の規定により、西予

市消防体制検討特別委員会委員に兵頭学君を新た

に選任いたしましたので報告いたします。 

次に、前定例会以降における諸般の報告は、お

手元に配信しておりますのでお目通し願います。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元のタブレットに配信の

とおりであります。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

今回の会議録署名議員に 16 番兵頭学君、17 番

森川一義君の両名を指名いたします。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

次に、日程第２、会期の決定を議題といたしま

す。 

お諮りいたします。 

今回の会期は、本日から６月 25 日までの 18 日

間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、今回の会期は、

本日から６月 25 日までの 18 日間と決定いたしま

した。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議案第 52 号「財産の無償譲

渡について」から、議案第 61 号「令和３年度西

予市介護保険特別会計補正予算（第１号）」まで

の 10 件を一括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

 〔藤井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 52 号「財産の無償譲渡について」提案

理由の御説明を申し上げます。 

本市が設置する三瓶保育園については、公募選

定により市内の社会福祉法人に移管することとし、

令和３年第１回定例会において、当該施設を廃止

する条例改正の議決をいただいたところでござい

ます。 

本議案は、当該施設を三瓶地域における保育施

設として継続的かつ安定的に運用するため、令和

４年４月１日を期日として、社会福祉法人三瓶福

祉会へ無償譲渡するものであります。 

譲渡先となります社会福祉法人は、保育所や小

型児童館など児童福祉施設の運営に関して、長年

にわたる実績を有しており、当該施設における保

育の実施を安心してお任せできるものと考えてお

ります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 
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 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 53 号「西予市職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例制定について」提

案理由の御説明を申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の患者に接して行う

作業など、新型コロナウイルス感染症に対処する

ための業務に従事した職員におきましては、本条

例におきまして特殊勤務手当を支給することとい

たしております。 

今回の改正は、新型インフルエンザ等対策特別

措置法の一部改正により、新型コロナウイルス感

染症を指定感染症として定める等の政令が廃止さ

れたことに伴い、当政令より引用する新型コロナ

ウイルス感染症の定義を改める必要があるため、

本条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

 〔藤井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 54 号「西予市家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例制定について」提案理由の御説明を申し

上げます。 

今回の改正は、家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準の一部を改正する省令の公布に伴

い、当該省令基準に従い同様の措置を講ずるため、

本条例の一部を改正するものであります。 

改正の主な内容としましては、業務負担軽減等

を図る観点から、家庭的保育事業者等における諸

記録の作成、保存等について、原則として電磁的

記録による対応を認めることのほか、所要の整備

を行うものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

 〔下澤政策企画部長登壇〕 

○下澤政策企画部長 

議案第 55 号「辺地に係る公共的施設総合整備

計画の策定について」、議案第 56 号「辺地に係

る公共的施設総合整備計画の変更について」一括

して提案理由の御説明を申し上げます。 

本市におきましては、野村町、城川町、明浜町

及び三瓶町において、19 の地区が辺地の指定を

受けております。 

このたび、野村町長谷、城川町遊子谷及び高野

子辺地において、市道の施設整備を実施すること

に伴い、それぞれ新たに２カ年もしくは４カ年の

辺地総合整備計画を策定することといたしました。 

また、野村町片川、予子林、惣川・小屋及び城

川町野井川辺地において、林道及び飲料水供給施

設整備の事業費について変更が必要となりました。 

これに伴いまして、国に新たな辺地総合整備計

画並びに変更計画を提出するため、辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等

に関する法律第３条の規定により議会の議決をお

願いするものであります。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

三瀬建設部長。 

 〔三瀬建設部長登壇〕 

○三瀬建設部長 

議案第 57 号「市道路線の認定について」提案

理由の御説明を申し上げます。 

本件は、宇和町明間四道地区の市道下宇和地区

119 号線の認定について、議会の議決を求めるも

のでございます。 

これまで四道地区には、地区内に有効な迂回路

線がなかったことから、平成 30 年７月豪雨時に

は、斜面の崩壊により生活道が遮断され、地区住

民の移動に支障が生じたところでございます。 

今回の路線認定は、これを解消し、道路網を整

備するもので、市道下宇和地区 72 号線と市道下

宇和地区 74 号線を接続する下宇和地区 119 号線

を新たに路線認定するものでございます。 

なお、本件に係る市道路線の認定につきまして

は、さきの３月 16 日に開催いたしました西予市

道路格付専門委員会において承認をいただいてお

ります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

 〔酒井産業部長登壇〕 

○酒井産業部長 

議案第 58 号及び議案第 59 号「西予市営土地改

良事業の施行について」一括して提案理由の御説

明を申し上げます。 

本案は、城川町土居地区において、令和３年度

から５年度までの３カ年計画で農地耕作条件改善

事業を、また、宇和町清沢地区において、令和３

年度から４年度の２カ年計画で水利施設等保全高

度化事業をそれぞれ施行することに伴い、西予市

営土地改良事業施行条例第５条の規定により、こ

れらの事業概要について議会の議決を求めるもの

でございます。 

事業内容につきましては、城川町土居地区にお

いては、老朽化した用水路の整備を行うもので、

これにより維持管理労力の低減と農業用水の安定

供給及び担い手への農地集積促進による農業経営

の安定化を、また、宇和町清沢地区においては、

老朽化した頭首工を更新するもので、これにより

維持管理労力の低減と農業用水の安定供給を図る

ものでございます。 

以上２議案、よろしく御審議の上、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 60 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

初めに、愛媛県のデジタル総合戦略と現在当市

が進めております施策について触れさせていただ

きます。 

デジタル総合戦略は、「デジタルでつなぎ切り

拓く、活力と安心感あふれる愛顔のえひめ」の実

現を基本理念に掲げ、「県民本位」「市町との協

働」「官民共創」という基本方針のもと、令和３

年度から令和５年度の３年間を計画期間として、

県民の生活に関連する「行政」「暮らし」「産業」

の３つの分野において、将来ビジョンと戦略を掲

げています。 

特に、行政のデジタルトランスフォーメーショ

ン推進のため、住民本位の視点で地域課題の解決

や時代を切り開く新たな価値の創造を目指して、

県と市・町が協働し、チーム愛媛としてデジタル

技術を効果的・積極的に活用し、誰一人取り残さ

れないデジタル変革に取り組むことを３月 25 日

に協働宣言いたしました。 

当市におきましては、まずは行政のデジタル変

革を進めるために、窓口業務の抜本的な改善によ

る市民サービスの向上と窓口業務の改善を含む次

世代型の行政サービスができる行政組織の構築に

昨年度から取り組んでいます。 

その中で２点触れさせていただきます。 

１点目に、今年度末に本庁舎と教育保健センタ

ーのオフィス改革が完了の予定です。 

先般４月 15 日にオフィス改革協定先事業者か

ら西予市役所の目指すべき働き方を実現するため

のオフィス改革コンセプト案について、市役所に

おいて実施されました職員のワークショップ及び

アンケート結果をもとに提案をいただきました。 

働き方コンセプトは、ちょっとした工夫から職

員が幸せに働くことができて、それがすごく効果

的で市民の皆さんも幸せになるということでした。 

オフィス改革の狙いは、ＩＣＴを活用したオフ

ィス環境の変更によるコミュニケーションの活性

化と業務の効率化による生産性向上だけではなく、

デジタル変革の主眼である住民サービスの向上に

もつながる改革であります。 

今後、窓口業務の在り方、課の配置、働き方の

検討、第２次総合計画に掲げた事業目標であるペ

ーパーレス化の推進など課題を一つひとつクリア

していかなければなりません。 

私は、物事に「できない」という壁をつくらず、

「どうやったら実現できるか」を考えてほしいと

常々職員に伝えています。オフィス改革の３つの

理念である「挑む」「つながる」「楽しむ」の実

現のために、従来の手法にとらわれることなく、

また、失敗を恐れることなく、スピードと質の向

上にこだわりながら、デジタル技術を活用して改

革に取り組みます。 

２点目に、今月から支所において執務を行いな

がら市民の皆様と意見交換を行いますサテライト

市長室を設置いたしました。 
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私自らがデジタル環境を生かして、危機管理に

支障のないよう配慮しつつ、支所においても本庁

と同様の執務を行い、支所職員とのコミュニケー

ションの向上を図るとともに、「暮らして安心が

体感できるまちづくり」を実現するために、社会

の変化や市民ニーズを的確にとらえ、市民視点の

取組を立案・展開・発信することを目的として行

っていきます。 

まずは、行政のデジタル変革を進めながら、県

と市・町デジタル変革推進会議において、県内の

自治体や民間事業者、住民の方が抱える様々な地

域課題を共有し、デジタル技術を活用して、課題

解決や価値創造に資する企画立案等を実行できる

デジタル人材の育成と全庁的かつ部局横断的な取

組を推進する体制を構築し、「暮らし」「産業」

の分野のデジタル変革に取り組んでまいりますの

で、市民の皆様、また議員の皆様の御理解、御協

力をお願いするところであります。 

それでは、今回の補正予算でございますが、人

事異動に伴う職員給与費及び会計年度任用職員給

与費の調整、国庫支出金内示に伴う建設改良事業

等の財源調整、地域づくり活動センター及び消防

本部署庁舎の建設事業費のほか、緊急に対応する

必要が生じた事業費などを計上するものでありま

す。 

その主な内容でありますが、予算書の款別に御

説明を申し上げます。 

総務費では、小規模多機能自治推進に向けた土

居地区での地域づくり活動センター新設整備に要

する経費を計上し、民生費では、三瓶保育園の民

営化に向けた施設の改修、新型コロナウイルス感

染症対策における生活支援としての子育て生活支

援特別給付金給付事業に要する経費を計上し、土

木費では、野村町の荷刺地区から西地区までの各

地区を結ぶ市道荷刺大西鎌田西線改良事業に要す

る経費を計上し、消防費では、大規模災害時に備

えた拠点施設整備のため、消防本部及び消防署庁

舎の移転改築に要する経費を計上し、教育費では、

田之筋放課後子ども教室において、長期休業中に

おいて教室を実施するための経費を計上し、災害

復旧費では、令和元年８月の台風 10 号の影響に

より被災した城川町の林道黒森支線の災害復旧に

要する経費を計上しております。 

これらの経費の財源につきまして、それぞれの

歳出に見合う国・県支出金、地方債等の特定財源

を計上し、不足する財源につきましては、財政調

整基金を繰入れし収支の均衡を図るものでありま

す。 

これによりまして、歳入歳出の補正は、既決い

ただいております歳入歳出予算の総額に、それぞ

れ 4億 2776 万 7000 円を増額し、歳入歳出予算の

総額を 314 億 6550 万 3000 円と定めるものであり

ます。 

また、継続費の補正として、土居地区地域づく

り活動センター整備事業の令和４年度までの継続

費の設定を行っております。 

地方債補正では、過疎対策事業債等の限度額の

変更を行っております。 

以上が今回の補正予算の概要でありまして、詳

細な点につきましては、担当課長から補足説明さ

せますので、よろしく御審議を賜り、御決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮財政課長。 

 〔宇都宮財政課長登壇〕 

○宇都宮財政課長 

それでは、予算書に沿って歳出から補足説明を

申し上げます前に、まず職員人件費の補正につい

て説明をさせていただきます。 

当初予算では、予算編成時の職員数及び組織体

制を基本に、退職者と新規採用者数を見込み、所

要額を計上いたしております。 

今回、４月の人事異動等による各課の職員数及

び年齢構成等の変動に伴い、関係する予算科目の

目の給与等の計上額に過不足が生じたことから職

員給与費を調整するものであります。総額で

2509 万 1000 円を減額調整いたしております。 

それでは、予算書の 17 ページをお開き願いま

す。 

2 款総務費、8 項 1 目地域振興費、土居地区地

域づくり活動センター整備事業 1 億 2560 万

5000 円でありますが、現在の土居公民館は昭和

42 年３月建築であり、公民館の建て替えと小規

模多機能自治センターへの移行時期等を勘案して、

土居地区地域づくり活動センター建設検討委員会

において建設場所と施設の機能等について検討さ

れ、市に対しての要望書が提出をされ、関係課に
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て協議の結果、旧土居保育所と旧土居小学校プー

ルを解体して、地域づくり活動センターを建設す

ることに決定いたしましたので、今回、新築・解

体設計委託料、敷地造成に要する経費を計上する

ものであります。 

また、解体と造成工事費については、総額 1億

1852 万 5000 円の継続費の設定を行っております。

財源は過疎対策事業債を予定しております。 

20 ページをお開き願います。 

3 款民生費、2 項 1 目児童福祉総務費、保育所

（園）管理事業 1700 万円でありますが、三瓶保

育園が社会福祉法人への移管後においても、子ど

もたちの安心・安全が確保される保育環境となる

よう、トイレ改修、病児保育室の新設、遊具の整

備等に要する経費を計上するものであります。財

源は過疎対策事業債を予定しております。 

27 ページをお開き願います。 

8 款土木費、2 項 3 目道路新設改良費、市道荷

刺大西鎌田西線改良事業 1200 万円でありますが、

本路線は、貝吹地区の集落を結ぶ基幹路線であり、

道路幅員が狭い区間ごとに順次改良を行ってまい

りました。 

今回、県道宇和野村線の迂回路としての利用、

生活交通バスの運行路線ともなっております鎌田

馬場地区内の延長約 350 メートルの改良に向けて、

測量設計委託料を計上するものであります。財源

として過疎対策事業債を予定しております。 

29 ページをお開き願います。 

9 款消防費、1 項 3 目消防施設費、消防本部署

庁舎建設事業 1 億 534 万 9000 円でありますが、

西予市消防本部並びに消防署の移転改築において

は、西予市消防本部等庁舎改築推進委員会におい

て庁舎の規模と機能について検討を行ってまいり

ました。 

今回、地権者及び地区住民の皆様への説明会等

を行い、移転候補地を選定いたしましたので、土

地購入に要する経費を計上するものであります。

財源として旧合併特例事業債を充てています。 

32 ページをお開き願います。 

10 款教育費、5 項 1 目社会教育総務費、放課後

子どもプラン事業 44 万 5000 円でありますが、田

之筋放課後子ども教室は、平成 30 年４月に開校

し、子どもたちが放課後を安心・安全に過ごし、

多様な体験や活動ができる取組を行ってまいりま

した。 

今回、学校運営協議会、保護者からの夏休み等

の長期休業中の平日においての教室の開校の要望

を受けまして、子ども教室実行委員会において協

議の結果、教室を開校することとなり、事業費に

対しての委託料を計上するものであります。 

35 ページをお開き願います。 

11 款災害復旧費、1 項 3 目林業用施設災害復旧

費 2 億 2000 万円でありますが、令和元年８月の

台風 10 号の影響を受けて発生した地滑り災害に

より路線が被災した城川町の林道黒森支線の災害

復旧に要する経費を計上するものであります。財

源として、災害復旧費国庫負担金、災害復旧事業

債を充てています。 

次に、主な歳入について御説明を申し上げます。

予算書は９ページにお戻りください。 

14 款国庫支出金、2項 2目 1 節保健衛生費国庫

補助金 600 万円でありますが、高齢者福祉施設等

において実施をいたしております新型コロナウイ

ルス感染症検査に要する経費に対しての補助金で

あります。補助率は２分の１です。 

同ページ、6 目 1 節消防費国庫補助金 733 万

9000 円でありますが、消防団に整備をしますデ

ジタル簡易無線とＩＰ無線が一体となったトラン

シーバー導入経費に対しての補助金であります。

補助率は３分の１です。 

11 ページをお開き願います。 

21 款市債でありますが、土居地区地域づくり

活動センター整備事業、消防本部署庁舎建設事業

のほか、国庫・県支出金の内示等による増額、減

額を行い、総額で 2億 860 万円の増額を行いまし

て、限度額を 45 億 220 万円とするものでありま

す。 

以上、補足説明とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

 〔藤井生活福祉部長兼福祉事務所長登壇〕 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議案第 61 号「令和３年度西予市介護保険特別

会計補正予算（第１号）」について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

今回の補正の内容につきましては、産休職員の

代替として任用する会計年度任用職員給与費及び
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それに伴う一般会計繰入金を増額するものであり

ます。 

これによりまして、既決いただいております歳

入歳出予算に、それぞれ 279 万 3000 円を増額し、

歳入歳出予算の総額を 62 億 8345 万 8000 円と定

めるものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

 （日程４） 

○佐藤議長 

次に、日程第４、議案第 62 号「西予市消防団

消防ポンプ自動車の取得について」を議題といた

します。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

 〔酒井消防本部消防長登壇〕 

○酒井消防本部消防長 

議案第 62 号「西予市消防団消防ポンプ自動車

の取得について」提案理由の御説明を申し上げま

す。 

現在、西予市消防団城川方面隊高川分団第１部

に配備しております消防ポンプ自動車は、平成８

年に導入したもので、以来 25 年が経過しており、

更新計画に基づいた検討を行ってきたところであ

ります。 

このたび購入いたします消防ポンプ自動車は、

迅速な消火活動を可能にするため、放水性能にす

ぐれた高性能ポンプを搭載するとともに、最新の

照明器具を装備することにより、夜間、消防団員

が安全に活動できる仕様としております。 

今回の購入に当たりましては、去る６月１日に

指名競争入札を行い、有限会社城川モータース 

代表取締役兵頭茂樹氏が 2695 万円で落札と決定

し、備品購入仮契約を締結しましたので、議会の

議決を求めるものであります。 

なお、消防ポンプ自動車の詳細な性能及び主要

装備につきましては、別紙参考資料を御参照くだ

さい。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 62 号は、会議規則第 37 条第３項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 62 号「西予市消防団消防ポンプ自動車

の取得について」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 62 号は

原案のとおり決定いたしました。 

 （日程５） 

○佐藤議長 

次に、日程第５、報告第１号「令和２年度西予

市一般会計継続費繰越計算書の報告について」か

ら、報告第６号「令和２年度西予市病院事業会計

予算繰越計算書の報告について」までの６件を一

括議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮財政課長。 

 〔宇都宮財政課長登壇〕 

○宇都宮財政課長 

報告第１号「令和２年度西予市一般会計継続費

繰越計算書の報告について」、報告第２号「令和

２年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の報
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告について」、報告第３号「令和２年度西予市一

般会計事故繰越し繰越計算書の報告について」、

報告第４号「令和２年度西予市水道事業会計予算

繰越計算書の報告について」、報告第５号「令和

２年度西予市公共下水道事業会計予算繰越計算書

の報告について」、報告第６号「令和２年度西予

市病院事業会計予算繰越計算書の報告について」

一括して提案理由の御説明を申し上げます。 

令和２年度西予市一般会計、水道事業会計、公

共下水道事業会計及び病院事業会計における各事

業のうち、令和２年度から令和３年度への継続費、

繰越明許費及び事故繰越しにつきまして、地方自

治法施行令第 145 条第１項、第 146 条第２項及び

第 150 条第３項において準用する第 146 条第２項

の規定並びに地方公営企業法第 26 条第３項の規

定により、それぞれ繰越計算書を添えて御報告申

し上げるものであります。 

以上報告６件、よろしくお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案６件に対する一括質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

 （日程６） 

○佐藤議長 

次に、日程第６、報告第７号「専決処分事項の

報告について」を議題といたします。 

理事者の報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

報告第７号「専決処分事項の報告について」提

案理由の御説明を申し上げます。 

この専決処分の報告につきましては、地方自治

法第 180 条第１項の規定に基づき、議会の議決に

より指定された市の義務に属する損害賠償の額の

決定及び和解について、別紙のとおり１件の専決

処分をいたしましたので、同条第２項の規定によ

り御報告申し上げるものでございます。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の報告は終わりました。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

６月 11 日は午前９時より一般質問を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午前10時55分 
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  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日はこのように傍聴にお越しいただき誠にあ

りがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配信のとおりであ

ります。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、４番宇都宮俊文君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

改めましておはようございます。議席番号４番

宇都宮俊文です。一問一答で質問させていただき

ますのでよろしくお願いします。 

早朝より傍聴の方見えられてありがとうござい

ます。なかなかコロナ禍で傍聴席もいつものよう

に参加していただけないというのが少し残念です

が、テレビを通じて御覧いただければと思います。 

今朝ほどテレビを見ていたら、全国でコロナの

感染者 2,000 人余りということで、東京オリンピ

ックまでもう 40日そこそこというところでござい

ます。まだまだ感染者も減らない、緊急事態宣言

もまだ残っているという状態の中で、東京オリン

ピック・パラリンピックを進めるのが前提という

ような政府の動き、とても私は気になっておりま

す。医師会では、当然医療の逼迫も心配されます

し、なかなかこれどのようになるのか、果たして

オリンピック終わった後でどのような状態になる

のか、本当に心配されるところです。 

また、全国の飲食店、また取引される全国の生

産者、いつまでこのような状態が続くのか、本当

に他人事ではない状態だと思います。ワクチン接

種をしない限り、このウイルスは収まらないだろ

うと誰もが思ってると思います。日本は先進国の

中でもこの接種が遅れている。このような状態の

中で日本中がまだ接種していない中で、オリンピ

ックが開催される。本当に心配なところでござい

ます。首都圏を中心に大規模な集団接種、また、

大企業による企業別の接種が今どんどん進んでお

ります。地域、西予市においても、愛媛県におい

ても接種されておりますが、県によって早いとこ

ろ遅いところがあり、これ国からのワクチンの届

き方にも原因があろうかと思うんですが、特にワ

クチン担当の部局、本当に忙しい思いされて段取

りされていることだろうと思います。 

このことを中心に質問させていただきたいと思

います。まず、現在のワクチン接種の進捗状況を

説明願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

改めまして皆さんおはようございます。 

本日の一般質問に当たりまして、早朝より傍聴

においでいただきまして心から感謝を申し上げま

す。 

今日から土日を挟んで３日間にわたりまして、

７名の議員の皆様から一般質問をお受けいたしま

す。それぞれの御質問に対しまして真摯に回答さ

せていただきたいと考えておりますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

市政運営の根幹に関わる質問には私が回答する

ことといたしまして、それ以外の専門的な分野の

質問につきましては、各部長を中心として回答さ

せていただきたいと考えておりますので、御理解

をいただきますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

現在のワクチン接種の進捗状況についてお答え

をいたします。 

当市におきましては、全国の予約受付時の状況

を参考にしながら、また、ワクチンの供給量を把

握しながら、接種券の発送や受付開始日時を検討

し、できる限り市民の皆様が混乱しないよう取り

組んでおります。 
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現在は、ワクチン接種の優先順位に基づき、一

般高齢者へのワクチン接種を進めておりますので、

その状況についてお答えをいたします。 

まず接種予約の状況でございますが、５月 10日

月曜日から高齢者施設等に入所している高齢者を

除く 85 歳以上の高齢者の方約 3,400 人へ接種券を

送付し、５月 14日金曜日から予約受付を開始いた

しました。 

受付開始日には、多くの市民の皆様から「電話

がつながらない」などの苦情が寄せられましたが、

防災行政無線放送などを通じ、混雑を避けるため

に分割して接種券を送付していること、また、ワ

クチンは確保できているため、慌てずに予約いた

だきたいことなどを丁寧に御説明したところ、翌

週からは苦情や問合せの電話が減少傾向となって

おります。 

その後、５月 22 日土曜日に 75歳から 84歳の約

5,000 人へ、６月４日金曜日に 65 歳から 74 歳の

約 6,600 人へ接種券を郵送し、予約受付を行って

おりますが、大きな混乱もなくおおむね順調に進

んでいるところでございます。 

６月４日金曜日からは、スマートフォンなどを

利用したＷｅｂでの予約受付を開始し、24 時間受

付可能となったため、受付がよりスムーズに行え

ることとなり、電話予約の混雑も収束しつつあり

ます。 

また、実際のワクチン接種につきましては、市

医師会の御協力をいただき、５月 26日水曜日から

市内の医療機関におきまして、一般高齢者の接種

を開始いたしました。昨日までに 4,954 人の高齢

者の方が１回目の接種を終え、高齢者全体の

31.4％となっており、こちらにつきましても大き

な問題もなく順調に接種が進んでおります。 

今後、ワクチン接種を希望する高齢者の方々へ

の接種が終了する７月末以降には 64歳以下の皆様

への接種を開始することとなります。 

今回の接種事業は初めての取組であり、市民の

皆様には大変御迷惑をおかけしておりますが、市

民の皆様の安全・安心を確保するため、早期の接

種完了に向け、市を挙げて取り組んでまいります

ので、今後とも御理解と御協力をお願いいたしま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

マスコミ等では、電話がつながらない。特に、

当初高齢 75歳以上ぐらいのところが、かなりつな

がらない。これテレビでずっと放映されてました。

西予市においても年代別に 85 歳、75 歳以上と分

けて発送しているということでしたが、よく聞い

てみると、やはり 75歳以上になってから電話がつ

ながらないということを聞きました。うちの母親

も３日がかりで大体 30回ぐらいでようやく電話が

つながったということを聞いておりましたので、

なかなかこれはいけんということで、先日生活福

祉部長とも話して電話回線を増やすことができな

いかいろいろ話した結果、それ以降、１週間ほど

でまあまあつながり出したということで、多少電

話回線も増やしたということを聞いてますし、安

心しております。 

それから 65歳以上の方に限って、６月４日から

ですが、スマホでも対応できるということですが、

当然 65歳以上でスマホを使える人はそんなにはい

ない。この間も同じく部長と話したんですが、そ

れであれば、例えば公民館とか、市の職員が近所

の方に声かけて指導する、教えてもらう、そうい

うやり方はできないものかと提案させてもらい、

すぐ対応してもらったので、そこのところを少し

詳しく説明いただいたらと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

接種予約の混雑緩和の対策についてお答えをい

たします。 

先ほど申し上げたとおり、６月４日からスマー

トフォンなどを利用したＷｅｂでの予約受付を開

始し、24 時間受付可能となったため、受付がより

スムーズに行えることとなり、電話予約の混雑も

収束しつつあります。 

Ｗｅｂ予約につきましては、予約の仕方をわか

りやすく説明したマニュアルを作成するとともに、

先ほど議員もおっしゃったように、家族等の支援

がなくＷｅｂ予約が困難な高齢者の方には、市役

所や各支所、地域の公民館において、予約方法や

機器の操作方法等の支援を行っております。現時
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点で 161 人の方の支援を行っております。 

また、予約開始時から民生児童委員の皆様や在

宅サービスなどを行っている社会福祉法人の皆様、

市職員に対しても、接種予約等で困っている高齢

者に対して支援していただくようお願いをしてい

るところでございます。 

さらに、予約電話の回線も増設するよう進めて

おり、高齢者の皆様がスムーズに接種予約できる

よう日々対策を講じております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

それでは今後の具体的な接種計画等についてで

すが、ワクチンの接種方法、かかりつけ医による

もの、また、集団接種、いろいろあるんですが、

これ各市町村によってお医者さんの数、それから、

いろいろな事情があると思いますので、大規模な

集団接種は無理であろう、地域に合ったやり方を

選択していただいておると思うので、その方法に

ついて説明をお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

ワクチンの接種の方法についてお答えをいたし

ます。 

当市では、市医師会と協議の上、医療機関にお

ける個別接種にてワクチン接種を実施することと

し進めてまいりましたが、それだけでは７月末の

高齢者への接種終了が見込めないことから、再度、

市医師会と接種の実施方法について検討してまい

りました。その結果、市医師会として、集団接種

実施へ全面的に協力いただくこととなり、６月

20 日日曜日から市内５カ所において集団接種を実

施することとなりました。御協力いただきます市

医師会の医師や看護師の皆様には、この場をお借

りし、改めて心より感謝を申し上げます。 

この集団接種での接種人数は最大で約 2,500 人

となっており、これにより、接種を希望される高

齢者の皆様へのワクチン接種が７月末には終了で

きるものと考えております。集団接種につきまし

ては、日曜日に実施することとしており、６月

20 日と７月 11 日には野村町の乙亥会館にて、６

月 27 日と７月 18 日には城川町の魚成公民館と三

瓶町の三瓶支所にて、７月４日と７月 25日には宇

和町の西予市役所と明浜町の明浜支所にて実施す

ることとしておりますので、接種券をお持ちの皆

様におかれましては、ぜひ御利用いただきますよ

うお願いいたします。 

なお、ワクチンの管理上、どうしても当日接種

する方々を把握する必要があるため、個別接種同

様、集団接種につきましても、西予市コロナワク

チン予約センターにて電話、またはＷｅｂでお申

込みくださいますよう重ねてお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ワクチン接種の予約のことですが、私、ちょっ

とざっとしとるもんで、果たして電話予約が要る

のかなと当初思いました。西予市のようなところ

であれば、集団検診のように、例えば、宇和町皆

田地区、何月何日の午前中に来てください。野村

町のどこやろは何日に来てください。これでやれ

るんじゃないかなと思いました。 

テレビ見ておったら、全国で福島県、多分相馬

市だったと思うんですが、そこは今のように予約

なしでやって、大体８割か９割見込んでやったら、

90 何％の人が来てくれたということをちらっと見

たので、細かいことは把握してないんですが、そ

のようなやり方も逆に電話が殺到するんであれば、

来れない方は連絡ください。こういうやり方も逆

に西予市の人真面目なんでいいんではないかなと

いう気はしたんですが、これは余談になりますの

で、順調に進んでいるというところなので、一安

心してます。 

ところで今のように、ワクチン接種するために

は余らしたらいけないというのが原点でございま

すので、電話予約とって、全国のほとんどのとこ

ろがやってると思うんですが、その必要性につい

て、もう一度説明願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 



 

- 19 - 

 

ワクチン接種の予約の必要性について、お答え

をいたします。 

一般高齢者に現在接種しているワクチンは、フ

ァイザー製ワクチンでございまして、マイナス

70 度の冷凍保存や解凍してからの使用期限、ワク

チンを希釈してから接種までの時間などが厳密に

定められており、非常に管理が難しいものとなっ

ております。 

また、１瓶で６人分が接種できることとなって

いるため、ワクチンロスを防ぐためには、各医療

機関や集団接種会場で１日に接種する人数を的確

に把握し、ワクチンを配送することが必須でござ

います。仮に当日の予約をとらず、何人接種する

かわからないといった状況で接種を実施すると大

量にワクチンを廃棄することになりかねません。 

以上のことから、今回の接種事業につきまして

は必ず予約をしていただき、どこで何人の方が接

種するか把握しながら進めていく必要がございま

すので、市民の皆様には何かと御不便をおかけい

たしますが、御理解と御協力をお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

続きまして、市長及び職員のワクチン接種の方

針についてお尋ねいたします。 

先月来マスコミ等で、全国的に首長の先行接種

について物議を醸していると思います。市長が先

に接種したら都合が悪いのか、余ったから接種し

ましたとかいう報道がよくされているんですが、

これははっきり言って情けないなと私は思います。

やっぱりこの首長が一番先にすることが必要なの

で、なぜ堂々と知事、市長、私が先にします。そ

の代わり休むことができませんので、感染しては

いけないので、それをちゃんと言って、市民、県

民に理解してもらって、一番先に首長がするべき

ことだろうと思います。それが何か今の世の中、

何か自分だけ悪いことをしたような報道がされて、

これで本当に首長が務まるのかなと思います。代

わりがいないそれだけの仕事をしなければいけな

い人はどんどん仕事をしてもらって病気にかから

ないこと、やっぱり医療関係者と全く同じ関係、

それよりも大事なのではないかなと思いますので、

そのこと２週間ほど前、市長とお話しさせてもら

いました。市長がたまたま 65歳を迎えるというこ

とで、６月４日でやりますということだったので、

それは私はちょっと遅いかなと正直思いました。

もうとっくにしているものだと思いましたし、も

しされてなかったら、一言いやみを言おうかなと

いうぐらいな気持ちでおりましたので、それと同

時に、職員にしても同じだと思います。先に堂々

とやっていただいて仕事をしてもらう。特に感染

リスクの多い職員の人は早めにやってもらうこと

が大事だと思うし、それを市民の人に伝えて理解

してもらうのも仕事だと思います。 

医療関係者だけではなく、例えば保育所の職員、

介護施設の職員さんらはやってると思うんですが、

子どもに関わる職員さんとか、どうしても休んで

はいけない職員の方は、なるべく早くしていただ

きたいと思います。 

その考え方についてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市長及び市職員のワクチン接種方針についてお

答えをいたします。 

先月来、全国的に首長の先行接種について物議

を醸しておりましたが、いずれの事例も方針を公

表せず接種したことが問題であったのではないか

と考えております。 

議員御指摘のとおり、行政のトップである市長

が率先してワクチンを接種するといった考え方も

ございますので、市長の年齢に該当する 65歳から

74 歳の接種券送付を開始した６月４日金曜日に、

市内の医療機関において余剰ワクチンを活用し、

１回目のワクチンを接種しております。このこと

につきましては、６月２日の定例記者会見におき

まして公表をさせていただいております。 

今後、集団接種の実施に当たり、会場で従事す

る保健師やその他職員、また、理事者、ワクチン

接種事業に従事する職員など、順次、余剰となっ

たワクチンを無駄にしないため、ワクチンロス対

策として市の職員も接種させていただくこととし

ております。 

現在使用しているファイザー社のワクチンは１

瓶で６人が接種できることとなっており、その管
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理を厳密に行う必要がございます。予約管理を徹

底しながら、市内医療機関にワクチンを配送して

おりますが、接種当日に体調を崩し、急にキャン

セルされる方もいらっしゃいますので、その際に

はワクチンを廃棄することのないように、代わり

の方にワクチンを接種する必要がございます。こ

ういった場合に、市内の高齢者施設の職員の方々

や日々高齢者の方々と関わることの多い福祉事業

者の方々にもお声掛けし、対応いただくこととし

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

管家市長も 65歳以上ということで、高齢者とい

うことで、御苦労さまでございます。私たち議員

の中も、はっきり言ったら怒られるかもしれませ

んが、多分 12 名ぐらい 65 歳以上の人がおるんで

はないかなと思います。少しでも早く打っていた

だきたいと思います。 

本当にこの場を借りて担当部局の方、それから、

医療関係者の方本当に忙しい思いされておると思

いますがお礼申し上げたいと思います。 

続きまして、次の質問に移りたいと思います。 

耐震性防火水槽の整備についてお伺いをしたい

と思います。 

まず１点目、防火水槽の整備状況についてです

が、市内の整備数と整備の内容についてお伺いい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

防火水槽の整備状況についてお答えいたします。 

当市における耐震性防火水槽の整備状況につき

ましては、合併後 40 トン型の耐震性防火水槽を

53 基整備しております。内訳といたしましては、

明浜町２基、宇和町 16 基、野村町 18 基、城川町

17 基、三瓶町は未設置となっております。 

次に、設置場所の選定につきましては、西予市

消防水利設置要綱に適合した地区からの要望をも

とに優先順位をつけ、地元の同意を得たものから、

毎年度２カ所を目標に整備を行っているところで

ございます。なお、三瓶町におきましては、比較

的消防水利の整備が進んでいるため、現在のとこ

ろ設置には至っておりません。 

しかしながら、市内の整備状況を見ますと、設

置要望の少ない海岸部での整備が遅れていること

から、今後は計画的に整備を進めてまいりたいと

考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

今の答弁で、海岸部設置数が少ないということ

でございます。私も 20数年消防団やってたんです

が、火事になったら、消火栓が使えるのが大体１

本か２本で、あとはもう海からとって海水をかけ

るということでございます。これが当たり前にな

っておったので、火事になった家は塩がかぶって

も仕方ないと言えば仕方ないんですが、やはり海

水をかけると、周りの家、畑、例えば車にかかる

かもしれませんし、その辺の心配はしているとこ

ろでございます。 

明浜・三瓶における防火水槽の数が少ないとい

うのを少し説明願いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

明浜・三瓶町において設置数が少ないという御

質問ですが、先ほどの答弁にも申しましたとおり、

明浜・三瓶町においては若干面積が狭く、耐震性

防火水槽を設置する場所も少ないことから、防火

水槽や消火栓の整備を進めておりまして、地元か

らの要望が少ないことが考えられます。 

今後におきましては、明浜・三瓶町におきまし

ても、旧小学校跡地などを利用しまして、耐震性

防火水槽を計画的に整備したいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

それでは耐震性防火水槽の整備費用についてお

伺いをいたします。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

耐震性防火水槽の整備に当たっては、国の消防

防災施設整備費補助金を活用しまして、毎年度２

基程度の申請を行い、整備を行っているところで

ございます。 

まず、耐震性防火水槽の種類につきましては、

大きく分けますと地上式型と地下式型がございま

して、一般的に普及していますのは 40トン型の地

下式防火水槽となっております。なお、地上式型

は運搬等に大幅のコストがかかり高額となること

から設置されていないのが現状でございます。 

次に、整備費用につきましては、１基当たり、

国庫補助の基準額が 548 万 6000 円で、補助率は２

分の１となり、残額は起債で充当をしております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

続きまして、明浜町狩浜地区、私の地元なんで

すが、昨年防火水槽の設置が予定されておりまし

た。当初は地下埋設型であったんですが、地下水

が高いなどの理由で地上型設置という計画がござ

いました。ただ、これが本当に高額 700 万円、

800 万円かかるということでございましたので、

見送りになったわけです。 

ただ私が思うに、私自営業やってるので、やは

り使えるものは、代わりができるものは代わりで

やればいいんではないかという考えがありまして、

ミカン作りしている農家には貯水槽があります。

夏場灌水をするために、私の家にもあるんですが、

50 トン余りの貯水槽があります。これが私の狩浜

地区で６カ所、調べたらありますので、これを各

地区私回りまして、もし火事になったら使わして

くれんかというお願いをしたところ、みんなが賛

成してくれました。狩浜地区できたので、明浜の

他の地区にもこういうお願いしてやるのがいいの

ではないかなという思いだったんです。それをや

ることによって、地元の皆さんの防災意識も上が

ってくるので、ただ行政側から見たら、金をかけ

て防火水槽をつくるのが頭の中にしかないと思う

んですが、考え方変えれば、ただで使えるものが

ある、これを利用することによって、要らん経費

も使わんでいいと思いますので、もう狩江地区に

は防火水槽要りませんので、当面はこれで対応し

てもらって、それでもし全地区できれば予算が余

ればやってもらうという考えで私はいいかなと思

いますので、そこのところ詳しいところを説明願

います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

御質問のありました農業用貯水槽の利用につい

てお答えいたします。 

令和元年度に狩江地区に耐震性防火水槽を設置

するために、整備に適した土地を調査しておりま

したが、条件に合う場所の選定に苦慮していまし

たところ、宇都宮俊文議員をはじめ、地元の皆様

が火災などの緊急時には農業用貯水槽を使っても

いいと申し出があり、ありがたくこの申し出をお

受けすることといたしました。 

利用に当たっては、消防法上の緊急水利として

の位置づけとし、個人が管理する農業用水６基、

本浦南予用水利用組合が管理する１基を選定し、

それぞれ緊急水利使用協定を去る３月 29日に締結

いたしております。この自助共助の精神に対しま

して、地元の皆様にこの場をお借りしてお礼を申

し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

ありがとうございます。 

今、農業用の貯水槽のことを言ったんですが、

まだ私頭の中で、廃校になった小中学校のプール

があろうかと思います。老朽化してるのもあれば、

まだ水がたまる状態のもあるかと思います。これ

を防火水槽に使えないのかなと私議員なったとき

から思っておったんですが、もし調べて使えるの

であれば、ただのものは利用する、そういう考え

でやってはどうかなと思うんですが、そこのとこ

ろを説明願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

廃校プールを防火水槽として利用できないかと

の御質問ですが、これまでに廃校の跡地利用につ

いては、当市が地元の方々などの御意見や御希望

をお聞きしながら計画を進めてまいりました。特

に、プールの活用につきましては、防火水槽とし

て活用する可能性を含めて、地元や消防団と協議

をしてきましたが、これまでに防火水槽として活

用するに至った事例はございません。 

理由としましては、老朽化に伴う耐震性や衛生

面を含めた維持管理、安全管理の面から活用を見

送ったものでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮俊文君。 

○４番宇都宮俊文君 

なかなかプールは難しいというところでござい

ました。ただ、私最初言ったときに、議員になっ

てすぐこの提案したときに、教育財産であるとか

行政財産であるとか、なかなか縛りがあって、ど

の施設に限ってもそういう縛りがあるので、これ

を利用できるようなやり方に変えるのも行政側の

努力ではないかなと思います。 

特に廃校になった校舎、グラウンド、今言った

プール、これらもありますが、できるだけ地元で

使えるような維持できるような方策を考えること、

学校だけではありません、市の施設いろいろあろ

うかと思います。 

私たちの狩江地区では、廃校になった小学校も

利用して、ほとんど全部屋利用し、地元の人らが

グラウンド整備やり、地区の人がそこに集まる。

いずれは活動センターの一環でも使えるような仕

組みにもしていかないといけないと思ってます。

特にこの活動センターの取組は、三好前市長から

管家市長ずっと続いておりますので、地域の人材

をうまく参加してもらって、地域で何かをやる。

そのためにはそういう縛りを簡単に無理ですとか、

これは公共施設なので使えませんじゃなしに、や

れるやり方を考えるのが、行政のため、また市民

のためでもあろうかと思いますので、柔軟に考え

てもらって、難しい規約は変えてもらうような使

い道をしていただいたらいいのではないかなと思

います。 

少し話それましたが、以上で一般質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○佐藤議長 

暫時休憩します。（休憩 午前９時 41 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前９時 50 分） 

次に、15 番二宮一朗君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

議長より発言の許可をいただきましたので、一

般質問をさせていただきます。公明党の二宮一朗

でございます。 

先ほどの質問でもありましたけれども、コロナ

禍の生活になって約１年半、西予市におきまして

は、市民の皆様の御理解と御協力によって、人的

被害が少なく済んでいるということは本当にあり

がたいことだなと思っております。 

また、ワクチン接種も始まりまして、先ほど宇

都宮俊文議員から、高齢者、市長の話を入れてで

すけども、高齢者早くワクチンを打ってください

というふうなお話だったんですけれども、私も先

日Ｗｅｂ予約ができるということで挑戦してみま

したら、かかりつけのお医者さんはちょっと予約

がいっぱいだったんですけども、集団接種のとこ

ろが空いてましたので、７月４日に予約をさせて

いただきました。 

また、議員は 12人が高齢者というお話だったん

ですが、後で数えましたら 10人でしたので訂正を

させていただきたいと思います。 

今回の質問についても、このコロナ禍の中での

教育行政と人口減少対策についてということで質

問をさせていただきますのでよろしくお願いした

いと思います。 

まず１点目、教育行政について。 

このコロナ禍の学校の中で変わったこと、その

一つとして、不登校とか保健室登校というのが増

えたんじゃないかということが予想されるわけで

すけども、現状についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

コロナ禍の学校についてということであります

けれども、西予市におきましては、新型コロナウ

イルス感染症対策や感染への不安を直接の理由と

して、長期にわたり学校を休んでいる児童生徒、

保健室登校している児童生徒は現在ございません。 

しかし、いわゆる不登校に当たる、年間 30日以

上欠席をした児童生徒は、令和元年度で 24名、令

和２年度が 25名でございまして、コロナ禍前とほ

ぼ同じ状況であります。保健室・別室登校につい

ては、令和３年度現在４名把握をしておりますけ

れども、新型コロナウイルス感染症を理由とする

ものではありません。新型コロナウイルス感染症

との関連は余りないように見えますが、感染対策

により制限された生活様式などが、不登校児童生

徒に間接的に影響しているということも考えられ、

様々な角度から不登校児童生徒への心のケア、学

校復帰に向けて力を入れていかなければならない

ところでございます。 

本年度は、不登校等対策及び保健室支援の加配

教員と非常勤講師を市内に６名配置をしており、

昨年度より２名増となっております。また、全学

校でスクールカウンセラー、スクールソーシャル

ワーカーが活用できるようになっております。不

登校対応の教職員やカウンセラーの効果的な活用

により、不登校児童生徒の早期発見、早期対応を

行っていきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

余りコロナ禍の影響がなかったということで一

安心をしております。 

その他に学校内の変化はなかったのかどうかお

伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

学校内の変化ということでございますけれども、

学校におきまして、このコロナ禍の中、子どもた

ちは学校生活においても常時マスクを着用し、３

密を避けるように行動しているというところでご

ざいます。 

一例を挙げますと、以前は、子どもたちにとっ

て、給食の時間といいますのは、友達と会話を通

し交流できる楽しいひとときでもございましたが、

今はグループになるということもなく、感染予防

対策のために、一律に前を向いたまま、席の間隔

をあけて無言で給食を食べるなど、いろいろな制

限の中で生活を送っているというところでござい

ます。また、教員からは、常にマスクを着用して

いるため、子どもたちの表情が読み取りにくくな

ったといった声も聞かれます。 

養護教諭からの聞き取りによりますと、コロナ

禍においてストレスを抱えているものの、新型コ

ロナウイルス感染症が原因で明らかに行動が変わ

ったということは、現時点においては報告をされ

ておりません。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

コロナになって、いろんな学校行事がなくなっ

てしまって、寂しい思いというか、残念な思いを

して卒業していった生徒の皆さんもたくさんいる

わけですけども、そういう学校内の行事がなくな

ったことについての影響というのはどうでしょう

か。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

学校行事がなくなったことへの影響はというこ

とでございますが、昨年度は、新型コロナウイル

ス感染症対策のため、小学校の水泳記録会や中学

校総合体育大会など各種行事が中止となったり、

運動会の半日開催、また、修学旅行の日程の変更

など規模が縮小されたりすることがございました。

県総合体育大会出場を目標にしていた生徒からは、

残念という声もあり、例年行われていた学校行事

の規模縮小や中止によって目標や目的が達成され

ず喪失感を感じた児童生徒も多かったと考えられ

ます。 

学校行事を通して子どもたちが様々な生きる力
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を身につけていくということは大事なことです。

学校も本年度は、昨年度の経験を生かして対策を

講じ、どうすれば安全に学校行事を行うことがで

きるのかということを考え、工夫して学校行事を

実施しております。教育委員会としましても、で

きる限り通常に近い形で授業や行事が行えるよう

支援をしていきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ありがとうございました。引き続きよろしくお

願いしたいと思います。 

次に、教員の働き方改革について質問させてい

ただきます。 

この質問は平成 31年３月の議会においても質問

をさせていただいておりますけれども、今回コロ

ナ禍ということもありまして、再度質問をさせて

いただきます。 

このコロナ禍の中で先生の働き方等が変わった

点がありましたらお伺いをしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

コロナ禍で教職員の働き方の内容で変わったこ

とはということでございますけれども、コロナ禍

におきまして、学校現場では、子どもたちの安

心・安全な学校生活を維持するために、教職員の

業務も体温のチェックを中心とした健康維持活動、

放課後の消毒などの感染予防対策など業務が増え

ております。また、授業や行事において３密を回

避するなど、配慮すべき事項も増えている状況で

ございます。 

出張や研修につきましては、中止になったもの

も多く負担減となっておりますけれども、リモー

トでの研修など新たな形で参加する研修や会議も

増え、慣れるまでにはまだ時間がかかりそうな状

況でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

先生方の中での休職をされたような方等の状況

について伺いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

先生方の休職の状況というところでございます

けれども、令和２年度の病気休暇取得者は 13名で

ございました。 

理由といたしましては、外科的疾患が８名、内

科的疾患が３名、精神的疾患が２名でございます

が、新型コロナウイルス感染症に起因した病気休

暇の取得はございませんでした。 

教職員のストレスが高まっている可能性も十分

考えられます。西予市教育委員会では、昨年度か

ら教職員を対象といたしましたストレスチェック

を行っておりまして、教職員が自らのストレスの

度合いを把握できるようにしております。ストレ

スが高い場合につきましては、適宜専門機関を受

診するよう指導しておるというところでございま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

次に、働き方のアクションプランについてとい

うことで通告しておりますけれども、この働き方

アクションプランというのは、平成 31年３月に質

問したときに、北海道稚内市を視察研修いたしま

して、そこで取り組んでおられたことを、この議

会で紹介をさせていただきました。 

当時の教育長が答弁していただきまして、今後、

西予市でつくる場合に参考にしますという答弁を

いただいておるんですけれども、前回の答弁から

の進捗状況についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

御答弁を申し上げます。 

西予市教育委員会では、令和元年 11月に愛媛県

教育委員会から発出されました愛媛県学校におけ
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る働き方改革推進方針を参考に働き方改革を進め

ているところでございます。 

この方針では、令和元年度から３年度までの３

年間で、時間外勤務の上限月 45時間以内を目指し

つつ、時間外勤務が月80時間を超える教師をゼロ

にするという目標を設定しております。この方針

における取組の柱の主なものとしては、ＩＣＴの

活用、部活動への負担軽減、教職員の意識改革な

どが挙げられます。 

当教育委員会としては、この方針に従いまして、

校務の効率化のため、校務支援システムの導入や

スクールサポートスタッフ等の配置を行うととも

に、西予市公立学校管理規則におきまして、業務

量の管理に関する事項、また、変形労働時間制の

導入に伴う事項等につきまして、所要の整備を行

ったところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

取組が始まってるということで一安心でござい

ますけれども、前回も質問したんですが、部活動

等で労働環境というか、が悪くなっているという

状況の中で、部活動の在り方はもう変えたらどう

ですかということもお話ししたと思うんですけど

も、部活動に関してはどうでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

部活動の状況についてという御質問でございま

すが、中学校の部活動につきましては、運動部・

文化部、それぞれに西予市の学校に係る部活動の

方針を策定し、この方針に基づきまして、運動

部・文化部ともに週２回の休養日を設けておりま

す。 

また、令和２年９月に国から発出されました学

校の働き方改革を踏まえた部活動改革の通知の中

で、部活動は必ずしも教師が担う必要のない業務

であるということを踏まえ、部活動の改革の第一

歩として、休日に教師が部活動の指導に携わる必

要がない環境を構築することとの方向性が示され

ております。 

具体的には、令和５年度以降、休日の部活動の

段階的な地域移行を図るとの内容であり、令和３

年度から全国各地の拠点校で実践研究が行われて

いるところであります。 

西予市教育委員会といたしましても、実践研究

の成果や国の動向に注視をしながら、休日の部活

動の在り方について検討していきたいと考えてお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

私も子どもがいろいろずっと部活動をしておっ

た関係で、そのときそのときの時代によってかか

わり方というのもいろいろ変わってきております

ので、ＰＴＡと保護者とかしっかり話をしながら

前に向いて進めていっていただきたいと思います。 

次に、今の働き方の中で労働環境ですけども、

実際に改善状況がどうなってるのかということを

お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

御答弁申し上げます。 

労働環境の改善状況はということでございます

が、働き方改革を進めていく中で、平成 30年度の

市内小中学校教職員の時間外勤務時間の平均は、

小学校で３時間 10 分、中学校で３時間 24 分であ

りました。令和２年度は小学校で２時間 17分、中

学校では２時間 22分となっておりまして、ここ２

年間でいずれも 60分前後の短縮となっております。 

令和２年度におきましては、コロナ禍にありま

して、単純に比較することには難があると判断し

ておりますが、教育委員会としましては、毎月学

校から報告のある勤務状況をもとに適切に指導を

してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

次に、文科省のホームページ等見ておりますと、
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今回教職員専門スタッフ等を置いてもいいですよ

というふうなのが載っておりました。 

先ほど教育長の答弁にもありましたように、変

形労働時間というのも導入という話もあったんで

すけども、そういうところの状況についてお伺い

をいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

松川教育長。 

○松川教育長 

御答弁申し上げます。 

まず、変形労働時間制につきましては、国にお

ける公立の義務教育学校等の教職員の給与等に関

する特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴

い、西予市公立学校管理規則を改正し、この制度

を導入したところであります。 

変形労働時間制とは、ある忙しい時期の平日の

勤務を延ばして、その延ばした勤務時間を夏休み

などの長期休業期間中に集中して休日を確保する

ために充てることができるようにするものでござ

います。 

この制度の実施に当たりましては、多くの前提

条件を満たす必要があるなど複雑な制度でもあり

ます。 

教育委員会としましては、この制度の内容を教

職員へ十分周知した上で、学校運営に混乱を招か

ないよう学校現場と十分なる協議を重ねながら取

り組みたいと考えております。 

専門スタッフについての御質問もございました。 

専門スタッフの配置につきましては、スクール

サポートスタッフ２名、スクールカウンセラー５

名、スクールソーシャルワーカー２名を配置して

おります。専門スタッフとの連携を強め、各校の

抱えている課題を解決することで、教職員の負担

軽減につなげていきたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

先生方の働き方については、なかなか大変だろ

うと思うんですけれども、この後、今から質問す

るＧＩＧＡスクール構想ですけども、今回このＧ

ＩＧＡスクール構想もコロナ禍によって、予定よ

り早く前倒しに取組が始まったわけでございます。

このＧＩＧＡスクール構想が前倒しになったこと

によって、ＩＣＴが苦手な先生等はストレスがあ

るんじゃないかなというふうな想像もされます。 

先ほどもストレスに対しても言われましたけれ

ども、そういう先生方等も、校長先生とか同僚の

先生がいち早く気づいてあげて、適切なアドバイ

スをしていくと、なかなか本人というのは気づき

にくいものですから、そういうところをやっぱり

周りが目配り、気配り、心配りというふうなこと

で対応していただくと先生方も働きやすくなるの

ではないかと思いますので、引き続きよろしくお

願いしたいと思います。 

続きまして、３番のＧＩＧＡスクール構想につ

いて質問させていただきます。 

ＩＣＴの環境について、12 月、３月で予算をと

って配ったと思うんですけれども、その今の状況

について質問させていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

ＩＣＴのＧＩＧＡスクール関係での環境という

ことでございます。 

ＧＩＧＡスクール構想に係るＩＣＴの環境につ

きましては、令和２年度におきまして、校内通信

ネットワーク、学習用端末及びＷｉ－Ｆｉ環境の

ない家庭に対応するためのモバイルルーターの整

備を実施してきたところでございます。 

令和３年度に入りまして、４月には市内小中学

校の児童生徒に１台ずつの学習用端末を配布いた

しまして、学校での端末を活用した新たな学びの

取組を始めているところでございます。小学校低

学年では、最初はアルファベットのパスワードを

入力し、ログインするのも大変な状況でございま

したが、今はキーボードの入力が１人でできるよ

う少しずつ練習をしているところでございます。 

また、５月下旬には、家庭にＷｉ－Ｆｉ環境の

ない世帯に対しましては、モバイルルーターを配

布いたしまして、全ての児童生徒の家庭における

Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備した上で、市内一斉に持ち

帰りを行いまして、Ｗｉ－Ｆｉ接続の確認や教員

が出した課題の提出を行っているというところで

ございます。 
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以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

一応ＩＣＴの環境が整ったということで安心を

しておりますが、ＩＣＴはなかなか難しい、携帯

電話とかスマホの件でもありましたけども、有害

サイトとかへのアクセスとか、セキュリティーと

か、そういう問題がなかなか難しい対策にあるん

じゃないかなと思うんですけれども、そういう点

はいかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

有害サイトへのセキュリティー対策というとこ

ろでございますが、児童生徒に配布をいたしまし

た学習用端末につきましては、フィルタリングソ

フトを導入いたしまして、学校での活用時のみで

なく、持ち帰り学習時においても、学習に不適切

な有害サイトへのアクセスに対して制限をするよ

うにしております。 

また、児童生徒に対しましては、学習以外での

目的では端末を使用しないことを学校から注意喚

起するだけでなく、教育委員会からも児童用、生

徒用として、わかりやすく表現をいたしました利

用上の注意事項を配布するとともに端末に係る運

用管理方針を定めまして、保護者向けに学習用端

末の使用ルールのチラシを作成いたしまして、有

害サイトへのアクセスをしないよう注意を促して

いるというところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

余り縛りをすると個性の芽を摘み取るとか、な

かなか難しい点がありますのでこういうものはね、

先生や学校等がその現場現場でしっかり対応をお

願いできるような教育委員会の姿勢であってほし

いなと思いますのでよろしくお願いします。 

それでは本題のＧＩＧＡスクールについてです

けれども、このＧＩＧＡスクール構想というもの

の意義と目的について改めて質問させていただき

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

ＧＩＧＡスクールの意義と目的というところで

ございますけれども、ＧＩＧＡスクール構想の目

的でありますが、文部科学省が１人１台端末と高

速大容量の通信ネットワークの一体的な整備によ

り、多様な子どもたち一人ひとりに個別最適化さ

れ、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣ

Ｔ環境の実現と、これまでの我が国の教育実践と

最先端のＩＣＴのベストミックスを図り、教師・

児童生徒の力を最大限に引き出すということを掲

げております。 

子どもたちはこれから予測不可能な未来社会に

向かっていきます。ＧＩＧＡスクール構想の意義

といたしましては、このような社会の変化を前向

きに受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な

社会のつくり手として、自立的に生き、社会の形

成に参画するための資質・能力を一層確実に育成

することにあると考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ＧＩＧＡスクール構想の意義にあります誰一人

取り残すことなく、公正に個別適正化をするとい

うことですけども、どのような方法でこれを行う

のかというのが一番気になるところですけれども、

その点いかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

これまでの学校での授業でありますが、それに

つきましては、教員は手を挙げた児童生徒のみの

答えしか確認できなかったり、個人のノートをの

ぞいて確認するにはかなりの時間を要したりして

おりましたけれども、１人１台の学習用端末の配

布によりまして、教員は授業中でも一人ひとりの

反応を把握でき、細かな指導等、双方向型の授業
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が可能となっております。 

また、児童生徒は同時に別々の内容を学習でき、

教育的ニーズ、理解度に応じた個別学習が可能と

なることや一人ひとりが記事や動画を集め、独自

の視点で情報を編集したり、各自の考えを即時に

共有し、共同編集を行ったりするということで、

多様な意見にも即時に触れることができるように

なります。 

このように、学習用端末を活用することにより、

個人の学習履歴や学習到達度というような情報を

蓄積することが可能となり、児童生徒自身の学習

に役立てるのはもちろん、教員が個々の児童生徒

の学習の情報を参照できることにより、一人ひと

りに最適化した学習支援が可能となってくるもの

と考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ＩＣＴを導入することによって授業の仕方も変

わってくると思うんですけれども、成績表のつけ

方、評価の方法等が変わるということはあるので

しょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

成績表のつけ方でございますけれども、成績表

のつけ方は、目標の達成度による絶対評価という

こととしていることから、学習用端末を活用した

学習をすることにより成績表のつけ方が変わるわ

けではございません。 

学習用端末を活用することで、学習履歴の記録

が可能となることから、成績表をつける上での参

考資料とすることはできるというように考えてお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

先生方の中にはＩＣＴが苦手な先生もおられる

と思うんですけれども、その先生方への対処の方

法がありましたら教えてください。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

ＩＣＴが苦手な先生への対処の方法はというと

ころでございますけれども、学習用端末の活用方

法につきましては、令和２年度において各学校か

ら選任されました情報教育検討委員の教員を対象

に、教育委員会が研修を実施しておりまして、そ

の後は、その教員を中心として、各学校において

研修を実施し、授業での活用を徐々に行っている

ところでございます。 

しかしながら、この新たな教育の技術革新に即

座に対応していくということは容易ではないこと

から、６月中旬からは、市内小中学校に２名のＧ

ＩＧＡスクールサポーターが巡回をいたしまして、

教職員への授業支援等を行うことにより、ＩＣＴ

が苦手な教員へ対応していくというふうに考えて

いるところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

先生の対処の方法はわかりましたけども、支援

が必要な児童や生徒に対しての対応はいかがでし

ょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

支援が必要な児童生徒への対応ということでご

ざいますけれども、ＧＩＧＡスクール構想につき

ましては、多様な子どもたちを誰一人取り残すこ

とのない公正に個別最適化された学びや創造性を

育む学びに寄与するものでございまして、特別な

支援が必要な子どもたちの可能性も大きく広げる

ものでございます。 

学習用端末を活用しました具体的な対応といた

しまして、知的障がいの特別支援学級の児童を例

に挙げますと、学習に対する苦手意識が見られる

ことがございますが、平仮名の練習アプリ、筆順

アプリを活用して文字を書くことの弱さに対する



 

- 29 - 

 

支援、カメラ機能や動画を活用して長期記憶の弱

さに対する支援、動画や音声機能を活用して、音

読の弱さに対する支援等を行うことが可能となっ

ております。 

このように児童生徒の特性に合わせた興味関心

のあるアプリを使用することにより、成功体験を

積み重ねて効果的な学習を行うことが可能になる

と考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

次に、不登校の児童とか生徒への対応なんです

けれども、リモートの授業ができるということに

よって、それを活用して今までの不登校の児童生

徒への対応の仕方というのが変わるのかどうか、

お伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

不登校児童生徒へのリモートでの授業参加とい

うことでございますけれども、１人１台のパソコ

ンにつきましては、不登校児童生徒にも配付をし

ております。持ち帰り学習を行えるように環境も

整備をしておりますので、学校と家庭をつなぐこ

とが技術的にできるようになりました。市内の学

校の中には、まだ試行段階ではございますけれど

も、保健室と教室を結びリモートで授業を行って

いる学校がございます。 

今後は、子どもの状況や家庭の理解を得た上で、

可能と判断できた場合は、家庭と教室をつなぎ授

業に参加することも試みたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

可能性に期待をしたいと思います。 

それと今回の授業に参加することによって、出

席とか登校というものの評価について変わるのか

どうかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

出席、登校の評価についてということでござい

ますが、不登校児童生徒の出席につきましては、

現段階では、登校しなくても学校が行った措置に

よって教育的な効果が認められる場合は出席扱い

になります。ＩＣＴを効果的に使い、リモートで

授業に参加することも対応として十分考えられま

す。 

しかし、それを行い出席扱いにするには、保護

者と学校の間に良好な連携・協力関係が保たれて

いること、学校が示す計画的な教育活動であるこ

と、公的機関での指導の機会が得られないことな

どの条件を満たす必要がございます。 

ただ単に学校と家庭をＩＣＴでつなぐだけでな

く、対象となる児童生徒、保護者の気持ちに寄り

添った支援を行っていきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

可能性が広がる一方で、リモート授業がＯＫと

いう話になると、今登校してる生徒が、もうリモ

ートでもいいんじゃないかというふうに思ってそ

ういうふうになる生徒が増えたりするということ

が予想されるんじゃないかと思うんですが、そう

いう点はいかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

リモート授業が増えるということで、その対応

ということでありますけれども、学校に登校し、

対面で授業を受けることが本来あるべき姿であり

ますので、ＩＣＴを使い良好なコミュニケーショ

ンをとり、社会的自立を目指していかなければな

らないと考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 
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今からのＧＩＧＡスクール構想については、今

がスタートですから、今後とも注視して見ていか

なければならないと思っておりますのでよろしく

お願いします。 

次に、大学生、専門学生への支援についてお伺

いいたします。 

西予市大学生等生活応援給付金というのを取り

組みましたけれども、この実績についてお伺いい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

西予市大学生等生活応援給付金は、国の新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用いたしまして、新型コロナウイルス感染症の拡

大により日常生活への影響を受けた大学生等に対

しまして、経済的な負担軽減と修学継続を支援す

るため実施をしたもので、申請者１人につき 5 万

円の生活応援給付金を支給するとともに、西予市

特産品を詰め合わせたふるさとの小包を送付いた

しました。ふるさとの小包は、西予に思いをはせ

てもらい、ふるさとを大切に思う心を育てるため、

市内各町の特産品セット５種類の中から、希望者

に一つを選んでいただきました。 

給付金の給付、ふるさとの小包の送付とも令和

３年１月からの申請受付後、順次発送をいたしま

して、３月末までに全てお届けすることができま

した。 

実績でございますが、給付金の給付につきまし

ては、大学や短期大学、高等専門学校、専修学校

等の学生 770 人に、総額 3850 万円を支給、また、

ふるさとの小包につきましては、希望者の 760 人

に送付を行っております。 

給付を受けた大学生からは、コロナ感染拡大に

よりアルバイトができず生活に困っている中、こ

のたびのサポートに対してうれしく思っていると

の感謝の手紙や、また、窓口等で保護者からも感

謝の言葉をいただいております。 

市といたしましては、本事業は、大学生等の修

学支援対策として大きな効果があったと判断をし

ております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

コロナ禍において、奨学金の返済状況、そうい

う点はいかがでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

奨学金の返済状況ということでございますけれ

ども、育英会奨学金の償還は、学校卒業後１年を

経過した日から 12年以内に、月賦、半年賦、また

は年賦により償還することとなっております。 

西予市育英会奨学資金貸付特別会計における令

和２年度の年間貸付人数及び貸付額は 20 人で

759 万円、償還者数は 150 人で、年間償還額が約

2130 万円となっております。償還率は、現年度分

97.2％、過年度分 9.1％となっております。 

現年度分償還につきましては、償還者の負担軽

減のため、平成 28年度に償還年数の見直しを行い

まして、償還年数を７年から 12年の償還に延ばし

たことにより、年間償還額は今までの６割程度と

なりまして、年度末滞納額は徐々に減少してきて

おります。また、月払いも可能としたことで、以

前に比べ償還しやすい奨学金となっていると考え

ております。 

過年度分償還につきましては、一度償還となる

と、毎年償還額が追加となるため、なかなか滞納

が解消できない状況となります。このようなこと

から、償還者からの相談により、１カ月当たりの

償還額を少額とし、償還期間を長くすることがで

きるよう配慮しておりますけれども、この場合に

は長期の滞納となっているのが現状でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

今回のこの大学生に対する応援給付金ですけれ

ども、本当にいい政策じゃなかったかなと思いま

すが、まだまだコロナ禍が長期ですので、今後と

もこういうことがあることをやっぱり想像されま

す。 
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今回のような教育部がすることだけでなくて、

いろんな西予市の第一次産業を活用したり、その

中で、オール西予としての若者への応援する仕組

みというのを今後また市長等で考えていただけれ

ばありがたいなと思っておりますのでよろしくお

願いします。 

続きまして、ちょっと時間が心配ですが、人口

減少対策についてお伺いしたいと思います。 

人口減少対策は、市長の重要施策の一番ではな

いかと理解をしておりますけれども、今回は移

住・定住とジオパークを挙げておりますが、その

他にも、少子化対策とか子育て支援、いろいろ取

り組んでいただいていることを理解した上で質問

させていただきます。 

まず移住・定住について、時間がちょっとあり

ませんので取組状況と実績について、すいません

けどお願いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在の西予市の移住・定住に対する施策につい

て御説明いたします。 

現在、西予市では、昨年度より一般社団法人西

予市移住定住交流センターへ移住コーディネータ

ー業務等を委託しております。 

昨年度は、御存じのとおり、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受け、都市部に出向いての情報

発信や相談対応が行えなくなりました。そこで、

センターでは新たな取組として、近隣自治体より

も積極的にオンラインによる移住相談、移住フェ

アへの参加、セミナー開催等に力を入れてまいり

ました。また、地域おこし協力隊に興味がある

方々に対し、協力隊ミッションや地域のイメージ

等のミスマッチを回避することなどを目的に、お

試し地域おこし協力隊という体験プログラムを実

施いたしました。 

今年度の新規事業といたしまして、移住交流促

進支援事業補助金を新たに創設し、来月より募集

開始予定です。これは、市内の民間事業者や個人、

地域づくり団体等が実施するコワーキングスペー

スやシェアオフィスの整備、ゲストハウスやシェ

アハウスの整備、お試し移住住宅の整備に対し補

助対象経費の２分の１以内で上限 150 万円の補助

を行うものです。また、あわせて整備した施設等

の利活用やその他移住交流につながるソフト事業

に対しても補助対象経費の２分の１以内で上限

50 万円の補助を行うこととしています。 

これらを活用いただき、民間や地域づくり団体

が主体的になって、今以上に移住交流事業が展開

することを期待しております。 

続いて、昨年度の移住相談並びに移住者の実績

について御説明いたします。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、

都市部で開催される対面での移住フェアが全て中

止となったため、移住相談件数は大幅に減少し、

令和元年度 195 件の相談に対し、令和２年度は

84 件の相談件数にとどまりました。 

また、西予市への移住者については、把握でき

ているだけで、令和元年度に 46名の移住者があっ

たのに対し、令和２年度は 41名の移住者にとどま

りました。ただし、今年度に入り、４月と５月だ

けで計39名の西予市への移住者を把握しており、

昨年並びに一昨年に比べ大きく移住者数の実績が

伸びそうな感触を得ております。これは、昨年度

に積極的に行った移住相談や単独セミナー、また、

地域おこし協力隊のＰＲ効果が一定程度あらわれ

たのではないかと考えております。 

第２次西予市総合計画でも記しているように、

移住・定住への取組の成果として、人口減少を緩

やかにするために、できる限り転出者数に転入者

数を近づけるべく、市民と協働での施策の展開等

を行いながら、今年度もさらなるＰＲに努めてま

いりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ありがとうございました。 

コロナ禍の中で、全国的にいろんな住み方の変

化ということで、住まいの在り方の変化というこ

とで相談が増えてるんじゃないかと思うんですけ

れども、コロナ禍の中の問合せの状況とそのニー

ズがわかれば教えてほしいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 
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○下澤政策企画部長 

コロナ禍での移住相談をはじめとする問合せの

変化等について御説明いたします。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、対面での

相談が減った一方で、オンラインによる相談が主

流となりました。対面相談ができにくくなったこ

とで全体の相談件数は減ったものの、オンライン

相談では、本気で田舎暮らしや移住を考えている

方々が自ら予約して相談を行うことが多く、そう

いった方からの移住に向けた具体的な相談が増え

た点、また、オンラインということもあり、移住

相談者の年齢層が一回り若返った点などが挙げら

れます。 

働き方改革やテレワーク等の普及により、今や

どこにいても仕事ができることが当たり前の時代

となりつつあります。そのような中で、地方でも

仕事ができるためのテレワーク環境やコワーキン

グスペース等を求める都市部の方の声も高まって

いるのが事実です。 

こういった方々のニーズに合わせ、さきに御説

明いたしました移住交流促進事業補助金等を活用

して、テレワーク環境やゲストハウス等の整備が

進み、移住だけでなく、ワーケーションや多拠点

居住、体験移住等が活発になることによって、交

流人口の拡大につながり、ひいては将来的な移住

につながればと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

私も時々ホームページ等見させていただきまし

て、特にマッチングアプリとか、そういう新たな

取組に期待をしているところなんですけども、こ

の移住・定住に関しての目標設定というのがされ

ているのかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

第２次西予市総合計画においては、移住・定住

への取組の成果として、人口減少を緩やかにする

目標を立てて施策を進めているところです。 

具体的には、転出者数から転入者数を引いた人

口の社会現象数を毎年減らすこと、すなわち転出

超過数を減らしていくことを目標に進めていく考

えでおりまして、令和元年度の転出超過数が

269 名であることに対して、令和６年度の目標と

してこれを 169 名まで抑えるということを目標と

しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

最後の問題になりますけれども西予ジオパーク

について質問させていただきます。 

ホームページの中で、ジオパークブランド活用

事業というのがあるんですけども、その中で、ジ

オサイトの看板設置というのがあったんですよね。

前から言いよるように私もあっちこっち行ったと

きに、看板がないところが多いなあというふうな

ことも言ったこともあると思うんですけども、こ

の事業の設置の現状というか、教えていただきた

いと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在、四国西予ジオパークはジオサイトが 23カ

所、地質遺産が１カ所、見どころとしている場所

が 24カ所、ビューポイントとしている場所が９カ

所あり、合計 57 カ所あります。 

西予市ではジオパーク推進支援事業補助金の中

に、民間事業者や地域づくり団体等が案内看板や

歓迎看板などを整備される場合に 100％助成でき

る制度を設けております。 

この事業の実績といたしましては、観光協会等

で整備された歓迎看板が３カ所ございますが、ま

だまだ活用事例が少ないと認識しており、地域づ

くり団体等にもぜひ御協力いただけるよう御案内

させていただきます。 

ジオパーク推進室では、ジオパークで最も見ど

ころとなる 23カ所のジオサイトの解説看板を優先

して整備しており、18 カ所の整備が終わっており

ます。これら解説看板に関しましては、四国西予

ジオパークや日本ジオパークネットワークのロゴ

マークを入れた上で、その場所の持つ地球科学的
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な価値など専門性の高い記述を入れた上で、なお

かつ、できるだけ多くの方にわかりやすい表現を

使いながら製作する必要があります。内容によっ

ては、専門家の監修が必要なものも出てきますし、

あわせて英語表記もいたしますので、どうしても

整備を進めていくに当たってはある程度の時間が

かかるため、まとまっての整備がしにくいという

状況です。 

一方で、議員御指摘のとおり、ジオサイト以外

でも、ジオマップやガイドブックで紹介している

場所も数多くございますので、ジオパークのロゴ

を入れた案内標識などの整備に関しましてもスピ

ード感を持って進めてまいりたいと考えておりま

す。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

ジオサイトの看板については基準があるという

ことで担当の方からもお伺いして、しっかりした

看板やないといけんのですよということを聞いた

んですけども、今部長も言われた見どころとかビ

ューポイントというのは、とにかくここがジオの

ポイントですよと、見どころですよということが

わかればいいんであって、そういうところはもう

８年も経っとるんですからね、いち早く、私はす

ぐつくってほしいなということを希望します。 

それが今回のこのテーマである人口減少対策に

やっぱり一番寄与するんじゃないかと。要は発信

力が一番大事ではないかと私は思うわけですよね。 

ですから、何で今回このジオパークが人口減少

対策にということで質問させてもらったかという

と、四国に一つしかないこのジオパーク、また、

ジオパークというこの西予市の魅力をもっともっ

と活用できる可能性というのがあるんじゃないか

と。それがひいては、市長が言われるような人口

減少を緩くすることになるんじゃないかと、よく

言われる行政の縦型じゃないですけども、市民の

人から見たら、移住対策はしっかりやってますよ

ね。ジオは登録のときには一生懸命やったけど、

今ちょっと皆さん冷めとるんじゃないかというふ

うな方もそういう声も聞くわけですよ。ですから、

ジオも移住・定住に寄与するし人口減少に寄与す

るような、できたら人口減少対策室とか対策課み

たいなのをつくって、やっぱり市長の思いですか

ら、そこに一本化できるような今後の事業展開を

私自身は期待をしておるところですけどもいかが

でしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

人口減少対策としてジオパークの持つ可能性、

人口減少対策課のようなものがあればというよう

な今御提案をいただいたわけでございますが、こ

れまで様々な分野で人口減少を緩やかにするため

の対策を講じてまいりました。 

その結果、地域おこし協力隊の応募や任期後の

定住をはじめ、今年度に入っての移住者数の増加

など、様々に成果ができていると感じているとこ

ろでございます。 

また、ジオパーク活動そのものが地域の魅力を

高め、それが市内外への大きな広報になるなど、

議員がおっしゃられるとおり、ジオパーク活動の

推進と移住交流施策は不可分の関係になりますの

で、今後ともお互いの連携を密にし、今まで以上

の効果的な人口減少対策につなげたいと思ってお

ります。 

これからも様々なジオパーク活動を継続してい

くことは、市民の皆様が自分たちの住んでいる地

域の多様な価値を知っていただき、それらを大切

に保全し、そして、教育や様々な産業と結びつけ

ていくことにつながると思っております。 

これからも行政と地域が一体となって息の長い

ジオパーク活動を続けることは、市民の皆様や子

どもたちが自信と誇りを持てる西予市を語ること

ができ、そのことが地域のさらなる魅力の発展を

高めることになると思います。ひいては、地元に

残る方やまた帰ってきて地元に貢献したいと考え

る方の増加につながるというふうに考えていると

ころでございます。 

地域住民が自分たちのまちに自信と誇りを持っ

て、生き生きと暮らしている姿はとても魅力的に

映り、市外の方から見ても魅力ある地域となれば、

西予市への移住定住につながると考えております。 

そして、引き続きこのような活動を行いますの
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で、議員各位の指導と協力をお願いいたしまして

答弁とさせていただきます。 

一生懸命、再認定を含めて、四国で室戸世界ジ

オパークと私どもの２つの貴重なジオパークでご

ざいますので、その価値を高めながら、西予の武

器として活用してまいりたいと思います。ありが

とうございました。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

二宮一朗君。 

○15 番二宮一朗君 

今後ともしっかりと見ていきたいと思いますの

でよろしくお願いしたいと思います。 

以上で一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 10 時 49 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 05 分） 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

先ほど、私が、二宮議員の質問に対します答弁、

奨学金の返済の絡みの中で過年度分償還について

御説明をさせていただきました。その中の答弁で

すけれども、過年度分償還については、「一度滞

納となると毎年償還額が追加となるため、なかな

か滞納が解消できない状況となります。」と答弁

するべきところを「一度償還となると」というふ

うに答弁をしておりました。「一度滞納となると

毎年償還額が追加となるため、なかなか滞納が解

消できない状況となります。」ということに訂正

をさせていただいたらと思います。おわびして訂

正させていただきます。どうも申し訳ございませ

んでした。 

○佐藤議長 

次に、３番信宮徹也君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

議席番号３番信宮徹也です。 

議長より発言の許可をいただきましたので、会

議規則、申し合わせ事項に基づき、一般質問をい

たします。 

本日は大きく分けて２点、治水対策についてと

西予市消防体制について質問いたします。 

質問に入る前に、昨年来よりコロナウイルス感

染症の拡大によって市民は多大な影響を受けてい

ます。そしてまた、現在は 65歳以上の方にワクチ

ン接種券が配布され、随時ワクチン接種が行われ

ています。ウイルス感染を抑えるべく日々御尽力

されている医療従事者、介護従事者、行政の方々

や多くの関係者の方々に感謝と敬意を表したいと

思います。 

コロナウイルスも脅威ですが、今年は梅雨入り

が３週間ほど早く、現在出水期に入っています。

大雨警報も何度か出されております。治水対策も

重要と考え、質問に入ります。 

まず１点、田んぼダムについてです。 

平成 30年７月豪雨から早くも３年がたとうとし

ています。戦後最大の平成 30年７月豪雨と同規模

の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽

減を図る目的で、肱川流域治水協議会において、

つなごう肱川プロジェクト（平成30年７月豪雨災

害の再度災害防止対策）として肱川水系流域治水

対策プロジェクトが策定されたところです。 

３月に行われた肱川流域治水協議会において、

管家市長は、「田んぼダムは大雨時に一時的に雨

水をため、水田が時間をかけ少しずつ流すことで

河川や水路の急激な水位上昇を抑え、流域内の集

落や農作物の浸水被害を抑えることや下流の流出

抑制に期待ができるため、広大な水田を有する本

市では有効な取組と考える」と述べられています

が、田んぼダムの詳細と期待される効果について、

まずお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

田んぼダムの詳細、または効果についてお答え

をしたいと思います。 

田んぼダムとは、水田が保有している貯水機能

を利用し、水田の排水溝に流出量を抑制する調整

盤などを設置することで大雨時の雨水を一時的に

貯留するもので、このことにより排水路や河川に

流れ出る水量を一定時間抑制できるため、河川水
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位の急上昇による下流域の浸水被害リスクを低減

させる効果が見込まれます。このため、田んぼダ

ムは河川上流域の水田で取り組むことで、より効

果が発揮されるとされており、当市においては、

肱川水系の上流域に当たる宇和地区での取組が有

効と考えられます。 

宇和地区における水田の水稲作付面積は約

850 ヘクタールであり、仮に半数の 425 ヘクター

ルの面積で通常の水位から５センチ上昇させて貯

留させると、合計で 21 万 2500 トン、これは宇和

町体育館横にある 50メートルプールで換算します

と約 173 杯分となります。また、850 ヘクタール

全ての面積で行うと、合計で 42 万 5000 トン、

50 メートルプール約 346 杯分の水量を一時的に水

田に貯留することが可能となります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

田んぼダムの先進地、新潟県では既に 1 万

6000 ヘクタールが田んぼダムとして活用され、治

水に貢献をしています。当市においても田んぼダ

ムが治水にとって非常に有用であり、今後取り組

んでいく旨の回答であったかと思います。 

私は、小学校、中学校と宇和川を越えて学校に

通っておりました。小学校の低学年の頃は、宇和

川の河川整備もされてなく、川は蛇行し、川の中

には木や草が生い茂っていた記憶があります。当

然ながら川の流れも悪く、大雨の後には田んぼが

一面湖のようになっていた記憶があります。 

宇和町久枝地区には、両側の田んぼの高さは同

じなのに、その間に幅80センチから１メートルぐ

らいで石積みでできた人の背丈ほどの畔がありま

す。この畔は霞土手というらしく、大雨の折に一

時的に貯水して下流への流水を制限していたよう

です。いつの時代にできたかもわからないほどの

昔ですが、先人も同じように田んぼを治水に生か

していたようです。現代においても、田んぼの多

面的機能が見直され、治水に役立つことを期待し

ております。 

次に、田んぼダムを実施するに当たっての課題

についてお伺いしたいと思います。 

既に実施されている自治体での田んぼダムの維

持管理、運営体制の現状は、田んぼから急激に排

水しないような穴のあいた調整盤などを大雨のと

きに設置するなど、農家のボランティア的な取組

になっているところがほとんどでありますが、当

市で行う場合、維持管理、運営はどのように行っ

ていくのか、伺いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

実施に当たっての課題についてでございますが、

田んぼダムに関しましては防災・減災の取組の一

つとして注目される一方で、田んぼダムに取り組

む水田は浸水被害防止の恩恵を受けることはなく、

そのような中で農作物が雨水に長時間つかること

による影響や、水位上昇による畔の一部崩壊の可

能性、また、水位調整などの維持管理に係る農業

者への負担や地域全体で取り組むための合意形成

の難しさなどが課題として挙げられております。 

このため、西予市としましても、まずは全国の

中で既に田んぼダムに取り組んでいる先進地の事

例を調査するとともに、本市において田んぼダム

が有効に機能できるような維持管理及び運用方法

について研究していく予定としております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

今ほどの答弁の中に、水位上昇による畔の一部

崩壊の可能性と述べられていましたが、田んぼの

畦畔が土である場合、越流したときにそこから一

気に崩れたり、コンクリートや石積みの畔は必要

以上に水位を上げると畔ごと水圧で倒れたりする

場合があると思われます。 

現に、平成 30年７月豪雨の折に、コンクリート

の畔が水圧で倒れて崩壊している現場も見てきて

おります。田んぼの耕作者から見ると、農作物が

雨水に長時間つかるなどデメリットがある中で、

水位を保てる頑丈な畦畔を整備するなどの措置を

とらないと農家にとってのメリットは少ないので

はないでしょうか。 

田んぼダム用のコンクリート畔を整備すれば、

農家にとっては畦畔の草刈りが必要なくなり、土
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の畦畔と比べて面積もとらないコンクリートの畔

は、多少なりとも農家にとって耕作面積が増えて

メリットになるものと考えます。 

田んぼダムとしての畦畔のハード整備を行って

いくのかどうか、お伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

先ほど部長が答弁しましたとおり、田んぼダム

を行う上での課題の一つとして、水位上昇により

まして畦畔の一部が崩れる可能性があります。議

員も質問の中で指摘していただきましたが、よっ

て田んぼダムは畦畔がしっかりつくられているほ

場整備の水田を中心に進めていく必要があります

が、普及率を向上させていくためには、一般水田

にも拡大していく必要があるというふうに考えて

いるところでございます。 

現時点でいろんなメニューを調べておりますが、

多目的機能支払交付金のメニューの中で、水田の

貯留機能向上として形質変更を伴わない畦畔のか

さ上げや畔塗り補強を行うことが可能ということ

が書いてあります。しかし、形質変更を伴う畦畔

のコンクリート化は今のところ認められていない

状況であります。 

今後は、当市における田んぼダムの運用方法を

研究するに当たりまして、議員も先ほど言われま

したが、全国の先進地であります新潟県の現状、

ここの田んぼダムも最初から比べるといろんな工

夫を重ねられて、方法が改善されているという資

料も見たところでございますが、そういう新潟県

の資料を取り寄せるとともに、現地に視察をする

予定でありまして、私もその視察に同行をしまし

て、畦畔対策を含めた田んぼダムの推進状況につ

いて検証したいと考えております。 

国は、水害対策として田んぼダムの全国的な普

及を目指しているところであり、平成 30年豪雨災

害を経験しました西予市といたしましても、下流

域にある野村町や大洲市の水害軽減に少しでも尽

力できるよう、田んぼダムの研究を努めていきた

いと考えております。やはり、この西予市でそう

いう取組をし、市内の他の町においても水田はあ

るわけでございます。市内全域の中でやれるとこ

ろをやって、市内の水田は必ず肱川、そして、野

村、鹿野川ダムに水が流れるわけでございますの

で、肱川の治水の一助になるような取組をし、ま

た、これができましたら県下でもそういう展開が

できるのではなかろうか。愛媛県、また、国との

情報交換をしながら事業を進め、研究し、議員が

御指摘いただきましたことが解決できるよう努め

てまいりたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

市長自ら答えられ、先進地である新潟県にも出

向かれて検証を行い、田んぼダムを通して治水に

取り組む姿勢がうかがわれました。 

昨日の野村ダムの貯水率は 74％ということでし

たが、仮に 70％だとすると、野村ダムの貯水量は

約 850 万トンになります。仮に宇和町の水田作付

の 850 ヘクタールで 10センチ貯水すると、そこに

貯水できる量は 85万トンということで、実に現在

の野村ダムの貯水量の約１割を田んぼが貯水する

ことを思いますと、水田の貯水機能がいかに大き

いのかが感じられると思います。ぜひとも農家に

もメリットがある形で、貯水に耐えるしっかりと

したハード整備を行っていただきたいと思ってお

ります。 

次に、スマート田んぼダムについて伺います。 

スマート農業という言葉がよく聞かれるように

なってきたと思います。農家人口の減少や高齢化

に対応すべくＩＣＴを活用し、効率的な作業を行

おうというものです。 

自動給排水栓、いわゆるスマート田んぼダムは、

スマートフォンなどを使い、遠隔操作で田んぼの

水位調節をしようとするもので、大雨のときなど、

田んぼにわざわざ行かなくても水位が調節できる

ものです。スマート田んぼダムは今年度から全国

で８件、約 200 ヘクタールで実証実験が始まって

いますが、当市でも取り組む予定があるのかお伺

いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 
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スマート田んぼダムの実証事業につきましては、

まとまった面積の水田において、自動給排水シス

テムを用いた効率的な水管理を行うスマート田ん

ぼダムや、排水口に調整盤などを設置する従来型

田んぼダムの現地調査を通じて営農上や防災上で

の課題・効果を分析・整理した上で、普及・推進

方法の検討を行い、水田の貯留機能の強化に向け

た取組を全国展開することを目的として設けられ

た事業でございます。 

本市におきましては、まだ調査・研究を始めた

ばかりであるため、実証事業に取り組める段階で

はございませんが、今後、国がこの実証事業を通

じて、田んぼダムの普及に向けた課題抽出及び普

及拡大に向けた手引などの作成を行い、全国展開

を図っていく予定ですので、これらを当市におけ

る今後の展開に向けた研究資料として活用してい

きたいと考えているところでございます。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

田んぼダムに取り組むのであれば、こういった 

スマート田んぼダムなどの先進的な取組もぜひと

も機会があればやっていただきたいと思っており

ます。 

それでは次の質問に移ります。 

肱川流域治水協議会において、面積の 80％が森

林の内子町は、「肱川の上流域であり、できるだ

け森林の保水力を高めて下流に流す水を少なくす

ることがとても重要。そのため、森林の整備によ

る治山対策をしっかりと取り組んでいく」と内子

町長が述べられております。 

西予市も内子町に負けず劣らず全面積の 75％が

森林です。しかし、林業の担い手不足や木材価格

の低迷などから伐採を過ぎても手入れが行き届か

ず、本来の山の保水力を発揮できていないように

思います。 

治水対策としての森林整備や治山対策の計画と

実施状況についてお伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

当市では、森林整備及び治山対策を肱川流域治

水協議会において、治水対策プロジェクトの取組

の一つとして掲げているところでございます。 

御質問にありましたように、森林の持つ機能は

木材生産機能のほかに、山地災害防止機能や水を

浄化したり保水をする水源涵養機能などの公益的

機能を有しており、この機能の適切な発揮に向け、

適期・適伐の森林整備が重要となってきます。 

市内全域の実施に向けた森林整備や治山対策の

計画はございませんが、上位の計画となります西

予市森林整備計画に基づき、事業に即した計画を

策定し取り組んでいくこととしております。 

実施状況といたしましては、林業経営に適した

森林は、森林経営計画を軸とした長期的な視点か

ら森林整備を行っているところです。 

しかし、木材の低価格や後継者不足、また、当

市に不在となっている所有者の増加などにより森

林整備が遅れ、水源涵養機能や国土保全機能が十

分に発揮できていない森林が増加しているのも現

実でございます。 

対策といたしまして、平成 31年４月から施行さ

れました森林経営管理法に基づき意向調査を行い、

自身では管理ができない、市に管理委託の申し出

があった森林のうち、未整備で林業経営に適さな

い森林を集約し、経営管理権集積計画により令和

２年度から森林環境譲与税を財源とした環境林整

備を行っております。 

これらの森林整備により森林の保水力を高め、

土砂流出を抑制し災害に強い森林づくりを行って

いきます。 

また、治山対策につきましては、県営の治山事

業が主なものとなりますので、各地域の現状を把

握し、必要な箇所への治山ダムや本数調整伐等の

要望を県に上げていきたいと考えております。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

今ほどの酒井部長の答弁の中に、森林経営管理

法に基づき意向調査を行い、自身では管理ができ

ない、市に管理委託の申し出があった森林のうち、

未整備で林業経営に適さない森林を集約して、経

営管理権集積計画により、環境林整備、切捨て間
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伐などを行っているとのことですが、その経営管

理権集積計画とは何か。 

また、環境林整備のこれまでの実績についてお

伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井産業部長。 

○酒井産業部長 

御質問の経営管理権集積計画についてお答えを

いたします。 

経営管理権とは、森林所有者の委託を受けて伐

採などを実施するために市に設定される権利であ

り、その経営管理権の具体的な内容を所有者ごと

に策定し、市に集積することが必要かつ適当と認

められた場合に定めるのが経営管理権集積計画で

す。この計画は、公告・縦覧することで権利が設

定されます。 

西予市では、林業活性化プロジェクトにおいて、

森林経営計画による森林整備の集約化が推進され

ていることから、市が経営管理権を設定する森林

を林業経営に適さない森林や未整備森林としてお

り、計画期間は 10年間とし、その間に環境林整備

を行い、経過後は所有者に返還することとしてお

ります。 

実績といたしましては、令和元年度に 304 ヘク

タールに対して意向調査を実施し、条件に合致し

た 10.77 ヘクタールの森林により経営管理権集積

計画を策定しまして、令和２年度に 10.77 ヘクタ

ールの切捨て間伐を行い、公益的機能の増進を図

ったところでございます。 

以上、答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

先ほどの田んぼダム、それから森林整備もそう

ですけれども、自然にあるものを最大限利用して

その効力を発揮すれば、ある程度の治水の効果と

いうのは見込めるんではないかと思いますので、

それからこのように今後ともその力を十分に発揮

できるような政策をしていただきたいと思ってお

ります。 

次に、西予市消防体制について質問をしたいと

思います。 

まず、消防庁舎の建設についてでありますが、

現在、宇和町にある消防本部庁舎並びに野村町に

ある野村支署庁舎は、ともに昭和 53年に建設され、

長い間人々の安心・安全に貢献をしてきました。 

しかしながら、両庁舎とも老朽化が激しく、私

どもも委員会等で庁舎を幾度となく見せてもらい

ましたが、耐震性こそギリギリでクリアはしてい

るものの、雨漏りや壁のひび割れなどが目立って

おりまして、また消防吏員が仮眠するスペースは、

プライバシーの確保もなされない状況に見受けら

れました。 

また、西予消防には女性の消防吏員は現在いら

っしゃらないようですが、今後採用があったとし

ても、現在のこの状況では、ここで寝泊まりして

勤務してくれとはなかなか言えない状態ではない

かと思います。 

今定例会において、消防本部庁舎の土地購入費

が計上されておりますので、改めて消防本部庁舎

と野村支署庁舎の建設計画と進捗状況についてお

伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

御質問のありました消防庁舎についてお答えい

たします。 

消防本部署及び野村支署の建て替えにつきまし

ては、平成 30年に消防本部等庁舎改築推進委員会

を設置しまして、市民や市議会、消防団及び医師

会などの代表者を委員としまして、これまでに５

回の検討委員会を開催しております。 

委員会では建て替えの必要性や位置及び規模な

どについて御審議をいただき、その結果をもとに

計画を進めております。 

まず、野村支署につきましては、今年度当初予

算において現庁舎西側に約 800 平米の土地を取得

し、敷地拡張を図りまして、今年度中には基本実

施設計が完了する予定となっております。さらに

来年度には建築工事を完了させ、令和５年度の供

用開始を目指して、今後も委員会の皆様の御意見

を伺いながら進めてまいります。 

次に、消防本部署庁舎につきましては、現在位

置の拡張が困難なため、移転改築の方向として候

補地を選定いただいております。今議会において
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土地購入費を計上させていただき、移転先の用地

取得に向けて進めているところで、今後のスケジ

ュールといたしましては、令和４年度から６年度

にかけて造成工事や建築工事を実施しまして、令

和７年度の供用開始に向けて取り組んでいるとこ

ろでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

それでは本部庁舎の位置についてでございます

が、どのように考えてそこの場所に選考に至った

のかをお伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

本部署庁舎の移転候補地につきましては、先ほ

どの推進委員会において議論を重ねてまいりまし

た。立地条件といたしましては、通常の消防業務

である救急や火災対応業務が円滑に行うことがで

きる街の中心部に位置していること、そして、大

規模災害時には応援隊が集結できるような広さと

して、規模的には約 8,000 平米以上の敷地が確保

できる場所、あわせて、災害に強い場所などの条

件をもとに移転先の候補地を選定いただいている

ところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

西予市は南予地区の中心に位置しておりますの

で、近い将来に発生が予想される南海トラフ地震

などの大規模災害においては、西予市が拠点とな

る可能性が高いと思っております。西予市が平常

時から広い敷地を活用して近隣消防との合同訓練

場となったり、南予地区消防団の訓練場となった

りするような、今後、防災拠点の役割を果たせる

ことを願っております。 

また、新庁舎には長時間の勤務をこなす消防吏

員にも優しい庁舎の建設となるようお願いをいた

したいと思います。 

次の質問に移ります。 

消防本部庁舎の機能についてですが、建設に当

たり多額の費用を要する通信指令台の共同運用に

ついて現状を伺いたいと思いますが、令和２年第

２回定例会の現佐藤議長の一般質問において、宇

和島地区消防と西予消防の通信指令センター共同

運用に関する取組の質問がありました。 

その答弁で、専門業者による調査を実施すると

の答弁でしたが、その後の調査結果についてもお

伺いしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

御質問のありました通信指令センターの共同運

用に係る調査結果についてお答えいたします。 

この調査につきましては、宇和島地区消防が実

施主体となりまして株式会社ＩＴＣに発注され、

具体的な通信機器の選定や関係団体との連携方法

などをシミュレーションし効果を検証しておりま

す。その結果としまして、システム整備費や運用

維持経費について削減効果が期待できるとの結果

に至っております。 

これを受けまして、関係する両市の副市長及び

広域事務組合事務局長並びに両消防長を委員とす

る検討委員会を設置しまして、センターの位置や

人員体制、経費の按分方法などの検討を行ってい

るところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

通信指令センターの共同運用については、相手

方があるものですから、現在において実施の可能

性や通信指令センターの位置及び共同しようとす

る宇和島消防の準備体制についてわかればお伺い

したいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井消防長。 

○酒井消防本部消防長 

今回の共同運用では、単独のセンター設置では

人的、財政的にメリットが生まれませんので、ど
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ちらかの消防本部に併設する必要がございます。 

さらに、両消防本部とも庁舎建設計画とともに

進める必要がございますので、土地の確保や財源

確保の時期など多くの課題はありますが、スケジ

ュール調整を図りながら進めているところでござ

います。 

いずれにしましても、今年度中には実施の可否

及びセンターの位置が確定することと考えており

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

それでは最後の質問をしたいと思います。 

常備消防の指揮命令系統についてですが、合併

から 17年が経過した現在でも、三瓶町の常備消防

は八幡浜地区施設事務組合に消防サービスを委ね

ている状態であります。八幡浜消防には三瓶地区

住民を長きにわたって守っていただき感謝をして

いるところではありますが、三瓶地区の常備消防

は管家市長の指揮命令下にはない状況であり、三

瓶地区消防団は管家市長の指揮下にあるというね

じれ現象がずっと続いております。 

この現状について今後どうしていくのか、その

方針について伺いたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

三瓶地区の常備消防体制についてお答えをいた

します。 

当市の消防体制につきましては、市議会に特別

委員会を設置して熱心に御検討をいただいており

ますこと、この場をお借りしまして厚く御礼を申

し上げます。また、先日新聞等に掲載されました

佐藤新議長の抱負の中にも、この問題に取り組む

姿勢が示されており大変心強く感じているところ

でございます。 

さて、この問題につきましては、これまでに何

度か答弁をしてきたところでありまして、三瓶地

区を西予市消防の管轄にするのか、または八幡浜

消防を含む消防の広域化、もしくは複雑な指揮命

令系統の問題を解決した上での現状維持など、

様々な角度から解決策を見出さなければならない

との認識に変わりはございません。これまでに三

瓶町を守っていただいている八幡浜地区消防の

方々や関係各位との合意形成に向けて努力をして

いるところであります。 

先ほどの御質問にありました、令和７年度に供

用開始を目指している新庁舎建設及び宇和島地区

消防との通信指令センターの共同運用に当たって

は、三瓶町の常備消防管轄を明確にしておく必要

がありますので、これに合わせて八幡浜地区施設

事務組合との協議を進めてまいる所存でございま

す。 

協議に当たりましては、それぞれの立場を尊重

し合って互いの消防の発展に結びつくような道筋

を模索していく所存でございますので、引き続き

議会の皆様の御協力をお願いをいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮徹也君。 

○３番信宮徹也君 

消防体制については、私個人的に思うのはやは

り南予地区の広域合併するのが一番理想だとは思

いますが、なかなか諸問題があって前に進めない

ところであろうかと思いますが、市長答弁にもあ

りましたように、これから新庁舎の建設や宇和島

地区消防と通信指令センターを共同運用していこ

うという方向性が見えておる中で、早くこの問題

を解決していただくことが今後の西予市消防体制

の強化にもつながるんではないかと思いますので、

どうぞ協議のほどをよろしくお願いいたしまして

一般質問を終わりたいと思いますが、最後に、今

日議場に来てみますと、この新しいジオポロシャ

ツの新しいデザインが３名おります。私どももこ

ういうポロシャツを着てジオパークを盛り立てて

いきたいと思いますので、新しいポロシャツをま

だ買ってない方は買っていただいて皆さんも盛り

上げていただきたいと思います。 

以上、終わります。 

○佐藤議長 

以上で本日の一般質問を終結といたします。 

６月 14日は午前９時より引き続き一般質問を行

います。 
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本日はこれにて散会いたします。 

 

 

  散会 午前11時47分 



 

 

 

 

第 ３ 日 

 

６月 14 日（月曜日） 

 

  



 

- 43 - 

 

令和３年第２回西予市議会定例会会議録（第３号） 

１．招 集 年 月 日 令和３年 ６月１４日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和３年 ６月１４日 

          午前 ９時００分 

１．散     会 令和３年 ６月１４日 

          午後 ０時１９分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な    し  

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長   酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

 



 

- 44 - 

 

      議  事  日  程 

 １ 一般質問 

  

 

 

 



 

- 45 - 

 

本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 

  

 

  



 

- 46 - 

 

  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日はこのように傍聴にお越しいただき誠にあ

りがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

まず、18 番酒井宇之吉君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

おはようございます。 

議長より許可をいただいております３点につき

まして質問をいたします。 

まず、新型コロナウイルス感染症の感染予防対

策について。 

何年か前にＮＨＫ特集で、ミクロからの挑戦と

いう日曜特集番組を見た記憶がございます。ＡＩ

ＤＳ、ＳＡＲＳ、デボラなどのウイルス、ミクロ

の生命体からの人類への挑戦、報道だったと記憶

しております。今まさに、コロナウイルスが人類

への挑戦をしているのだと感じております。世界

中が、国同士が、また、今日のＧ７の発表にあり

ましたように、みんなが力を合わせ、予防、撃退

をしなければならないと考えます。 

新型コロナウイルスの対応についてということ

で、昨年３月４日に一般質問を行っておりますが、

一般質問のときには、こんなに長期戦になるとは

思っておりませんでした。感染予防の基本である

密接、密閉の回避、マスク着用、石けんの手洗い

や消毒用アルコールによる消毒励行など、基本的

な予防をしながら、新型コロナウイルス予防対策

として守っていかなければなりません。今ここに

ワクチン接種を予防対策の一義とし、完全な予防

接種をすることによって、ワクチンの予防対策が

遂行されるものだと考えております。 

そこで、自治体ごとに、また県ごとに、マスコ

ミなどが放送しております接種の方法やいろんな

ことがありますけれども、異なっておりますが、

西予市の接種状況についてお尋ねします。 

ワクチン接種人数、接種率は、予約数は、また、

接種する対象者は。先日、宇都宮俊文議員が質問

しておられますが、日々変化しておられますので、

改めてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市内のワクチン接種の状況についてお答えをい

たします。 

当市におきましては、５月 26 日水曜から市内

の医療機関におきまして一般高齢者の接種を開始

し、昨日までに高齢者施設等入所者も含む市内高

齢者 1 万 5801 人のうち、5,556 人の方が１回目

の接種を終えており、その接種率は 35.2％でご

ざいます。 

予約の状況でございますが、こちらは、高齢者

施設等入所者を除く一般高齢者 1 万 5012 人のう

ち、昨日までに予約された方は 1 万 1213 人で、

予約率は 74.7％となっております。 

接種対象者でございますが、当初 16 歳以上と

されておりましたが、ファイザー社製の新型コロ

ナワクチンの接種対象年齢が 12 歳以上となり、

市内の 12 歳以上の人口は 3 万 3567 人で、高齢者

を除く 12 歳から 64 歳までの人口は 1 万 7766 人

でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

一般高齢者の接種というのがありますが、既往

の病気を持っておられる方々は省いておられるの

か、それとも、今まで接種された方の施設に入っ

ておられる方々の数は数字の中に入っておるのか

どうかをお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 
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○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

先ほど御答弁いたしました市内高齢者の１回目

の接種を終えている方 5,556 人の中には、高齢者

施設に入所されてる方も含まれております。既往

歴のある方につきましては、高齢者につきまして

は既往歴のある方も含め接種を行う予定となって

おります。ただし、かかりつけの先生とかのほう

で、予診票等で、その辺りの聞き取りをして、接

種ができると先生が判断した方に接種をしており

ます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

続いて、ワクチン接種につきまして、自治体ご

とに接種方法が異なっておるようでございます。

これは 65 歳ということでございますが、宇和島

市は 65 歳以上が一度に接種券を発送したと、そ

して非常に混乱したというように聞いております

けれども、西予市の接種方法を、このように現在

のような形でしたのはどういう理由であったのか

お聞きをいたします。 

なお、ワクチンの供給量と、やはり国からのワ

クチンの供給量が入って、医師会とか、そうして

場所だとか、そういうものが一体にならないと接

種がやっぱり可能ではございませんので、その辺

りももしわかれば説明をお願いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

西予市の接種方法についてお答えをいたします。 

まず接種に当たりましては、優先順位に基づき、

国や県の方針に従って、医療従事者等から接種を

開始いたしまして、ワクチンの供給量を把握しな

がら、高齢者施設等入所者や高齢者施設等従事者

の順位で接種を行い、現在、高齢者施設等入所者

を除く一般高齢者の接種を実施しております。そ

の後、64 歳以下の方の接種を行っていく予定で

ございます。 

次に、接種券の発送方法でございますが、議員

も御存じのとおり、全国的にワクチン接種の予約

につきましては、電話が殺到しつながらない、イ

ンターネットによる予約についてもアクセスが集

中しシステムが停止するなど大きな混乱が起こり、

毎日のように報道されております。 

当市におきましては、このような状況を踏まえ、

ワクチンの供給状況を把握しながら、接種券の送

付方法や受付の開始について検討を重ねた結果、

接種券を一斉に送付すると長期間にわたり電話が

つながらないことが想定されたため、現状の予約

体制の中で、可能な限り混雑を回避できるよう、

一般高齢者の接種券を 85 歳以上、75 歳から

84 歳、65 歳から 74 歳の３段階に分けて発送する

ことといたしました。このような方法で接種券を

発送しても、なお市民の皆様から電話がつながら

ないといった苦情の電話は多く寄せられましたが、

常に一定数の予約をとることができ、６月４日か

らは、24 時間受付ができるＷｅｂ予約も開始し

たため、ある程度緩和され、昨日までの高齢者施

設等入所者を除く一般高齢者 1 万 5012 人のうち、

予約された方は、先ほども申し上げましたが、

1 万 1213 人で、予約率は 74.7％となっておりま

す。 

今回の接種事業は初めての取組であり、市民の

皆様には大変御迷惑をおかけしておりますが、高

齢者の方のワクチンは、皆さんの分確実に確保さ

れておりますので、今後も市民の皆様の安全・安

心を確保するため、早期の接種完了に向け、市を

挙げて取り組んでまいりますので、御理解と御協

力をお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

国がころころころころ供給量が変わる中で、そ

して接種年齢も引下げていったりしてる中で、西

予市の職員の皆さん、また理事者、しっかりと市

民の意見を聞きながら対応できてると私はそうい

うように評価しておりますけれども、なかなか市

民の中には、不安や不明なところが、やはり私ら

議員ですから、結構接点がありますからよく分か

るんですけれども、不安を持っておられる方、ま

た不明感が拭えない方が結構おられます。 

各議員のところへも問合せがあったり今までし

てるわけでございますけれども、こういう問題に
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つきまして、市民への広報、といいますのは、こ

れまでは 65 歳以上の広報でございましたんで、

予約率がこれほど上がった形の中でそんなに厳し

く 65 歳以上の方々に広報を綿密にする必要はな

いかと思います。国が変えたように 16 歳から

12 歳に変わったというようなものも含めまして、

市民への広報についてお尋ねいたしますが、これ

からの市民の広報、今までの広報はいろいろと苦

情も上がっておりましたけれども、これはもう済

んだことでございます。これからの 12 歳以上の

広報について、どのような形でやられるのか、そ

の点についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市民への広報についてお答えをいたします。 

ワクチン接種につきましては、国の方針転換や

ワクチンの供給の遅れなどに伴い、日々ワクチン

接種を取り巻く状況が変化してきたため、余裕を

持って市民の皆様に周知することができず、御心

配をおかけしております。 

これまで、高齢者の接種の予約方法や接種券の

送付、接種できる医療機関及び集団接種会場など

につきましては、市広報やホームページ、防災行

政無線放送、西予ケーブルテレビなどあらゆる手

段で周知に努めているところでございます。また、

24 時間受付できるＷｅｂ予約につきましては、

予約の仕方をわかりやすく説明したマニュアルを

作成するとともに、家族等の支援がなく、Ｗｅｂ

予約が困難な高齢者の方には、市役所や各支所、

地域の公民館において、予約方法や機械の操作方

法等の支援を行っております。こちらの支援につ

きましては、昨日までに 194 人の方の支援ができ

ております。 

予約開始時から民生児童委員の皆様や在宅サー

ビスなどを行っている社会福祉法人の皆様、市職

員に対しても接種予約等で困っている高齢者に対

して支援していただくようお願いをしているとこ

ろでございます。さらに、予約電話の回線も増設

するよう進めており、高齢者の皆様がスムーズに

接種予約できるよう日々対策を講じ、皆さんの不

安等を少しでも払拭するために取り組んでおりま

す。 

今後の 12 歳からの接種もまた始まってまいり

ますので、この接種計画等につきましては、市ホ

ームページ、防災行政無線、西予ケーブルテレビ

等を通じて、可能な限りわかりやすい情報提供、

周知に努め、市民の不安を少しでも払拭していき

たいと考えておりますので、引き続き皆様の御協

力をお願いいたします。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

不安という形のものを払拭するために、現在の

ワクチンの保管をどのようにしておるか。そして

各医師への輸送をどのようにしておるかを、市民

の人にも知らせるためにお聞きをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

ワクチンの保管と配送についてお答えをさせて

いただきます。 

現在のファイザー製のワクチンにつきましては、

マイナス 70 度のディープフリーザー、冷凍庫で

保存をする必要がございますので、今、市内に市

民病院と野村病院、そしてこの市役所に国からデ

ィープフリーザーが３台届いております。そちら

でワクチンを厳密に保管しております。 

各医療機関に対しましては、今予約をとって接

種を行っておりますが、その予約に応じてワクチ

ンの必要量を冷凍庫から運送業者に委託をいたし

まして、事前に配送をしてスムーズに接種ができ

るように努めております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

ここで私からは、実を言いましたら、各医師の

中で日曜日も対応してもらってる。そして、１日

の接種人数の、いろいろばらばらでございますけ

れども、熱心に医師会の方々がやっていただくこ

とに関しまして、普通の医療以外にやっていただ

いてるわけでございますので、改めて熱心に日曜
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日やっておられるところもあれば、日曜日はやっ

てないところもあるということは聞いております

けども、その辺りも改めまして、医師会の皆様に、

先生方、そして、ワクチン接種に従事している

方々に改めて御礼を申し上げる次第でございます。 

次に、これから 64 歳以下の接種が始まるわけ

でございますが、この点につきましても、まず、

今ファイザーだけを使ってるわけでございますけ

れども、これからもファイザーだけで西予市はい

かれるのか、その点につきましてもお尋ねして、

これからの接種計画をどのようにされていくのか

お聞きをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

64 歳以下の接種計画についてお答えをいたし

ます。 

新型コロナワクチンの接種対象者につきまして

は、先ほども申し上げましたが、当初 16 歳以上

とされておりましたが、ファイザー社製の新型コ

ロナワクチンの接種対象年齢が 12 歳以上となり、

市内の 12 歳から 64 歳までの令和３年５月末の人

口は 1 万 7766 人でございます。 

議員も御存じのとおり、現在、７月末までの一

般高齢者へのワクチン接種完了に向けて、予約受

付、ワクチン接種に取り組んでおりますが、その

後、進めていかなければならない 64 歳以下の接

種につきましては、現在検討中でございます。 

先般の党首討論において菅総理が、「ワクチン

接種を希望する人全てが、10 月から 11 月にかけ

て終えられるよう取り組む」との発言があり、今

後、接種が加速されるものと思われますが、現時

点では、高齢者以外の方へのワクチンの供給量や

時期等のスケジュールが示されていないため、そ

の計画に苦慮をしているところでございます。 

ワクチンの種類につきましても、こちらも国で

配分等を決めてまいりますので、西予市では、そ

のどちらを使うかという決断は今のところできな

いような状況でございます。 

ただし、現在、国・県の指示により、７月末の

高齢者への接種完了に向け、１回目の予約を７月

10 日で締め切っている状況でありますが、この

ままでは接種の空白期間が発生してしまうため、

県に状況を確認しながら、高齢者に限らず、次の

世代を含め継続的に接種が進むように実施してい

きたいと思います。 

先ほども申し上げましたが、今後の接種計画に

つきましては、市ホームページや防災行政無線放

送、西予ケーブルテレビ等を通じて、可能な限り

わかりやすい情報提供、周知に努め、市民の不安

を少しでも払拭していきたいと考えておりますの

で、引き続き皆様の御協力をお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

なかなか国からのワクチン供給の見通しが立た

ないということのような答弁でございますけれど

も、そしてまた空白期間ができると、そして、今

までのワクチンの在庫が余る場合も想定されます。

その辺りにつきましても、西予市独自の一つアイ

デアのあるような、早く予防接種をできるように

努力をお願いしたいと思います。 

16 歳が 12 歳になってみたりいろいろしており

ますので、まだまだ確定要素がない中で、接種計

画ができにくいというような答弁でございましょ

うけれども、その間の市民への広報は、今までの

高齢者のような広報ではなしに、もっと密な広報

活動をお願いいたしたいと思います。 

ワクチン接種について、ワクチン、このコロナ

対策予防につきましては、やはり密集、密接、密

閉の回避、マスクの着用、手洗い・アルコール消

毒の励行など、いろんな感染予防をして、ワクチ

ンも接種し、それから人類の挑戦されたような形

で世界中が一緒になって、治療薬の早期の完成が

できることを願いまして、次の質問に移ります。 

２番目でございますが、これからの行政運営体

制について、この質問につきましては、先般、３

月定例会で、市長が、第１号議案につきまして、

提案理由の中に、「少子高齢化、人口減少が進ん

でいる当市にとりまして、持続可能な安定した行

政運営体制と地域住民の皆さんが生き生きと暮ら

して安心して暮らせる環境を整えることが重要で

あると考えております。そしてまた、小規模多機

能自治にも挑戦、地域づくり活性化センターなど

にも挑戦していくという計画であると。その中で、
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行財政改正の中に、これから率先して財源確保及

び施策推進の条件整備に取り組む必要と責任があ

ると考えております。」という議案の提案理由が

ございました中での質問でございますが、市の将

来財政について、まず財源確保について、西予市

の収入は、確保について、人口減少等による交付

税、市税が歳入、支出、収入減が予想されると高

齢化による生産人口によるＧＤＰなどの落ち込み

で市税の落ち込みなどが予想されます。 

将来の財源はどのようになされるのか。不足分

は借入金とかそういう対応をされるのか。いろん

なことが、方法が考えられますが、その点につい

てお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

それではまず最初に、歳入におけます人口減少

による交付税への影響についてお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

去る６月１日に愛媛県におきまして、令和２年

国勢調査における人口及び世帯数の地方集計結果

速報が発表されたところでございます。当市の人

口は 3 万 5411 人、平成 27 年国勢調査人口と比較

いたしまして 3,508 人減少いたしまして、その減

少率は 9.01％となっております。 

人口が減少いたしますと、人口を単位とする行

政項目におきましては、普通交付税の財政需要額

も減少をするということになります。しかしなが

ら、実際の算定におきましては、激変緩和のため

の補正措置、また、新たな財政需要に対応した行

政項目も創設をされております。 

こういったことから、今回発表されました国勢

調査の結果だけを見れば、当市の地方交付税への

影響額は、以前の合併特例、合併算定から一本算

定への縮減ほどには大きなものではないと思われ

ます。 

しかしながら、国の財政事情からも当然想像も

できますけれども、将来的には漸減していくとい

うことは避けられないと、決して楽観視はできな

いと推測をいたしております。その上で財源の確

保について今後どうしていくのかということにつ

いてお答えをさせていただきます。 

当市の歳入構造は、市税等の自主財源以外の財

源に大きく依存をしたものとなっております。特

に、地方交付税は依存財源の約半分の割合を占め

るというものとなっておりまして、地方交付税は

その動向が財政運営に大きく影響することになり

ます。 

市税につきましては、固定資産税が現在のとこ

ろ増収傾向にございます。個人市民税も人口減少

の影響はあるものの、給与所得の増などが見込ま

れるといったことから、当面の見通しといたしま

しては、大きな減収がないものと見込んでおりま

す。 

地方交付税につきましては、先ほど説明いたし

ましたけれども、国の地方財政計画におきまして、

所要の一般財源総額が確保されるといったことを

前提にすれば、総じて歳入の大幅な減はないので

はないのかなと思われます。ただ、これにつきま

しても、将来的には確実に減少するということは

間違いのないところと認識をいたしております。 

こうして単に歳入の見通しだけを話をさせてい

ただきますと、今後の財政状況、まあ何とかやっ

ていけるんじゃないかというふうに思われるかも

しれません。しかし現実的にはそういうことでは

ございません。 

歳出におきましては、例えば地方債の元利償還

金などにおきましては、地方交付税で措置される

額を超える金額が非常に大きくなっております。

つまり、自主財源で対応しなければならない歳出

が増加しており、その対応が今後の課題となって

いるということでございます。 

毎年度の財源不足に対しましては、基金の取崩

し等で対応いたしておりますが、歳入が伸び悩む

中、現状の財政規模を維持したままでは、財政調

整基金をはじめとした基金が将来的には枯渇して

しまう、そういった可能性がございます。 

平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興事業

に加え、新型コロナウイルス感染症への対応が求

められている中、柔軟な財政出動を行うためには

一定規模の基金残高の確保が重要となってまいり

ます。 

持続可能な財政運営のためには、その手法とし

てふるさと納税の推進、適正な受益者負担の観点

からの使用料・手数料などの見直し、そういった

ことによる歳入確保の努力とともに、歳入に見合

った適正な歳出額を目標とする取組を行う必要が
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ございます。 

その中で、働き方改革による業務効率の向上、

組織機構の再編、また公共施設の統廃合等を進め、

人件費等の経常的な経費を抑制するとともに、各

事務事業につきましても、スクラップアンドビル

ドを原則としまして、必要な事業を厳しく選択し

た上で、先ほども申し上げましたが、適正な財政

規模を達成し、将来の財源確保を図ってまいりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

なかなかこの財源の説明ってのは我々にはある

程度長いことやってますと分かるんですけども、

これが市民にとって分かるような説明の仕方をど

うしたらいいのかなというのが私のいつもの種な

んですよ。そして、収入ってのは、何とかなると

いう話でございましたけれども、支出については

非常に厳しくなると、人口が減ってるのに何で支

出が今までどおり多くなるんだろうなという単純

な気持ちとか、疑問だとか、そういうのが結構沸

いてくるんです。市の財政ってのは大福帳でござ

いますので、収入があるから支出ができる。支出

をしてしまってから収入を構えるのは政策的な問

題はありますけども、そういうものを考えてやっ

ていただきたいんですが、私ちょっとわからない

んで聞きたいんですが、財政需要に対応した地方

交付税の行政項目というのは変わったんですか。

我々が今まで、私が今まで思ってるものと変わる

んですか、変わったんですか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

今ほど議員が質問されました新たな財政需要に

対応した行政項目についてでございますけれども、

普通交付税につきましては個別算定経費、道路橋

梁費であるとか、小学校の経費等について、個別

にそれぞれ経費幾らかかるというところ、施設数

であるとか人口に基づきまして、それに国が定め

ております単価を乗じたもので算出されまして、

交付税として交付されるというものと、あとは、

包括算定経費というもので人口、面積等によりま

して、一定の割合で交付されるものというものが

基本となります。それら以外に、その時々の行政

需要、今回でいきますと地域デジタル社会推進費、

まち・ひと・しごと創生事業費など、それぞれの

地方におきましても必要となってくる新たな行政

課題に対応する経費といたしまして、行政項目と

して、交付税の追加措置がされております。 

先ほど言いました地域デジタル社会推進費につ

きましては、それぞれの地方公共団体が地域社会

のデジタル化を推進するために必要となる取組に

要する経費ということで、総額では 2000 億円が

創設されておる予定でございます。その分のうち、

1200 億円程度が市町村に交付ということですが、

これにつきましてもそれぞれの市町村の人口、そ

してその階層ごと、年齢層ごとの人口の段階的な

人数によりまして計算されて、それぞれの市町村

に交付をされるといったものでございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

いろんな収入はいいとして、支出のことでござ

いますけれども、適正な受益者負担の観点からの

使用料・手数料などの見直しと言いますのは、や

はり市民が住民サービスとして取ってる、いただ

いてるようなものが、これから削られるのかなと

いうような機運があります。これにつきましては、

あとの３番目にまたお聞かせ願ったらと思います

が、この点につきましてもあります。 

そして、もう１点ありますのは、西予市は借金

を返さなきゃいけないんですよね。それの残高と

実質 400 億円ほどあると思うんですけれども、そ

れの実質借金として返済しなければならない数字

だけをお答え願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

一般会計の令和元年度末地方債の借入金元金残

高でございますが、約 402 億円となっております。

ただこれ全てが、いわゆる返済すべき金額という

わけではございません。このうち、約３割である
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121 億円が一般財源での対応、残り７割につきま

しては、先ほど言いました国の地方交付税で措置

されるものとなっております。当市が、実質的な

借金という言い方が適切かどうかはあれですけど

も、償還していく金額は一般財源ベースで 121 億

円ということで御理解をいただきたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

収入は何とかなるが、支出はこれからますます

厳しくなっていくよというような感じだろうと思

います。 

いろいろと財政的な要望が出てまいりますが、

私にもわかりにくい、詳しくわかりにくいところ

もありますので、これ以上の質問はまた再度御説

明をしていただいたらと思います。 

これから西予市が合併して 19 年目になるんで

すけども、本当に合併が、細部まできちんと西予

市が一つになってるかといったら、なかなかまだ

私は実感がまだわきません。上のほうは、頭でっ

かちのほうはなったようにしますけど、住民サイ

ドの住んでるところに関しては、なかなかそうい

う感じがまだ得られてないと。これから理事者大

変であろうと。我々も議会も、その点、地方根性、

地方の議会、地方出身の議会ということで、その

地域根性を出さないような形で、しっかりと西予

市全体のことも考えていくつもりでございますが、

５町合併後の各種事業はどうなるのか。地域の箱

物事業の見直し、建築年数が古く使用率の悪い施

設の見直しはこれからどのようにされるのか、お

尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

今後の大型事業といたしましては、野村支所庁

舎建設事業、消防庁舎建設事業、豪雨災害からの

復旧・復興事業等が実施または計画をされている

ところでございます。これらの大型事業の財源と

いたしましては、国・県支出金のほか、交付税措

置のある有利な起債の活用を見込んでおりますが、

先ほども申し上げましたが、歳入が漸減をしてい

く傾向にある中で、元利償還金のうち、交付税措

置されない部分の負担が毎年大きくなっていると、

今後もそういったことを踏まえますと厳しい財政

運営が予測されているところでございます。 

また、合併特例事業債、こちらも交付税措置の

ある有利な起債でございますけれども、こちらの

適用期間が令和６年度で終了するということでご

ざいます。したがいまして、今まで以上の厳しい

事業選択が迫られているということでございます。 

地域経済への影響に配慮しつつ、可能な限り起

債発行額の縮減に努め、本年度設置をいたしまし

た西予市行政経営戦略会議におきまして、事業の

必要性、費用対効果、事業規模等を十分に議論い

たしまして、将来の公債費負担の軽減を図ってま

いります。 

また、公共施設につきましては、現在策定中の

公共施設等総合管理計画の個別計画の方針等に基

づきまして、利用状況、老朽化等を総合的に勘案

し、方針を定め、最適な配置の実現、また、維持

管理経費の平準化、最小化に努めてまいる所存で

ございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

人口は減っていく、そして特に減っていくのが、

宇和町以外のところが、宇和町も減ってますけど

も、宇和町以外のところの人口減が非常に激しい

と。 

このような中でお尋ねしたいのは、西予市の中

で本当に古い、人が減ったら使わなくなるんです

よね建物は。その建物をこれからどうするのか。

廃墟のようにどんどんどんどんなっていくのか、

それを一番私は、これからの西予市の問題だと思

って杞憂をしております。 

次に、西予市の財源の中で、非常にウエートが

高いのが、財政規模そのもの自体が他のとこと比

べてどうであるのか。また、人の数、そして人件

費は、同じような地方自治体と比べてどうである

のかをお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宗副市長。 

○宗副市長 
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ただいまお尋ねの財政規模、また人件費につい

てお答えいたします。 

まず初めに財政規模についてでありますけれど

も、令和元年度の人口と産業構造により分類をし

ました類似の団体の普通会計決算額の平均値を見

てみますと約 205 億 6000 万円でございます。西

予市の決算額においては約 317 億 1000 万円とな

っておりまして、110 億円以上の差があるという

ところでございます。 

合併当初からの経緯をここで見てみますと、合

併初年度の平成 16 年度から平成 18 年度にかけて、

国の三位一体改革が行われ、大変厳しい財政運営

を余儀なくされ、職員数の削減や行政評価による

事務事業の選択と集中に取り組むとともに、公共

施設の民間移譲等に取り組んでまいりました。 

これによりまして、平成 17 年度の一般会計の

決算額は約 267 億 6000 万円でありましたけれど

も、平成 20 年度の決算を見てみますと約 231 億

2000 万円まで財政規模を縮減いたしました。そ

の後、リーマンショックを受けて、国の緊急的な

経済対策、新市建設計画に伴う大型事業の実施、

地方創生等の新たな行政課題への対応により、平

成 29 年度決算では約 270 億円となりました。平

成 30 年度以降におきましては、平成 30 年７月の

豪雨災害からの復旧・復興、そして新型コロナウ

イルス感染症対策等により、決算額は 300 億円を

超えている状況となっております。 

今後、健全財政が維持できますように、財政規

模縮減に向けた計画的な財政運営が重要というふ

うに考えているところでございます。 

そのような中で人件費についてでありますが、

平成 17 年度の定員管理調査における当市の職員

数は、正規職員で 1,047 人でありましたけれども、

その後、退職者の勧奨制度や新規採用職員数の抑

制、施設の民営化や統廃合などを実施し、職員数

の削減に努め、令和２年度の職員数では 843 人と

なっております。しかし、先ほどの類似する団体

の職員数と比較をしてみますと 62 人多い、また

率にして 11.7％多い状況というふうな状況でご

ざいます。 

今後の対応といたしましては、今年８月末をめ

どに職員の定員管理計画を策定しまして、業務の

外部委託であったり、デジタル化など業務の効率

化を図るとともに、地域づくり活動センターや支

所の再編による組織のスリム化を進めてまいりた

いというふうに考えております。定年延長の動き

もある中で不透明な部分もありますけれども、

60 歳定年を前提とした場合に、令和６年度以降、

職員数を 10 年間で 50 人程度削減をし、人件費で

見ますと約 4億円の削減に向けて計画的に取り組

んでまいりたいというふうに考えております。 

当市の行財政規模に見合う職員数となりますよ

うに、適正管理に努めたいというふうに考えてお

ります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

財政規模等、また、定員人数も結構多いような

形で、これは歴史的に５町が合併したという経緯

がございますので、これも一概には言えません。

言えませんけれども、計画を一生懸命やろうとし

てる中で、職員の定員管理計画を策定しと言いま

すが、一つだけ聞きます。これは誰がするんです

か。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宗副市長。 

○宗副市長 

お答えいたします。 

先ほどの定員管理計画は、厳しい財政状況のも

とで総職員数を抑制しつつ、効率的で質の高い行

政を実現するため、行政需要の変化や地域の特性

等を配慮し、実情に応じたきめ細かな定員管理に

取り組むため策定するものでございます。 

市の総合政策、そして組織機構と連動させなが

ら、総務部総務課が担当しまして進めていきたい

というふうに考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

説明の中に、わかりにくい、もう少し踏み込ん

だものが私は必要なんですけども、経常収支比率

なんかというのを我々は分かるんですけども、市

民にも、やはり西予市はなかなか大変なんだよと
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いうことが分かるような説明の手段もすべきじゃ

ないかと、私どもが市民にわかりやすく説明して

もなかなかわかっていただけないんで、この点に

つきましては、今後努力していただきたいと思い

ます。 

次に、市民サービスを低下させない計画にしな

いといけない。支出を抑えようとすると、やはり

市民サービスを低下させるようになります。 

市長は、デジタル化を求め、オフィス改革をし

ながら質の向上を図って対応もしたいというよう

なお話でございましたけれども、この点につきま

しても少しお聞きしたらと思います。 

市民はやはり要求をしております。市民も我慢

をしなければいけない時代もやはり来ます。だか

ら、財政が非常に厳しいとき、例えば、この間も

テレビでやってたから、京都市が何か財政破綻だ

というような話がテレビで放送されとって、西予

市はそんなにはならないと思いますけども、住民

サービスが下がらないような方法をひとつ考えて

いただきたいと。それについてどのように考えて

いるか、お聞きをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

市民サービスを低下させない計画、当市におき

ましては、令和 12 年度までの中長期財政計画を

立てております。 

これは今後 10 年間の市の歳入歳出を見通して

持続的な行財政運営ができるように計画を定める

ものでございますけれども、この中長期財政計画

で見ますと、単純に各課から予定をしております

事務事業の総経費、単純に積み上げただけのもの

で見ますと、毎年度 14 億円から 20 億円の財源不

足が生じるものとなっております。各課からもそ

れ相応に事業の絞り込み等をして予定をしており

ますけども、全てを行うと毎年度それだけの財源

不足が生じるといったものとなっております。 

これを歳入に見合った歳出額とするためには、

普通建設事業費におきましては、補助事業、単独

事業ともに 20％から 30％、約 4 億円から 19 億円

の削減、物件費、補助費におきましても 10％か

ら 20％、約 6 億円から 7 億円の削減、公営企業

等への繰出金におきましては約５％、約 1 億

3000 万円の削減、そして、人件費におきまして

は、令和２年度の状況を基準といたしまして約

3 億円から 4 億円の減額調整をやっていかなけれ

ばならないと考えております。 

ただ、こうした取組をいたしましても、毎年度

の財源不足は 1 億円から 4億円といった見通しと

なっております。その不足につきましては、財政

調整基金を取崩しての対応をしなければならない

ということになります。 

令和 12 年度の財政規模につきましては約

234 億円、その時点での財政調整基金の残高は約

8 億 6000 万円、地方債の残高は約 238 億円と推

計をいたしております。この中長期財政推計はあ

くまでもシミュレーションでございますので、必

ずしもそのとおりになるというものではございま

せん。しかしながら、いずれにいたしましても厳

しい財政運営を迫られているということは十分に

認識をする必要がございます。 

先ほど酒井議員のお話の中にもございましたけ

ども、財政指標の面というところで、当市の経常

収支比率でございますけれども、この経常収支比

率は高くなるほど、100 に近くなるほど自由に使

える一般財源が少なくなっているというもので、

緊急の対応であるとか柔軟な財政出動が中々しづ

らくなるといったことで御理解をいただきたいと

思いますけども、令和元年度におきまして

93.8％となっております。したがいまして、この

93.8％が今後も高い水準で推移していくという見

通しでございますので、当市の財政状況、財政構

造は硬直化が非常に心配されているといった状況

でございます。 

これらを踏まえまして、市民サービスを低下さ

せないためには、まず人件費の抑制、元利償還金

の縮減等経常的な経費、先ほど言いました経常収

支比率をできるだけ抑制していく、そういった必

要があると考えております。 

同時に、先ほども説明いたしましたけれども、

災害等に備えた一定規模の基金残高の確保も重要

となってまいります。既存事業の見直し、デジタ

ル化の推進、事務事業等全体のスリム化を図りま

して、歳出に見合った適正な財政規模を実現する

ことが求められております。 

将来にわたりまして、持続可能な財政運営が、

今後の市民サービスの維持につながることを常に
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意識をしながら、健全な財政運営に努めてまいり

ますので、議員各位におかれましても御理解と御

協力をいただきますようお願い申し上げます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

ちょっと時間がせっておりますので急いでおり

ます。非常に財政についてはわかりにくい面もあ

りましょうけれども、今後非常に厳しくなるとい

うことはよくわかりました。これから市長が、理

事者側が給料下げたのもよく理解できたと思いま

す。 

続きまして、観光資源についてお尋ねをいたし

ます。 

四国遍路の世界遺産の申請活動について、これ

につきましては、県下いろいろ運動しておるよう

でございますが、推進団体の現状、一つずつ尋ね

ればいいんですけれども、一括でお尋ねをいたし

ます。 

西予市の観光資源としてジオパークと関連資源

として活用することはできないのか。また、遍路

道の整備は。そして、申請活動の市の考え方は。

信仰、観光、文化というような文化遺産というよ

うな立場でいろいろありましょうけれども、市の

考え方をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

一括して御答弁差し上げます。 

まず四国４県と関係市町村、国の機関、大学、

四国八十八ヶ所霊場会、経済団体、ＮＰＯ等の関

係機関が集まり、日本の文化遺産である四国遍路

文化を後世へ確実に受け継いでいくため、四国遍

路世界遺産登録推進協議会が設立されております。 

この協議会の基本理念・目的は、四国が世界に

誇る生きた文化遺産である四国遍路文化を後世へ

確実に受け継いでいくために、構成する資産を保

護するとともに、その文化的価値を国内外に向け

て発信し、理解を深めることが必要であるという

ものでございます。 

四国遍路世界遺産登録推進協議会では、四国遍

路文化の保存・継承を目指すことを目的といたし

まして、４つの部会が設けられて活動をしており

ます。 

一つひとつは御答弁差し上げませんけれども普

遍的価値の証明部会、資産の保護措置部会、また、

受入体制の整備部会、最後に普及啓発部会という

ものがございまして、本市におきましても、同協

議会の構成員として、遍路道の測量等の調査や受

入体制の整備として、道案内表示シートの設置依

頼やトイレステッカーの張りつけ等を行っており

ます。 

ジオパークとの関連でございますが、当市には

43 番札所明石寺が建立されております。他にジ

オパーク関係地域で言いますと、室戸市に 24 番

最御崎寺、徳島県三好市に 66 番雲辺寺、土佐清

水市に 38 番金剛福寺が建立されておりまして、

こうした札所を有するジオパーク関連地域と情報

共有を行い、四国遍路の活用方法について、可能

であれば先進事例を参考に研究してまいりたいと

考えております。 

遍路道の整備につきましては、その時々の地域

社会の中で遍路道は維持管理され守られてきた経

緯がありますが、地域で高齢化が進む中、維持管

理体制を構築することが必要となっております。 

管理といたしましては、日常的な維持管理と豪

雨災害からの復旧作業があり、現在は平成 30 年

７月豪雨や台風などの影響により、土砂の流出や

倒木が発生している箇所もありますが、現在遍路

道を管理する団体の組織化が図られておらず、十

分な復旧に取りかかることができていない状況に

もありますので、四国遍路世界遺産登録推進協議

会における遍路道の保全整備に関する取組に協議

会の構成員として必要な協力を行っていきたいと

考えております。 

最後に申請活動に関しての市の考えでございま

すけれども、四国遍路は、長い歴史を超えて地域

と共存し継承されてきた四国が世界に誇る生きた

文化遺産であるとの理念に基づき、引き続き、四

国遍路世界遺産登録推進協議会とともに、世界遺

産登録への申請活動に協力してまいりたいと考え

ております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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酒井宇之吉君。 

○18 番酒井宇之吉君 

一括で答弁していただきましてありがとうござ

います。 

ところでお尋ねいたしますが…。 

○佐藤議長 

酒井宇之吉君、残り時間５分を切っております

ので質問はできません。 

○18 番酒井宇之吉君 

ということはこれからは頑張って協議会に参加

して活動していただけることを、信仰の場、観光

の場、そして文化遺産の場で、そういう考え方の

中で、観光のほうで少しウエートを高くして、西

予市が活動していただけますようにお願いをいた

しまして、私の質問を終わります。 

○佐藤議長 

暫時休憩します。（休憩 午前９時 58 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 10 時 15 分） 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

先ほどの酒井議員への一般質問の答弁の中で、

歳入に見合った適切な財政規模という表現を幾つ

か用いましたが、後半の部分におきまして１箇所、

「歳入に見合った」と言うべきところ「歳出に見

合った」といった表現を用いておりました。おわ

びして訂正をさせていただきます。 

○佐藤議長 

次に、６番中村一雅君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

改めましておはようございます。 

議席番号６番中村一雅です。 

佐藤議長より発言の許可を得ましたので、会議

規則、申し合わせ事項を遵守し、質問通告書の内

容に従いまして一問一答にて一般質問を行います。 

一昨年 12 月の一般質問の登壇以来しばらくた

っていますので少し緊張しております。どうぞよ

ろしくお願いをいたします。 

本日は２点お尋ねをいたします。１つは、西予

市の公共交通網について、もう１点は小規模多機

能自治について、この２点を一般質問いたします。 

まず１点目、西予市の公共交通の現状と課題に

ついてお尋ねをいたします。 

西予市におきましては、民間バス会社が運営す

る区間と西予市が運営する区間の公共交通につい

てはすみ分けが行われていると思います。この現

状についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和３年度におきまして、民間路線バスは

17 路線運行しており、通院、通学等、市内外へ

の移動手段を確保していただいているところです。

民間路線バスが運行していない地域におきまして

は、生活交通バス、廃止代替バス、デマンド乗合

タクシーの運行と、それぞれの地域の実情に応じ

た交通サービスを提供しております。 

地区ごとに申し上げますと、明浜・三瓶地区で

は、生活交通バス１路線、宇和地区では生活交通

バス７路線、デマンド乗合タクシーが４エリア、

野村地区では生活交通バスが 13 路線、廃止代替

バスが４路線、惣川地区では生活交通バスとデマ

ンド乗合タクシーが一体的な運行を行い、城川地

区では生活交通バス９路線、デマンド乗合タクシ

ーが３地区、三瓶地区ではデマンド乗合タクシー

が１地区、それぞれ運行しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

地区ごとにおいてそれぞれにすみ分けをして運

行されているということ、よくわかりました。 

続きまして、民間バス会社の利用状況について

お尋ねをいたしたいと思います。よろしくお願い

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

民間バスの利用状況につきまして、宇和島自動

車に確認した内容を御答弁いたします。 
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総利用者数は平成 30 年度は 21 万 882 人、令和

元年度は 20 万 4757 人、令和２年度で 18 万

457 人の方に御利用いただいているということで

ございます。利用している車両は路線ごとに異な

りまして、55 人乗り、72 人乗りの車両を利用し

てそれぞれ運行を行っていると。時間帯や路線に

よっては極端に利用が少なくなっている路線もあ

るため、利用状況に応じた運行形態にしていく必

要があると考えているというところでございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

利用状況に応じた運行形態にしていく必要があ

るということの御答弁でございました。 

関連で一つ、民間バス会社から、利用者の減少

や収支悪化によって赤字路線から撤退するという

ような申し出は現状のところないのかお尋ねをい

たします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在のところ申し出はありませんが、民間バス

会社の深刻な運転手不足による理由や、また新型

コロナウイルスの影響による経営の悪化による路

線撤退というものは想定されることから、民間バ

ス会社と連携を密に行いながら公共交通サービス

の停滞が起きないよう取り組んでまいりたいと考

えております。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

やっぱり収支を求める民間のバス会社にとって

は営利追求ということでは赤字路線はしんどいの

だろうというふうに想像いたします。 

先ほど御答弁にもありましたように、三瓶での

デマンドタクシーにつきましては和泉地区の宇和

島バスが廃線になったために、西予市で善処して

いただいたのだということで、この点については

改めてこの場をお借りして感謝を申し上げたいと

思います。 

続きまして、民間バス会社、宇和島バスですけ

れども、に対する市の補助金について、この過去

３カ年にわたりましてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

民間バス会社に対しましては現在国と市が補助

金を支出しております。市の補助金につきまして

は、平成 30 年度 9906 万 9000 円、令和元年度

1 億 144 万 1000 円、令和２年度 9836 万 2000 円、

このようになっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

令和元年度は 1 億 144 万 1000 円、令和２年度

は 9836 万 2000 円とお聞きしました。令和元年度

に比べて令和２年度の補助金額が減っているので

すが少し気になりました。この理由をお教えいた

だきたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和元年度から令和２年度の補助金額の減少の

要因につきましては、国の補助金算出条件の緩和

措置があったことで国の分の補助金の額が増加し

たこと、三瓶地区の民間バス路線の再編、また、

新型コロナウイルスによる人件費の補填や経費の

圧縮を図ったこと等により市からの補助金額が減

少しております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

続きまして、三瓶宇和線のバスの利便性につい

て、市は現状をどのように考えておられるのか御

答弁をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 
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○下澤政策企画部長 

三瓶宇和線のバス路線につきましては、令和２

年４月１日から、それまで１日５便運行していた

三瓶・歴史文化博物館線のみであった路線を、地

域要望により周木地区から出発する周木・歴史文

化博物館線を開設いたしまして、現在は三瓶・歴

史文化博物館線が１日３便、周木・歴史文化博物

館線が１日２便運行しているところでございます。 

また、下泊方面の路線につきましては、宇和へ

の直通便はありませんが、下泊・八幡浜市立病院

線と三瓶・歴史文化博物館線、周木・歴史文化博

物館線が三瓶で接続しており、三瓶での待ち時間

がほとんどなくスムーズに乗換えられるダイヤと

なっております。 

市といたしましては、地域要望や利用状況を踏

まえて可能な限り利便性を高めてきたところでご

ざいますが、今後も地域要望や利用状況等を勘案

しながら利便性を高めてまいりたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

関連でお尋ねをいたします。 

三瓶・歴史文化博物館、周木・歴史文化博物館、

この２便について、利用者数はどのぐらいあった

かということをお尋ねいたしたいと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和２年度は三瓶・歴史文化博物館線が

7,142 人、周木・歴史文化博物館線が 3,684 人と

なっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

単純に 365 日運行しているとすると、三瓶・歴

史文化博物館線については１日 20 人程度、それ

から周木・歴史文化博物館線については１日

10 人程度の利用者数なのかなあと単純にそのよ

うに思いました。 

もう１点関連で、三瓶・八幡浜線は三瓶・宇和

線と比較して運行本数が多いのですけれども、こ

れはやっぱり歴史的な背景がある、あるいは乗車

率のことがあると。民間バスのことですから、人

数の多いところに重点配置していると、そのよう

に理解しております。 

一方で、西予市としては三瓶・西予間はそう

軽々しくできないということもあろうと思います

ので、三瓶・宇和線についても本数を増やすこと

はできないかということについてはいかがでしょ

うか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在の民間バス会社におきましては、運転士の

高齢化と運転士不足が大きな問題となっておりま

して、増便することは困難な状況と考えておりま

す。そのような状況の中で、現在運行している三

瓶・八幡浜線と三瓶・宇和線の利用状況を全体的

に判断し、今運行している路線本数の中で、運行

時刻の見直し等により利用者が利用しやすい運行

を行う必要があります。 

民間バス会社との十分な協議を行い、より利便

性のある公共交通の確保に努めてまいりたいと考

えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

御答弁ありがとうございました。一例を挙げさ

せていただきます。 

三瓶地区から西予市民病院に通院で通われてい

る患者さんの声を届けしたいと思います。 

三瓶の停留所から発車するバスにつきましては

６時 50 分発と７時 20 分発、そして９時発という

ふうに午前中３便ございます。一番三瓶の北端で

すけども、周木から発車するバスに乗ろうとする

と、午前中は８時 43 分の１本だけ。これが三瓶

停留所を９時に通過いたしまして西予市民病院に

到着するのが９時 21 分と、そのようなダイヤに

なってございます。ここから診察を受ける、ある
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いはお薬だけをもらいに行くみたいなことで通院

されているようなのですけれども、お薬をいただ

くだけでも少し時間がかかって、帰りのバス便９

時 59 分に間に合わないと。そうすると、その次

のバス、午後２時 14 分西予市民病院発まで待た

ないといけないのだというお声をいただいており

まして、やはり１日５便、皆さんに均等に便利な

ように運行するということは大変困難なことでは

あろうと思いますけれども、そういう市民病院を

利用されている方の御不便に対して、西予市では

どのように考えておられるか御答弁をお願いいた

します。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

三瓶地区から市民病院へバスで通院する方の帰

りの便につきましては、八幡浜市立病院・三瓶線

と三瓶で周木方面へのバスに接続しております。

そのため、八幡浜市立病院・三瓶線との調整も必

要となってまいります。地域要望や利用状況など

を勘案し、必要に応じまして八幡浜市や民間バス

会社との十分な協議を行い、時間の見直し等を検

討したいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

御答弁ありがとうございました。 

運行時刻の見直しにつきましては、許認可を含

めましていろいろ私どもの知らない手続が大変だ

ろうというふうに推察をいたしております。ただ、

やはり利用者の方あるいは市民の方に寄り添うと

いう意味におきましては、少しでも便利な時間帯

になるように御配慮をお願いして、ここについて

の質問を終わりたいと思います。 

続きまして、西予市におきましては温泉巡回バ

スが走っていると承知をいたしております。三瓶

においては生活交通バスは確かなかったんだけれ

ども、温泉巡回バスについては走っていて、利用

される方の便宜を図っているというふうに思って

おります。 

一方で、とっぴな考えかもしれませんが、市民

病院とか野村病院から利用者の患者さんに向けて、

巡回バスを考えてはどうかなということを考えた

りするのですけれども、この点についてはいかが

でしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在、西予市内を運行しております民間路線バ

ス、廃止代替バス、生活交通バスは、そのほとん

どが市民病院と野村病院へ停車する運行内容とな

っております。 

病院巡回につきまして、新たに市民病院と野村

病院の巡回バスを運行するということは、路線が

重複し効率的な運行とすることが非常に困難では

ないかと考えております。 

引き続き、通院に利用しやすい運行の検討は必

要であると考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

なかなか困難だろうというふうな御答弁かと思

います。 

私先日、大洲のほうに買物に行く機会がござい

まして、国道 56 号線で行きました。帰りがけに

市立大洲病院の前を通りましたら小豆色のバスが

ひょこっと前に出てきまして、正面の顔を見ると

ぐるりんおおずというふうな名称になっていると。

病院に巡回するバスがあるのだなあと思いました。

頭の中に巡回バスのことが私の頭の中も巡回して

おりましたので、ちょっとこれについてお尋ねし

たいと思いまして、大洲市役所にお尋ねをいたし

ました。お聞きしますと担当は復興支援課という

ことになっていると。担当の方に概要を教えてく

ださいというふうに教えていただきましたので少

し事例紹介をさせていただいたらなと思います。 

ここに市民向けのチラシ、Ａ４で１枚あるんで

すけれども、東大洲右回り東大洲左回りというふ

うに、逆方向にぐるぐるぐるぐる回っていると。

これが結構な便数であると。運賃については一般

150 円、子ども・障がい者については 100 円で、

病院を利用するために巡回バスに乗られる方につ
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いては 50 円引くので、１回 100 円というような

料金設定になっていると。 

担当の方にお話をお聞きしますと、これは大洲

市が発案をして事業者に対して公募を行ったと。

平成 21 年１月から運行開始いたしまして、当初

は肱南バスが事業主体となって運行されていたと。

豪雨の関係があったのかと思いますけれども、平

成 30 年からは伊予鉄南予バスに事業主体が変更

となって、また新たなバスを購入されて現在運行

をしていると。バスについてはマイクロですけれ

ども２台で 4400 万円ぐらいかかったと、補助金

につきましては令和元年度で 1300 万円、令和２

年度については 1500 万円の補助金を出している

と。これはやっぱり市が事業者にお願いして運行

している以上、補助金を出して維持していると、

そのような考えであろうと思います。 

所管の復興支援課の方の印象で申し上げます、

正確でないかもしれんので印象として申し上げま

すが、利用状況はどうなのですかというふうにお

尋ねしましたら、ざっくり中心部での利用率は半

分ぐらいあるのではないかと、端々についてはな

かなかそういうふうにはいかないんだけれども、

利用者の方からは非常に好評をいただいていると

いうふうにお聞きをいたしました。 

課題はないのかとお尋ねしましたら、やはり大

洲市内中心部をぐるぐる巡回しているだけなので、

端々に行き届いていないと。だから交通の利便性

の悪い端っこの方が、うちも寄ってやと言っても

それはなかなかできないのだと。巡回バスという

性質上余りぐるぐる大きく回って時間をかけられ

ないので、そこが課題だなあと。好評な反面、課

題もいただいておりますとそのようなことでござ

いました。 

一例を挙げました。西予市においてはなかなか

困難だなという話でございますけれども、こうい

う市内を循環するバスということについては西予

市はどのようになっていますかお尋ねをいたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

議員から御紹介いただきました大洲市の巡回バ

スは市内中心部の主要な公共施設や病院、商業施

設を運行する巡回バスと、このように承知してお

ります。 

本市で市内循環バスを運行する場合、運行経路

が利用者の多い停留所に停車する民間バスや生活

交通バス等と路線が重複することも考えられます。

そのため、大洲市内の循環バスの取組を参考にし

ながらも、まずは現在運行している生活交通バス

等の運行路線の検証をしっかりと行うなど、市民

が利用しやすく効率的な公共交通網となるよう検

討していく必要があると考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

西予市内においては生活交通バスが宇和町内あ

るいは野村・城川のほうを走っていて巡回してい

て、それぞれに市民病院あるいは野村病院に利用

者を運んでいるという状況はよくわかりました。 

そしてやっぱり端々のほうになかなか行き届か

ないのかなということについては、三瓶地区につ

いてはどうなのだろうというふうに地元のことを

少し振り返ってみて考えることもございました。

生活交通バスあるいはデマンド乗合タクシーもそ

うなんですけれども、これは西予市直営というよ

うな運行形態なのだろうかと。大洲市においては

補助金 1500 万円はいるのだけれども、事業者に

やっていただいていると。民間バスとの調整につ

いては、料金を同じにして調整を図っているとい

うようなこともお聞きしていますので、西予市に

おいて一番合理的な、財政についても一番軽く済

むような運行形態はどうなのかなということをま

た改めてお考えいただいたらと思います。 

続けます。 

日本では 1964 年の東京オリンピック以降、急

速に進んだモータリゼーションによりまして、マ

イカーが一家に１台、あるいは近年では１人に１

台というところまで普及をいたしました。 

公共交通網が発達した大都会におきましては、

その利便性と、そしてマイカーに係る経費が非常

に大きいことからその普及率は低めで、田舎に行

くほどマイカーの保有率は高くなる傾向が顕著で

あります。西予市においても、一家に複数台車を

所有している家庭は珍しくありません。 
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一方で相反するように民間バスの利用率が下が

り、営利目的で運行することが年々に困難となっ

ているという現状があろうかと思います。しかし

ながら、免許を持たない、車を持たない、あるい

は親族や家族に頼れないといったような御高齢の

方につきましては、やはりバスはなくてはならな

い重要な交通手段であろうかと、このようにも考

えます。 

暮らして安心な西予市を目指す市として、交通

弱者に対するお考えとその施策をお尋ねいたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

西予市地域公共交通総合連携計画や西予市地域

公共交通網形成計画に基づき、公共交通空白地域

への生活交通バス及びデマンド乗合タクシーの導

入、スクールバスの空き時間による公共交通空白

地域の運送等により、市民の生活交通としての移

動手段の確保と乗り継ぎ環境の改善を行ってきた

ところです。 

現在、当市におきましては、70 歳以上の市民

を対象に高齢者路線バス利用助成事業を実施して

おり、市内の公共路線バスを利用した場合、運賃

が半額となる助成券を発行しております。また、

障がい者の方々を対象に、障がい者タクシー利用

助成事業によりタクシー利用助成券を発行してお

り、高齢者、障がい者の買物や通院などの支援を

行っております。 

議員御指摘の交通弱者につきましては、高齢化

や過疎化が進む中、車を運転できない高齢者や独

居高齢者の増加及び障がい者の方々への配慮の必

要により、その交通手段の確保は市として対応し

なければならない重要な課題と考えております。 

しかしながら、この課題は市だけで交通手段を

確保することは難しいため、今後設置される地域

づくり活動センター等とも連携しながら、それぞ

れの地域の実情に合った持続可能な交通手段を検

討し、今年度改定する予定の地域公共交通計画の

中で、交通弱者の交通手段の確保、ひいては市全

体の公共交通サービスの充実をさらに図れるよう

検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

御答弁ありがとうございました。 

人口減少、少子高齢化が進む西予市におきまし

ては、高齢者あるいは交通弱者に対する対策は今

後ともきめ細かく行っていただきたいと、このよ

うに要望いたしましてこの一般質問を終えたいと

思います。 

次にいきたいと思います。 

次に小規模多機能自治についてお尋ねをいたし

ます。 

一昨日愛媛新聞の報道にもありましたように、

これにつきましては市民検討委員会が昨年１月か

ら１年半近くの熱心な御討議を賜りまして、答弁

書が理事者側に届いたということで承知をいたし

ております。今これから推進計画案を練って策定

しようという非常にデリケートなタイミングであ

ろうかと思いますので、質問する側も気をつけて

質問したいと思います。真摯な御答弁をお願いし

たらと思いますのでよろしくお願いをいたします。 

まず１点目、令和５年４月１日にスタートする

予定の地域づくり活動センターについて、その在

り方に関する指針をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

６月９日に地域づくり活動センター市民検討委

員会より、西予市小規模多機能自治活動拠点施設、

地域づくり活動センターの在り方に関する答申を

いただきました。まずもって、これまで１年以上

の長期にわたり熱心に御検討いただきました市民

検討委員会の委員の皆様には、この場をお借りし

ましてお礼を申し上げます。議会から御参画をい

ただいた３名の議員の方々におかれましても誠に

ありがとうございました。 

これまで令和元年度の市政懇談会を皮切りに、

市民の皆様には地域づくり活動センターの構想段

階の内容をお伝えさせていただきました。その後、

令和２年１月から始まった市民検討委員会や公民

館分館制度分科会において様々な御議論をいただ

き、センターに備える機能について答申で次のと
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おり御提案いただいたところです。 

１つ目といたしまして、課題解決型の住民自治

である「地域づくりの場」、２つ目といたしまし

て、人口減少を迎えるすべての地域の共通課題と

いえる安心安全な地域福祉への取組を支援する

「支えあい・つなぎの場」、３つ目といたしまし

て、既存機能である生涯学習を推進する「人づく

り学びの場」、４つ目といたしまして、本庁や支

所に行かなくても行政手続や相談ができる「行政

窓口の場」。これらの４つの機能を柱とすること

で、人口減少社会に対応できる拠点としてセンタ

ーが重要な役割を果たすことができるのではない

かと考えられると御提言をいただきました。 

これらは今後策定するセンター推進計画の大き

な柱となるところであると考えております。まず

は、今後予定しております市政懇談会やその他の

場におきまして、市の考えております推進計画案

をお示しし、市民の皆様からいただいた御意見も

踏まえ、年内 12 月までには本計画を策定したい

と考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

一番最初にこの計画をお聞きしたときに小規

模・多機能・自治というふうに３つの単語を組み

合わせた制度として説明会を聞いたような気がい

たします。 

その中の小規模という言葉につきましては、こ

れはどの程度を指して小規模と言われているのか、

御答弁をお願いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

御質問にあります小規模多機能自治における小

規模とは、合併時の旧小学校区の様々な地縁関係

のあるエリアを想定しております。 

西予市の小規模多機能自治は、平成 23 年度よ

り地域発「せいよ地域づくり」事業にて推進して

きておりますが、合併当時の旧小学校区を活動エ

リアとして、地域が主体性を持って地域づくり活

動が推進されてきました。このエリアは子どもた

ちが歩いて通える通学圏であり、顔の分かる生活

圏であることから地域づくりの活動エリアとして

設定しているものです。 

この点は答申にも触れていただいておりまして、

地域づくり活動センターにおいても地域づくり組

織の活動エリアを基本として小規模多機能自治を

推進してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

各旧小学校区単位が規模だというふうにお伺い

いたしました。 

これは私どもが一般的に考える人口規模でいう

とかなり小さいところから大きいところまで差が

あるように考えますが、その点についてはいかが

でしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

御質問をいただきました地域づくり組織の活動

エリアにおける人口規模について、地域づくり交

付金の算定基準、これは令和２年２月末ですけれ

ども、をもとにお答えをいたしたいと思います。 

まず、人口が多い地区は、多い順に宇和地区

8,291 人、野村地区 4,182 人、三瓶東地区

3,377 人になります。人口が少ない地区は、少な

い順に大野ヶ原地区 92 人、下泊地区 284 人、遊

子川地区 287 人です。中間的な地区といたしまし

ては、多田地区 1,391 人、下宇和地区 1,138 人、

二木生地区 1,499 人が挙げられます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

宇和町小学校区の 8,291 人あるいは野村の

4,182 人、三瓶の 3,372 人が大きいところの３つ

とお聞きしました。一方で小さいところでは、大

野ヶ原の 92 人、100 人を切るようなところもあ

る。この人口が違うところを、１個の地域づくり

センターとしてどのようにコントロールしていく
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のかということが少しわかりにくいので教えてい

ただいたらと思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

地域づくり活動のイメージという切り口でお答

えをいたします。 

人口が多い地域のセンターでは本庁や支所が近

くにあり、行政窓口の場の役割を担うことが少な

くなると予想されます。それに伴い、地域づくり

活動への支援業務に注力できる環境にあると考え

られます。 

人口が多い地域の課題は、地域づくり活動に地

域住民をいかに巻き込むかといった課題が大きい

のではないかと考えております。住民の意識をど

のように盛り上げて巻き込んでいくか、センター

は地域の方々とともに、推進組織や活動の形をつ

くり上げていくことがまず優先的に取り組む活動

の一つであると考えております。 

その他の地域づくり活動といたしましては、高

校の魅力化に関する取組に対して地域が関わるこ

となども一例として考えられます。また、まちづ

くりに関するＮＰＯ法人や民間企業と連携した取

組なども考えられます。 

一方で、人口の少ない地域のセンターでは、行

政窓口の場の充実を図ることで利便性の向上に努

めたいと思います。また、喫緊の様々な地域課題

に対して、センターを拠点とした取組を具現化す

ることについての支援が重要だと考えております。

例えば、買物を支援するための地域商店の開設や

農産品の６次産業化など、地域の資源を活用した

取組なども考えられます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

大きい小さいあろうけれども、それぞれの地域

に応じた地域づくりを進めていこうという行政の

考えというふうに承りました。今後ともよろしく

お願いしたらと思います。 

続きまして、三瓶については分館制度がありま

した。これについては分科会で熱心な討議が行わ

れまして、私も一番最終の 13 回の後半だけ傍聴

に行かせていただきました。 

まず、三瓶の分館を集会所に衣替えする根拠と

意義についてお尋ねをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

市では小規模多機能自治を推進するため、令和

５年４月から公民館を地域づくり活動センターへ

移行する方針を示しました。これに伴い西予市公

民館条例を廃止することとなり、それに伴い公民

館分館制度も廃止となることから、公民館分館を

区の集会施設として御利用いただけないかと御提

案をさせていただきました。 

長い歴史の中で引き継がれてきた三瓶町におけ

る分館制度を廃止することについては十分な検討

が必要であり、三瓶町以外の市民にも理解をして

いただく必要があることから、今後の分館の在り

方について協議をするため、地域づくり活動セン

ター市民検討委員会のもとに西予市公民館分館制

度分科会を設置し、分館の在り方について御検討

をいただくことといたしました。 

分館制度分科会で協議、検討を進めるにつれ、

分館と集会所、両施設の地域コミュニティ機能は

似通ってはいるものの、設置目的や管理主体が異

なるだけでなく、歴史的背景やこれまで地域で受

け継がれてきた施設への思い入れにも大きな違い

があり、とりわけ三瓶町では分館建設時に区民が

多額の寄附を行ったなどの経緯や、公民館分館に

対してひとかたならぬ思い入れのあることについ

て理解が深まったところです。 

今後、市内全域においての地域づくり活動セン

ター化はもとより、三瓶町地域の皆様には分館の

移行についても大きな変革をお願いすることにな

ってまいります。 

分館という制度はなくなりますが、分館におい

て活動されてきた地域活動や生涯学習、社会教育

活動につきましては、これまでどおり行っていた

だけるよう御協力いただきながら進めていくこと

になります。 

市は、分館を行政区の拠点施設として利用して

いただくことに際しまして、生活に不可欠な機能

や利便性の確保をはじめ、今後予想される少子高
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齢化や人口減少による過疎化などの影響も考慮し

ながら住民の皆様に寄り添い、移行に対する不安

の払拭に努めてまいる所存でございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

次の質問に移ります。 

三瓶東公民館についてであります。三瓶東公民

館は現在、三瓶文化会館の事務所内に間借りする

形でデスクのみがあり、施設としては存在してい

ないと思っております。令和元年 12 月の定例会

におきまして小野議員がこのことについて触れて

おられまして、「三瓶小学校区の自治交流センタ

ーはどこに考えておられるのか」と一般質問をさ

れ、当時の総務企画部長が「基本的には現存する

公民館を想定いたしておりますけれども、東公民

館のセンター化におきましては今後十分な協議が

必要となってこようかと考えております」と答弁

されております。 

一方でこの１年間熱心に協議を重ねられました

西予市地域づくり活動センター市民検討委員会公

民館分館制度分科会におきましては、三瓶東公民

館は三瓶文化会館とは別に新たな施設を設置して

もらいたいとの強い要望が出ている、このように

聞いております。このことについて市はどのよう

に考えておられるでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

市が提案する地域づくり活動センターの在り方

については、市民検討委員会及び公民館分館制度

分科会では多くの意見をいただき、答申にまとめ

ていただきました。34 名の委員の皆様、本当に

長い間御苦労をおかけしました。この場をお借り

いたしまして、改めて厚く御礼申し上げます。 

三瓶東地区の活動センターの設置場所について

は、分館制度分科会において三瓶文化会館の活用

を市の案として、事務局であるまちづくり推進課

が述べさせていただきましたが、いただいた答申

の内容を改めて精査し、今後お示しをしたいと考

えております。 

いずれにしましても、推進計画案をもとにした

地域での協議・検討を踏まえて、センターの設置

場所を検討してまいりたいと考えております。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

熱心に協議をいただいた委員の皆様方にも私か

ら改めてお礼を申し上げたいと思います。 

三瓶選出８名の委員の方々の熱い思い、そして

また、今後展開されます８月からの地域の声を聞

く市政懇談会におきましても、町民の皆様からこ

のことについては要望が出てこようかと考えてお

りますので、市でも慎重にお考えいただき、また

適切に御判断いただいたらというふうに考えます。

よろしくお願いをいたします。 

続けます。地域づくり活動センターの中で、機

能の中について１点、営利ビジネスを活動可能に

するという項目がございます。 

この中で、三瓶地区の北地区、南地区について

要望が出そうなことが売店の設置ではなかろうか

と、このように想像しております。といいますの

は、各地区に西宇和農協のＡコープが存在してお

ったんですけれども、これが令和元年 12 月末で

すかね、三瓶東地区のＡコープ１店、メインの１

店を残して全部閉店してしまったという経緯がご

ざいます。端々の周木や下泊あるいは端のほうに

お住まいの方については日常の買物がなかなか困

難だと。今は移動販売車が２台三瓶を巡回して物

資を届けておられるというふうに聞いております

けれども、軽トラックに乗せる物資については限

界がありますので、近くに売店があったら便利だ

よねと、便利になるやろうねというような声が上

がってくるのではないかというふうに想像いたし

ております。 

一方でそれが営利ビジネスとして成り立つのか、

そのためにはどのような手法を使うのかというの

がちょっとイメージしにくいので、その辺市はど

のように考えておられるかお聞きしたいと思いま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 
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○下澤政策企画部長 

公民館を地域づくり活動センターに移行するこ

とで社会教育法における制約も解かれることから、

施設内での地域が主体的に行う営利活動が可能に

なります。地域資源の活用や行政では行き届かな

い地域独自のサービスの提供などを創出・開発し

ていく取組が生まれることを期待しております。 

さて、御質問にありますセンターの施設内で展

開される買物困難者の支援についてですが、既に

地域内の商店が経営撤退するなどの事例も少なく

ない状況であり買物困難者が一層増加することが

想像できるところです。そのため、地域づくり活

動センターでそのような課題に対して支援する役

割を担えないか、各地域で議論されていることも

考えております。 

買物困難者対策における先進事例といたしまし

ては、センター内に地域が運営するマーケットな

どが展開されている事例がございます。ただ、こ

のような活動をするに当たり、契約行為が必要に

なったり税法上の対応が求められたり、また組織

の法人化などの様々な手続が必要となる場合がご

ざいます。 

センターでは主にセンター職員がそうした取組

に対して、地域づくりアドバイザー制度を活用し

た専門家の紹介や活動に必要な補助金申請のお手

伝いをするなど、地域の負担の軽減を図る後方支

援を行う、このように考えております。 

また、営利ビジネスとして成り立つのかとの御

質問でございますが、取組の手法や規模は様々で

ありますので一概にこの場で成り立つとは言いが

たいところでありますが、取組の当初から民間事

業者と同等の成果を求める必要はないと考えてお

りまして、その地域課題を解決する取組としての

営利活動が地域の住民サービスにつながり、参画

する方々のやりがいや生きがいとなり地域が元気

になる取組になることを期待しております。 

繰り返しになりますが、センターは地域が必要

となる支援を把握し、様々な事例の横展開なども

行いつつ、各種補助金の申請といった面において

も地域の力になりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

住民と行政が一体となった地域づくり活動とい

うことが基本コンセプトでございますので、その

点については地域から上がってきた声につきまし

ては行政からもできるだけの後方支援をお願いし

たいと考えております。 

先ほど御答弁の中に送迎ビジネスという言葉が

入っておったかと思います。 

これは一般質問の１番の交通弱者対策と一部重

なるところもあろうかと思います。その点でも地

域づくり活動センターも視野に入っているという

ような御答弁ございましたので、一つ事例紹介を

させていただいたらと思います。 

この４月 11 日に愛媛新聞に掲載されておりま

した松山市久枝地区の「予約型乗合交通実証実験

３カ月」という記事が目にとまりました。この中

の骨子を申し上げますと、松山市久枝地区のまち

づくり協議会などが会費制で定額乗り放題の予約

型乗合交通「チョイソコひさえだ」の実証実験を

始めて３カ月、行政の補助金を受けず、会員を登

録した住民等、協力事業者による会費での運営を

目指していると、このようなことでありました。

高齢化が進むまちづくりとして住民主体で行うと

いうことが注目を集めているというような記事が

載っておりました。 

今後地域づくりを進めるに当たってこれは一つ

の先進事例というふうにとらえていいのかなとい

うふうに考えております。３カ月やった実証実験

におきましては、利用する住民の反応は上々だと

いう記事も載っております。ただ、これは人口

2 万人を擁する久枝地区であるから成り立つので、

西予市において 2万人というと宇和町内みたいな

ことになってしまいます。端々の小さな町でその

ようなことができるのだろうかということも考え

たりいたします。 

買物困難な方、あるいは通院が困難な方につい

ては、品物を持っていくあるいはお連れするとい

う２つの手段が考えられるんですけれども、こう

いう持続可能な事業を地域づくり活動センターで

行っていかねばならないと、そういうことについ

て行政でも今後ご対応をいただきたいというふう

に考えます。これについて御答弁いただけますか

ね。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

久枝地区における公共交通の取組は、事業主体

が地域づくり組織でありまして、住民が出資を行

う住民参画型の運営方法をとられています。さら

には、民間事業者からも活動に対して出資を募り、

安定的な運営をされております。この事業を行う

には利用者からの予約受付や配車を行うため、地

域としての取組が肝となると理解をしております。 

この取組により、地域住民の主体的な活動によ

り地域の結びつきが強くなることも期待されます。

また、市の課題であります交通弱者等への対応に

も参考となる事例となりますので、今後の地域づ

くり活動や公共交通の施策の参考としたいと考え

ております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

小規模多機能自治、地域づくり活動センター事

業につきましては、平成 23 年度の地域づくり交

付金から始まる、でしたかね、平成 23 年度で合

っていますか、前市長、あるいは現管家市長の思

いが脈々とつながれた、今期目玉の施策かなとい

うふうに私どもはとらえておりまして、非常にイ

ンパクトが大きいということもあります。 

ここにつきまして最後に１点。 

旧東宇和郡４町、旧西宇和郡三瓶町が合併して

はや 17 年が経過をいたしました。合併以来、理

事者におかれましては、歴史・文化・風土が大き

く異なる旧５町の均衡ある発展を目指し取り組ん

でおられますことに対して、まず敬意を表したい

と思います。 

一方、今回の三瓶の分館の取扱いなどでは、い

まだそれぞれの地域で行政に対する考え方、関わ

り方には大きな違いが残ったままとなっているこ

とも明らかになったように感じております。 

非常に感覚的なものかもしれませんけれども、

そうした点のすり合わせができていない状態で西

予市が一つに今なれていると言えるのでしょうか。

地域づくり活動センターはそれぞれの地域の個性

を生かす取組と理解しております。西予市として

の一体感と地域づくり活動センターの取組との関

係性について理事者の考えをお聞かせいただきま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

平成 16 年４月１日に５町が合併して西予市が

誕生しました。17 年という年月が流れておりま

す。 

三好前市長から私へと、この 17 年間の市政の

根底には、西予市は一つとの思いが私は脈々と流

れて、そしてそれも今後も変わることはないと強

く思っているところであります。 

合併した旧５町には、先ほど議員も言われまし

たように、それぞれの歴史と文化、伝統がありま

して、生活もいろいろあります。地域性に基づく

特色のある各町で行政運営が進められてきました。 

こうした背景を踏まえて、合併以来それぞれの

特徴を生かしながら、西予市という新たな行政の

枠組みの中で、ソフト・ハード両面で総合的なま

ちづくりを推進することが最重要課題であり、そ

の実践に努めてまいりました。当然のことながら

旧町時代の行政運営とは異なる部分は生じますの

で、違和感をお持ちの方もおられるとは承知して

おります。それらが行政サービスの低下として感

じられる方もおられるかもしれません。 

市といたしましては、そうした方々に対する丁

重な説明により理解を求めるとともに、配慮した

施策の推進に努めてまいります。 

海、山、里それぞれの地域の特色を生かしなが

ら一つの西予市として発展していくことが私は大

事であると考えております。この考えのもとジオ

パーク構想を推進しており、また、小規模多機能

自治、地域づくり活動センター制度に取り組んで

いるところでございます。 

地域づくり活動センターはそれぞれの地域が生

き生きと輝き、そして西予市という一つのまとま

りとして発展していくため、新しいまちづくりの

大きな挑戦であるとともに、西予市のさらなる一

体感の醸成につながる仕組みになるよう努めてい

く所存であります。御理解と御協力をお願いいた

します。 
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最後に、議員から西予市は一つになれているの

かという問いに対しましては、私は西予市は一つ

であるとの答えしか持っておりません。 

以上で答弁といたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村一雅君。 

○６番中村一雅君 

市長自らの真摯な御答弁誠にありがとうござい

ました。思いが伝わったと私は感じております。 

それぞれの地域で長年にわたって培ってまいり

ました伝統や思いは大切にしていかなければなら

ないというふうに思います。その一方で、時代が

移り変わっていく中で改めていかなければならな

いものがあるということも理解する必要があると

感じたところでございます。 

17 年といいますと、純粋に西予市民として生

まれた方が、もう高校３年生になっておられる。

次々と世代が変わっていく、そういう人たちが次

代の世を担っていくのだと。「どこで生まれまし

たか」「私は西予で生まれました」と何のわだか

まりもなく素直に言える、そういう町、そういう

次代を担う子どもたちに私たちが伝えていくこと、

残していくこと、これを私たちは努めていかなけ

ればならないのだと、そういうふうに今日改めて

しみじみ感じたところでございます。 

地域づくり活動センターの取組が西予市の新し

い時代のまちづくりとして定着し、一つの西予市

として発展していくことを念願いたしまして私の

一般質問を終わります。 

○佐藤議長 

暫時休憩いたします。（休憩 午前 11 時 13 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 11 時 25 分） 

次に、２番宇都宮久見子君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

議席番号２番宇都宮久見子です。 

本日は傍聴にお越しいただきありがとうござい

ます。 

議長の許可を得ましたので一般質問させていた

だきます。 

2019 年に新たに発生した新型コロナウイルス

が、ここまで長期戦になるとは想像しておりませ

んでした。新しい生活様式を求められ、今ではマ

スク姿は当たり前、経済は逼迫し、毎日のように

飲食や旅行は感染拡大の要因であると耳にしまし

た。あと少しの辛抱と頑張ってきた事業者の方々

も、終わりの見えない生活に悲鳴を上げておりま

したが、このたび、ワクチンの接種が始まったこ

とで、少し明るい兆しが見えてきたように思いま

す。医療従事者の皆様や早急な対応をしていただ

いております関係者の皆様に感謝申し上げます。 

今回の質問は、現在のスケジュールどおりにワ

クチン接種が広がり、コロナウイルスにおびえる

ことのない生活が過ごせる日を見越した質問とさ

せていただければと思います。 

では、四国西予ジオパークについて質問させて

いただきます。 

市内でも、日頃より大変熱心にジオパークに対

し関わってくださっている方がいらっしゃいます

こと、頭の下がる思いです。そのような方を１人

でも多く、興味を持ってもらえる方が増えるよう

な質問になればと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。 

まずは、このジオパークとは何かということで

すが、ネットで「ジオパークとは」と調べてみる

と、「様々な自然遺産、例えば地層、岩石、地形、

火山、断層などを含む自然豊かな公園のことです。

数十億年の過去から未来まで、海山の大自然から

そこに暮らす生き物と人々までを一つにして考え

る。つまり、地球丸ごと考える場所、それがジオ

パークです」と紹介されております。 

次に、「四国西予ジオパークとは」と調べてみ

ると、あるサイトには「海抜ゼロメートルから

1,400 メートルに様々な地層や地形が存在する」

と書かれておりました。全く西予市を知らない人、

ジオパークを知らない人の興味を引くにはインパ

クトに欠けると思います。 

正直私も過去に何度も「四国西予ジオパークっ

て何ですか」と聞かれたときに、うまく説明でき

ず、これを読んでいただければと、四国西予ジオ

パークのパンフレットをお渡ししました。 

そこでまず、「四国西予ジオパークとは何です

か」と聞かれた際に、簡単に誰にでもわかりやす

く説明する共通文言をお尋ねします。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

日本ジオパークネットワークでは、ジオパーク

を、地球・大地（ジオ）と公園（パーク）とを組

合せた言葉で、「大地の公園」を意味し、地球を

学び、丸ごと楽しむ場所であることとされており

ます。 

四国西予ジオパークは、「四国山脈と宇和海が

育んだ海・里・山－4 億年の物語」をテーマに、

西予市の全域を通して、四国山脈と宇和海が育ん

だ、海・里・山の多様な生態系、そこに暮らす

人々の営みを丸ごと感じることができる大地の公

園としてＰＲをしているところです。 

四国西予ジオパークは、多様性を特徴とし、そ

のジオストーリーも箇条書で７つの文章で表現を

しておりまして、議員御指摘のとおり、簡単に誰

にでもわかりやすいというのが、引き続いての課

題となっております。 

実は、四国西予ジオパークのストーリーをより

共有しやすくするべく、内部では、イラストと文

章を対比させた資料等ができないかといった検討

もしているところです。 

また、昨年オンラインで行われた日本ジオパー

クネットワークの研修会において、ジオパークの

紹介は、誰を楽しませるのかを考えて、ＴＰＯに

よって違うキャッチフレーズと違う語り口で伝え

ることが重要だといったことを講師が言われてお

りました。そこで、令和２年 12 月から西予ＣＡ

ＴＶ様に御協力いただき、ジオパーク推進協議会

の関係者等にインタビュー形式で、みんなでつな

ぐ四国西予ジオパークと題して、３分程度の番組

を制作し、令和３年２月から放送を開始して、

個々のジオパーク観を語っていただき、市民に広

く四国西予ジオパークのストーリーについて紹介

をしております。多くの方に御出演いただき、

11 月末までを撮影、12 月中の放映を予定してお

ります。自分だったら、四国西予ジオパークをこ

んなふうに紹介しようと考えていただくこともジ

オパーク活用だと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

やはり誰をどのように楽しませるのか、興味を

引くキャッチフレーズや簡単な説明文が必要だと

思います。ぜひこれだというものを決定し、それ

が広まるよう周知していっていただきたいと思い

ます。 

過去にも、ジオパークに関しまして、何度も質

問させていただいておりますが、四国西予ジオパ

ークは、観光、教育、地域振興と何にでもジオパ

ークを絡ませているように感じますが、結局のと

ころ、西予市内でジオパークはどのような役割を

果たすのか、ジオパークの意義についてお尋ねし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

西予市の最上位計画であります第２次総合計画

の基本理念である西予市綱領八策に掲げておりま

す「地域のたからを活用し」とは、四国西予ジオ

パーク等の魅力を認識しつつ、地域に対する郷土

愛の醸成を推進し、地域資源を最大限活用して、

教育活動、観光振興、産業振興等を行い、地域活

性化を図るということであり、それぞれの項目に

ついて、未来の姿を示す基本構想の中で、ジオパ

ークを活用したビジョンを示しております。 

まちデザインでは、地域への愛着を持つことは、

地域活動を支える上でのインセンティブとなり、

ジオパーク推進を通じて醸成していくことが重要

であり、ジオパークの推進については、自然環境

が豊かであるというブランドイメージを定着させ

るため、統一感のある景観、環境、雰囲気を地域

のみんなで作り上げることが重要であるとしてい

ます。 

産業・雇用創出では、四国西予ジオパークにつ

いて、受入れた態勢の強化、整備を行い、南予の

他の地域と連携を深め、松山などからの観光客の

誘引を図りつつ、ブランド化した市内産品の販売

を促進することにより相乗効果を上げていくこと

が重要であるとしています。 

教育・人材育成では、四国西予ジオパークの学

習や地産地消による食育等を通じ、郷土愛を醸成

し、将来も住み続け、転出しても再び戻ってこよ
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うとする望郷の念や、たとえ戻ってこなくとも、

本市に貢献したいとの思いを抱いてもらうことが

重要であるとしています。 

西予市の様々な政策の中で、四国西予ジオパー

クは地域のたからとしての役割があると考えてお

ります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

まちデザイン、産業・雇用創出、教育・人材育

成と幅広く、何かに特化するというのは難しいの

かもしれません。広く浅くも重要ですが「ここに

一番力を入れています」と幾つか具体的な目玉に

なるようなものがあると理解しやすいのではない

かと感じます。 

次に、本年二度目の再認定審査の年となります

が、令和４年４月に城川町に（仮称）四国西予ジ

オミュージアムが完成します。ジオミュージアム

の詳細に関しましては、前回の定例会で山本議員

が一般質問されておりますので、詳細は省きます

が、この（仮称）四国西予ジオミュージアムは、

西予市にとって、ジオパークの再認定審査に際し

て、どのような位置づけなのかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在、城川町で建設中のジオミュージアムです

が、四国西予ジオパークに関する資料の収集と保

管、調査研究、展示等を行うとともに、西予市全

域に広がるジオパークの魅力を発信して、市内各

地への回遊を促進することや地域交流の場となる

ことを目的としています。 

前回の再認定審査においては、四国西予ジオパ

ークの学芸員を活用した研究ビジョンを示すこと、

生態系や文化に関する研究や情報収集を進めるこ

と、ジオミュージアムには、ガイダンス施設や研

究施設としての機能を持たせるだけでなく、ガイ

ドや訪問者が集まりコミュニケーションを図るこ

とが可能な施設となるように整備を進めること、

という３つの課題が示されました。 

ジオミュージアムの建設や運営に当たっては、

このような点を視野に入れて準備を進めています。

再認定の現地調査が行われる今年の秋には、審査

員に整備中のジオミュージアムを確認いただき、

運営計画やある程度具体化した研究ビジョンなど

を示せるようにする予定としています。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

前回の再認定審査のときの課題に対応できるよ

うなジオミュージアムになるのか、お尋ねいたし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

先ほどの答弁と多少重複いたしますが、ジオミ

ュージアムでは、四国西予ジオパークに関する資

料の収集と保管、調査研究、展示等を行うととも

に、西予市全域に広がるジオパークの魅力を発信

して、市内各地への回遊を促進することや教育活

動の場、地域交流の場となることを目的としてい

ます。 

ジオミュージアムの建設や運営に当たっては、

展示内容検討委員会等の御意見や、先ほど申し上

げました、前回の指摘事項などを考慮しながら、

来年４月にはオープンできるよう準備を進めると

ころです。 

再認定の現地調査が行われる今年の秋には、整

備中のジオミュージアムを調査員に御確認いただ

き、展示内容や完成後の運営計画、またある程度

具体化した研究ビジョン、こちらを示せるように、

引き続き準備を進めているところでございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

現在、仮称ではありますが、ジオミュージアム

と名がつく以上、西予市にとって四国西予ジオパ

ークを誇りに永久的に続けていかなければなりま

せん。今後も４年に一度の再認定審査を落とすわ

けにはいかないことを市民全員が常に心にとどめ
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ておく必要があります。 

ちょうど先週、愛媛県知事主催のＬＳ・21 と

いう会で、今治ＦＣの岡田監督、現在はＦＣ今治

運営会社、株式会社今治.夢スポーツの代表であ

ります岡田監督を講師に「スポーツを通じたまち

づくり」というテーマで勉強会を行いました。そ

こで、岡田監督からたくさんの実りある話を伺い

ました。その中で、「箱物というのは目に見える

象徴であるが、そこに来たくなるようなわくわく

感を与える舞台でなくてはならない。どれだけ最

新ですとうたっても、翌年にはどこかでもっと新

しいものができる。必要なのは、そこにあるスト

ーリーである。こちらの売出したいものだけでな

く、来客者の求めるものを見つけ、新しい出会い

や絆を提供できるような施設をつくることが必要

である。365 日人が集まってくるような施設にす

ることが必要である。地元の人が幸せそうに生き

生きすること、それが地方創生である」という言

葉に非常に感銘を受けました。 

これはまさにジオミュージアムにも当てはまる

話だと思います。市民がわくわくでき、交流人口、

関係人口、定着人口が増えるようなジオミュージ

アムになるよう期待しています。 

次に、前回の定例会で下澤政策企画部長が答弁

されました、（仮称）四国西予ジオミュージアム

における経済への好循環とは何を意味するのか、

説明を願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

先ほどの答弁でも少し触れましたが、四国西予

ジオミュージアムでは、市内の自然や文化などの

多種多様な魅力を紹介することで、それをきっか

けに、来訪者が市内各地にあるサイトや施設、店

舗などを巡ってもらうことを大きな目的のひとつ

としております。 

西予市は愛媛でも二番目に広い面積を持つまち

です。１日で全てをめぐることは、なかなか困難

なところだと思います。西予市のファンを増やし

て、何度でも足を運んでいただき、市内の見どこ

ろや各種施設、店舗等を利用していただくことが、

経済の好循環につながっていくものと考えます。

そのためにも、四国西予ジオミュージアムと市内

各地をどうつなぐかが重要だと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

具体的にはどのような取組を考えておられるの

か、お尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

特に近隣施設であるギャラリーしろかわ、城川

民俗資料館及び、道の駅きなはい屋しろかわと連

携し、どちらからでも案内・誘導し、相乗効果が

出る仕組みを構築したいと思います。また、駅前

複合施設ゆるりあんが本年度から供用開始され、

四国西予ジオパークの紹介スペースも設けられて

おります。このスペースを有効に活用し、駅前か

らジオミュージアムへの誘導を図り、利用者の促

進につなげていければと考えております。 

施設完成後は、来訪者がどこから訪れているか

など、客の傾向も調査し、効果的な宣伝周知を考

えていく必要もあると思っております。ジオミュ

ージアムと市内各サイト、各施設がつながり、西

予市を訪問される方の滞在時間が少しでも長くな

れば、地域経済への反映も期待できるはずですの

で、経済への好循環といった視点からもジオミュ

ージアムの活用方法を探ってまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

西予市内には、乙亥会館やＪＲ卯之町駅、米博

物館、歴史文化博物館、道の駅、海の駅、あけは

まーれやジオキッチン等もあります。その辺りと

の連携も重要になってくるのではないかと思いま

すので、完成までにそのような仕組みづくりを期

待したいと思います。 

では次に、令和元年第３回定例会におきまして、

私が質問させていただきました際のいただいた答

弁の内容から、再度質問させていただきます。 
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まず、平成 30 年７月豪雨で甚大な被害を受け

た桂川渓谷の現状をお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

平成 30 年７月豪雨で被災した桂川渓谷ですが、

入り口から約 200 メートル先の第一キャンプ場ま

では見学可能であり、自然観察等を行うことがで

きますが、そこから先は橋が流出したままで立ち

入ることができておりません。 

しかし、これまで数回ではありますが、防災学

習の視点を取り入れたジオツアーとして、職員や

ガイドとともに安全を確保しながら活用した実績

がございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今後、ジオの視点で防災・減災学習を進めると

の答弁もいただいておりましたが、現在の進捗状

況をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

令和元年度には、日本ジオパークネットワーク

に所属する専門家の支援によって、学校や公民館

などでジオパークの視点を加えた防災・減災に活

用できる資料が完成し、出前授業や学習会で活用

できるようになりました。 

令和２年 10 月には乙亥会館に災害伝承展示室

がオープンし、準備期間を含めて、復興支援課が

中心となって、防災・減災学習への活用を検討い

たしました。 

今年４月からは、市内の小中学校を対象として、

災害から学ぶ・パッケージ学習事業を展開してお

ります。これは、復興支援課が窓口となり、災害

語り部の皆さんや愛媛大学、危機管理課、ジオパ

ーク推進室との連携による事業で、乙亥会館、災

害伝承展示室の見学と、13 のメニューから選択

できる防災学習をセットにした授業を一度に行う

ことができます。 

学校における防災教育の充実と、災害の記録と

記憶の継承を目的とし、学習の手引書なども作

成・配布することで、学校現場で活用しやすいよ

う工夫をしております。 

以上の視点での学習メニューでは、実際の地形

や等高線が記載されている地図を読み解く授業を

行うことができます。過去に起きた土地の隆起、

沈下等の地殻変動による各地域の特性を参加者で

考え、災害に備えることが、ジオパーク視点で重

要な役割を担うものと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

一般の方向けの防災学習はどのように進めてお

られるのか、お尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

一般の皆さんを対象とした防災・減災学習とい

たしましては、令和２年度にジオパークの現地学

習会であるせいよ自然と暮らしのカレッジで、桂

川渓谷と野村のまち歩き、須崎海岸の斜面崩壊を

それぞれテーマとした現地学習会を３回行ってお

ります。ジオパークならではの視点で地形から災

害へアプローチし、災害のメカニズム等について

学習をしてまいりました。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

その学習会を市内 100％カバーしている自主防

災組織の方々などにも活用していただくことがで

きれば、地域に根差したジオの視点での防災・減

災学習が広がると思いますので、御検討いただけ

ればと思います。 

次に、四国西予ジオパーク応援店が 53 店舗で、

その活動は、ポスターや応援フラッグの掲示、ジ

オマップを配布いただき、イベント案内を送り、

参加いただいている状況であるとの答弁でしたが、

まず、現在の四国西予ジオパーク応援店の店舗数
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をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在 63 店舗に御協力をいただいておりますの

で、10 店舗増加しております。地域別の内訳と

いたしましては、明浜が６、宇和が 25、城川が

７、野村が 17、三瓶が８となっております。 

今年度は新たに 20 を超えるお店が御協力いた

だける予定となっておりまして、事務局では既に

15 店舗から提出された申請書もお預かりしてい

るところです。 

応援店には、ジオパークのフラッグを掲示して

いただき、パンフレットの配布等、可能な範囲で

ジオパーク案内等をお願いしております。また、

四国西予ジオパークのホームページでは応援店の

紹介も行っております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

前回から応援店は増えているようですが、成果

はどのようなものがあるのかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

成果に関しましての数値的なものは確認できて

おりませんが、ジオパーク推進室といたしまして

は、フラッグを掲示して、ジオマップなどを配布

していただくことだけでも、市民と一緒に取り組

むジオパーク活動だと認識をしており、応援店の

皆様には心から感謝をしているところでございま

す。 

今年度は広く市民に向けて四国西予ジオパーク

マガジンを２回発行する予定がございます。興味

を持っていただける方に無料でお渡ししてジオパ

ークファンを広げるという目的ではございますけ

れども、完成後は、そういった資料も置かせてい

ただきたく思っておりまして、お願いをしていく

つもりですので、何とぞよろしくお願いいたしま

す。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

前回も申し上げましたが、応援店として登録し

ていただいている方は、登録したことにより何を

すればよいのか、どう動けばよいのかわかりにく

い現状です。いい意味で、お互いが利用しやすい

応援店制度となるよう、今後に期待いたします。 

ジオパークに関して、地域の特産品を生かした

レシピの開発などに取り入れていただきたいと言

われておりましたが、現在の進捗状況をお尋ねし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

西予市単独の補助事業の中にジオブランド推進

事業というものがございます。この事業では、西

予の特産品を使ってブランド化を図るための調査

研究経費が補助の対象となります。ジオパーク推

進室が窓口となっておりますが、活用いただいた

事例がまだまだ少ないので、ぜひ積極的に活用い

ただければと思っております。 

なお、西予市の特産品を活用したレシピ等の開

発では、最近愛媛新聞にも大きく取り上げられて

おりましたが、城川町の遊子川ザ・リコピンズ様

がジオの至宝としてブランド化しているトマトゆ

ずポンなどを使ったレシピ本を発行されていると

いうことは御紹介させていただきたいと思います。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

これからも特産品を活用したレシピや商品の開

発が増えるよう、継続したジオブランド推進事業

の周知をお願いしたいと思います。 

では次に、アフターコロナを見据えたジオパー

クを活用した観光面の準備についてお尋ねいたし

ますが、まず、ジオパークの中での観光をどのよ

うに考えておられるかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

ジオパークでは、大地と生態系、人々の暮らし

とのつながりを楽しめるツアーをジオツアーと呼

んでおりますが、自然環境や景観をそのまま楽し

むトレッキングや、地域の歴史や文化的な価値を

楽しむまち歩き、サイクリングツアーなども含ま

れますし、ジオパークらしい野外アクティビティ

ーも持続可能な開発の一つだと言われております。 

御案内のとおり、ジオパークはユネスコの事業

であり、日本ジオパークであっても同じ方向性を

持つことが必要とされております。ジオパークで

求められている持続可能な観光とは、数だけを求

める観光からの脱却、自然・文化・無形遺産を保

全しながら観光を行う、文化の多様性を尊重する、

また、特に途上国では、貧困や格差の解消につな

がる観光、要するに地元にお金が落ちる観光だと

いうふうに、日本ジオパーク委員会の委員で、ユ

ネスコジオパーク執行委員会委員の方が、ジオパ

ークの全国研修会でおっしゃられておりました。 

大きな観光地に恵まれておらず、道路状況など

も鑑みると、大型バスなどで地域に分散した各種

サイトへのアクセスがしにくい西予市では、逆に

こういった方向性とは整合性がとれるものと思い、

現在、アフターコロナを見据えて、インバウンド

への対応を進めることとしております。 

値打ちをわかって、お金をお支払いいただける

可能性の高い外国人旅行者にも選んでいただける

ような取組を進めることも必要だと感じておりま

すし、これは外国人観光客だけに限ったことでは

なく、日本人観光客にも通じるものがあると思っ

ております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

もう少し詳しく具体的な取組について説明願い

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在検討中ではありますけれども、県内在住の

外国人を対象としたモニターツアーの企画実施、

また、コロナ感染で実施できない場合は、外国人

が四国西予ジオパークに求めるニーズ調査を西予

市観光物産協会に協力していただきながら進める

予定としております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

そのような取組は、再認定審査にどのように関

係してくるのか伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

前回の再認定審査におきましては、ジオツーリ

ズムのためにホームページやパンフレット、サイ

トの看板などについての外国語対応を進めること

を指摘されたため、それらを計画的に進めており

ます。ジオマップは英語版が完成し、ホームペー

ジも近々公開できるよう準備を進めております。 

今年の再認定審査では、こういった報告に加え

まして先ほどのインバウンド対応状況にも触れた

いと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

外国人観光客もターゲットに考えられていると

いうことは、物質的な準備はもちろんのこと、言

葉の壁もあります。来られた外国人観光客の方に

楽しんでもらえ、理解してもらえる。不便のない

旅行を楽しんでもらえるよう、そのような人材の

育成も必要になってくると思いますので、進めて

いっていただければと思います。 

次に、四国西予ジオパークのロゴマークやネー

ミングの活用方法についてお尋ねします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 
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四国西予ジオパークのロゴマークは、ジオパー

クの理念に反しない限り、ジオパーク推進室に使

用の申請書を提出いただければ自由に使用してい

ただいて構いません。四国西予ジオパークのホー

ムページの中に、ロゴマーク紹介・申請に関する

情報を載せており、ロゴマーク利用ガイドライン

に示しているとおり、公式デザインをそのまま利

用いただくことになっております。 

また、営利目的、立体物、動画で使用する場合

は御申請いただき、内容に問題がなければ使用は

可能となっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

申請をすれば、理念に反しない限り使用できる

ということでしたが、どういったものに申請があ

ったのかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在の西予市観光物産協会などで販売されてい

るジオのポロシャツは広く目にしていただけるも

のですが、ＪＡ東宇和様をはじめとする多くの企

業様が商品パッケージにロゴマークを使用してい

ただいております。また、企業の従業員様が使用

される名刺、企業や個人で発信されている西予市

の動画内などでの使用など、昨年度までに 56 件

の申請がございました。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

今定例会よりジオパークのポロシャツを着用さ

せていただいておりますが、市内各種団体の方や

一般の方にもロゴマークなどを使っていただき、

広めていただくような取組が必要です。 

自由に使ってくださいというよりは、ぜひ使っ

てくださいというような姿勢が必要だと思います。

例えばシールやスタンプなどをお渡しするとか、

依頼や広報をどんどん進めていっていただきたい

と思います。 

次に、ジオブランドジオの至宝についてですが、

ジオの至宝とはどういったものかお尋ねいたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

西予市で採れる農林水産物に関してはジオの恵

みと位置づけて紹介しておりますが、地形や地質

などジオパークとの関連性が強く、市場性、独自

性があり、特にジオブランドとして区別できるも

のを四国西予ジオの至宝として認定をしておりま

す。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

西予市内で採れるものは全てがジオの恵みであ

る。その中でもブランドとして区別できるものが

ジオの至宝であるとのことは理解できました。 

では、ジオの至宝に認定してもらいたい場合の

申請、登録方法を説明願います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

現在、１年に２回募集受付を行っており、ジオ

パーク推進協議会の事務局でございます市役所の

ジオパーク推進室に申請いただきますと、審査会

を開催して審査することになります。 

認定審査を行う四国西予ジオブランド認定審査

会は、四国西予ジオパーク推進協議会の物産部会

長が委員長となり、地質・地形の専門家やデザイ

ナー、６次産業化プランナー、野菜ソムリエ、地

域経済の専門家など外部有識者を中心として

10 名によって構成されております。 

認定審査会では申請事業者にプレゼンを行って

いただき、認定基準による採点を審査員が行い、

基準をクリアすると認定となります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 
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宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

慎重に審査されるということで、ジオの至宝は

西予の宝でもあると思いますが、このジオの至宝

登録品の活用方法をお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

四国西予ジオの至宝は現在７事業者 11 品が認

定されています。 

活用に関しましてはジオの至宝として別途作成

しているホームページに掲載し、店頭ポップ及び

チラシ作成、また、都市部での物販への参加斡旋

など、各商品におけるＰＲの支援を実施しており

ます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

現在あまり店頭で見かけることがありませんの

で、ジオの至宝というブランド名を広く広めてい

ただき、今後、駅前複合施設ゆるりあんやどんぶ

り館をはじめとする道の駅などでのＰＲや販売が

できるよう支援していくことも進めていっていた

だければと思います。 

ジオパーク最後の質問項目、今回の総括になり

ますが、まず、四国西予ジオパークを市内、市民

に広げるため、どのようなことを考えておられる

のかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

認定から８年目を迎えてジオパークを活用した

取組が様々な分野で始まっております。例えば、

ジオの至宝をはじめ大地の恵みである１次産品の

ブランド化の取組とあわせ、それら産品が全国的

な評価を得るなど相乗的なＰＲ効果があるほか、

ジオの恵みを活用した加工品の開発などの６次産

業化、また、それらの活動を広げることによる新

たな担い手の確保や地域に根差した新規事業の立

ち上がりなどといった様々な産業面での広がりが

出てきたと感じております。 

また、この１年はコロナ禍で目立った活動はあ

りませんでしたが、その特徴ある大地や自然環境

を舞台にしたアウトドアイベントをはじめ、ジオ

ガイドによるジオツアーなどといった観光産業へ

の波及効果も見られ始めていたところですので、

アフターコロナではこういった活動のネットワー

クを広げながら今まで以上に推進していかなけれ

ばと考えております。 

また、議員から最初に御質問いただいたストー

リーの共有については、西予市の地形の成り立ち、

自然、文化等を正確な情報に基づき誰もが容易に

理解できるよう内容を構成し周知していきたいと

思っております。 

また、市内の小学校、中学校、高等学校では、

授業の中でジオパーク学習を積極的に取り入れて

いただけるようになってまいりました。授業の感

想なども学校から届いておりますが、ジオパーク

学習を通して守るべき地域の宝への理解や郷土愛

が子どもたちに根づき始めていると感じておりま

す。 

こういったジオパークが当たり前の環境で育ち、

ジオパークの理念や自分たちの暮らす地域の魅力

を理解する子どもたちがどんどん増えていくこと

で、その子どもたちが将来様々な分野で活躍し、

また、西予市に対する郷土愛とともに地域にとっ

てもその子どもたちが成長し中心となって、また

次の子どもたちとともにジオパーク活動を展開し

ていく、このような持続可能な発展につながれば

と願っております。 

このようなジオパーク活動は、行政だけでなく

ジオパーク推進協議会の４つの部会の中での市民

による活発な話合いに加え、協議会を構成する

50 を超える団体や市内で活発な活動を展開して

いる地域づくり組織などの活動がその基礎となっ

ております。 

こういった情報をいろいろなツールを使って積

極的に発信、提供することで、四国西予ジオパー

クの認知度を上げ、新たにジオパークに関わって

いただく市民を増やしていくことが重要だと思い

ます。西予市にはジオパークを広げていくための

補助金制度も幾つかございます。積極的に御活用

いただければと思っております。 

以上でございます。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

次に、市外、県外へ広げるためにどのようなこ

とを考えておられるのかお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

３年前までは、松山空港などでジオパーク動画

を用いたＰＲを行っておりました。一昨年度前か

らは、松山市駅や路面電車内での動画広告でＰＲ

を行っております。 

また、ホームページなどで、先ほど述べさせて

いただきました、市内で行われているジオパーク

関連活動の情報発信を市外や県外に行っておりま

すが、加えて、ジオミュージアムがオープン後は

ここを拠点として、市外の皆様にも幅広く楽しん

でいただけるイベントや企画展などを通して誰も

が親しみやすいジオパーク活動を行っていくこと

が四国西予ジオパークの認知度の向上のために必

要なことと考えております。 

さらに、四国内のジオパークとの連携やカルス

ト地域、西予市同様の地質、地形を持つジオパー

クとの連携など、日本ジオパークネットワークを

通じた取組によって、市外、県外へ四国西予ジオ

パークの情報発信をしていきたいと考えておりま

す。 

日本ジオパークネットワークにおいて、四国西

予ジオパークが防災ワーキンググループの担当と

なっており、２月６日にＷｅｂでの全国研修会を

開催し約 150 人の参加をいただいております。 

今年度、島根県で 10 月に開催される全国大会

でも防災分科会を担当することとなっております

ので、当市の事例について発信し各地域のジオパ

ークと連携してまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

西予市内には各地に点在するジオスポットがあ

りますが、距離が遠かったりするため、シーズン

や時期により、例えば旧町単位などでピックアッ

プした売出しをするとか、まずは市民の方からで

もジオパークファンクラブをつくるなども効果的

ではないかと思います。 

香川県のバス会社では、Ｗｅｂ会議サービス、

ズームを使ったバスツアーの企画で画面越しに添

乗員のガイドやリアルタイムでの観光地案内や現

地の人、他の参加者との会話を楽しめるようです。

参加申込みをすると、バスツアー気分を味わえる

よう自宅に旅のしおりや現地ならではのお弁当が

届き、とても好評だそうです。ジオパークに関し

ても、遠方の高齢者の方やどうしても来られない

方もいらっしゃいますので、このような取組も楽

しそうだなと思いました。 

いろいろな方法をチャレンジしていくことでこ

れからますますジオパーク熱が熱くなるよう期待

して、ジオパークの質問を終わります。 

次に、ふるさと納税についての質問に移ります。 

こちらも令和２年第４回定例会におきまして、

ふるさと納税の仕組みや返礼品について、企業版

ふるさと納税についてなど質問させていただいた

ところでありますが、昨年度のふるさと納税の実

績が出た頃かと思いますので、まず昨年度のふる

さと納税の寄附件数と寄附金額をお尋ねいたしま

す。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

昨年度の西予市のふるさと納税の実績について

御説明いたします。 

令和２年度は寄附件数が 1 万 8665 件、寄附金

額が 2 億 6393 万 1000 円の実績となっております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

では、過去の実績との比較と、近隣市町のふる

さと納税の動向を伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 
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先ほど申し上げました昨年度の実績値を、その

前年である令和元年度の実績と比較いたしますと、

寄附件数が前年比 137.2％、また、寄附金額が前

年比 104.0％とともに増加しており、過去３年間

と比べましても、毎年寄附の件数、金額ともに増

加傾向にあります。 

県内自治体との比較では、西予市は県内 20 市

町の中で寄附件数並びに寄附金額ともに上位から

６番目の実績となっております。なお、南予の市

町の中では八幡浜市に次ぐ２番目の実績となって

おります。 

近隣市町の動向を聴取したところ、やはり人気

の高い返礼品はかんきつとなっておりまして、特

に八幡浜市は西宇和ブランドとあわせて登録され

ているかんきつの返礼品の種類が多いことなどか

ら多くの寄附を集めることに成功しているようで

す。また、かんきつについては旬の時期があるも

のの、できるだけその旬の時期以前の早い時期か

ら寄附を募れるよう予約販売に力を入れることで

寄附件数を増やすことにつながっているようです。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

県内 20 市町の中で上位６番目、南予では２番

目ということで、寄附者はもとより尽力されてお

ります関係各位には感謝申し上げます。 

昨年度の実績に対しどのように分析されている

か伺います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

さきに述べました西予市の昨年度の実績から分

かるとおり、寄附件数は大幅に伸びたものの、寄

附金額の伸びは小さかったことから、申込み１件

当たりの寄附額が大幅に下がったことになります。

比較しますと、令和元年度が１件当たりの寄附金

額が 1 万 8000 円を超えていたのに対しまして、

令和２年度については１件当たりの金額が 1 万

4000 円と大幅に低くなりました。これは、寄附

していただく方々の多くが関東・関西の都市部の

方々であり、コロナ禍で緊急事態宣言等の対策が

長期にわたる中、これからの生活や収入に不安を

感じる方々が増加し、高価格の返礼品よりも、よ

り生活に密着した食品等の返礼品を好む傾向が強

くなったこと、また、長引くコロナ禍の中で純粋

に都市部を中心として寄附者の所得が下がったこ

とが大きな要因となっております。 

西予市で言いますと、高級な真珠や精肉等の申

込み件数が大きく減った一方で、お求めやすいか

んきつや加工食品、レトルト製品等の申込み件数

が増えております。また、近隣自治体等の傾向か

ら分析したところ、やはり返礼品の種類が多いほ

ど寄附者の様々なニーズに対応できる点から、返

礼品の種類に比例して寄附件数も増えることが言

えると思います。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

ワクチンで明るい兆しが見えてきたとはいえ、

このコロナ禍の影響はしばらく続くものと思われ

ます。 

今後ますます生活に密着した返礼品や寄附者の

ニーズに合う返礼品が増えることに期待しており

ます。 

最後の質問になりますが、ふるさと納税につい

て今後の計画や展望についてお尋ねいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

今年度の目標と今後の取組について御説明いた

します。 

今年度の目標は寄附件数 2万件、寄附金額 3億

円を目標としております。この目標を達成するた

めに、寄附者のニーズに合わせ特に人気の高いか

んきつや生活に密着した食品等を中心に、今年度

よりふるさと納税の業務委託を増やし連携を強化

した一般社団法人西予市観光物産協会と協力しな

がら、さらなる魅力ある返礼品の種類を増やして

まいりたいと考えております。 

なお、アフターコロナを見据えた誘客型・体験

型の返礼品の開発についても、西予市観光物産協

会が進めていく旅行商品の造成等とあわせて進め
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ていきたいと考えております。また、ふるさと納

税の広告ＰＲについては、寄附者の数が特に多い

首都圏にある程度ターゲットを絞って広告等のＰ

Ｒを進めたいと考えております。 

また、昨年度に実証的に行いある程度の効果が

見込めましたふるさと納税の各ポータルサイト内

の企画広告に積極的に力を入れていく一方で、リ

ピーターの獲得に向け、寄附者との直接的な交流

を行うためのＰＲイベントへの参画、また、一度

寄附をしていただいた方に向けたメールマガジン

の拡充などを行ってまいる予定です。 

なお、現在契約しているふるさと納税ポータル

サイト５社に加え、現在新たなポータルサイトの

追加について一般社団法人西予市観光物産協会と

一緒に具体的に協議をしながら検討しているとこ

ろでございます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

 宇都宮久見子君。 

○２番宇都宮久見子君 

前回ふるさと納税に関して、商工会や観光物産

協会などの団体に中間業者になってもらえないか

と質問をいたしましたが、観光物産協会と連携を

強化されたということで、今後ますますの寄附の

増加により県内１位になることを期待しておりま

す。 

以上で一般質問を終わります。 

○佐藤議長 

以上で本日の一般質問を終結といたします。 

明日６月 15 日は午前９時より引き続き一般質

問及び質疑を行います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

 

 散会 午後０時19分 

 



 

 

 

 

第 ４ 日 

 

６月 15 日（火曜日） 
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  開会 午前９時00分 

○佐藤議長 

おはようございます。 

本日はこのように傍聴にお越しいただき誠にあ

りがとうございます。 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

下澤政策企画部長。 

○下澤政策企画部長 

おはようございます。 

６月 14 日、昨日の宇都宮議員の一般質問にお

きまして、現在の桂川渓谷の状況について説明を

いたしましたが１点誤りがございました。 

「入り口から約 200 メートル先の第１キャンプ

場」までは見学可能でありと、このように説明さ

せていただいたところではございますが、正しく

は、「入り口から約 200 メートル先の第２キャン

プ場」の誤りでございますので、おわびして訂正

させていただきます。誠に申し訳ございませんで

した。 

○佐藤議長 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、一般質問を行います。 

質問者は通告内容及び申し合わせに従い発言し

てください。 

それでは通告順に発言を許可いたします。 

１番和気数男君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

議長の許可がおりましたので、議席番号１番、

日本共産党和気数男、通告に従い一般質問を行い

ます。 

質問の前に、６月５日愛媛県高校総体が行われ

ました。県立野村高校相撲部が３年ぶりに優勝し

インターハイ出場を決めました。お祝いを申し上

げますとともに、さらなるインターハイでの活躍

を期待し、この西予市議会から応援のエールを送

りたいと思います。 

質問に移ります。 

まず、１番目にジェンダー平等、男女共同参画

についての質問を行います。政府は６月 11 日、

４日前に、令和３年版男女共同参画白書を閣議決

定し発表いたしました。 

今回の白書は、コロナ禍での白書となり、従来

のものと変わっております。新型コロナウイルス

の感染拡大で、女性の非正規労働者や母子家庭、

ひとり親世帯など弱い立場にある人が影響を受け、

男女共同参画の遅れが露呈したと、政府自ら遅れ

を指摘しております。白書は、コロナ禍のもと、

女性（シー）と不況（リセッション）を合わせた

シーセッション（女性の不況）と呼ぶ雇用悪化が

進んでいるとも言っております。 

女性の非正規労働者は 2020 年３月以降 13 カ月

連続で減少した。また、在宅期間が増えたため、

家庭内のドメスティックバイオレンスの被害も増

加し、全国の配偶者暴力相談支援センターとイン

ターネットの相談窓口に寄せられた相談件数は前

年度比 1.6 倍増、自殺者数も前年より 935 人増え、

中でも主婦が増加していることがわかっておりま

す。就業面と生活面の両方から女性は大きな影響

を受け、男女共同参画の推進が待たれている。ま

た、論評として、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大は、各国の弱いところをあらわした。我が

国においては、男女共同参画の遅れが露呈するこ

とになったと、政府自ら言っております。このよ

うな劣悪な社会情勢の中の男女共同参画は重要な

役割を負っていると思われます。 

質問に移ります。質問は共同参画計画に基づい

て行います。 

西予市の第２次男女共同参画基本計画は

2018 年に策定され、今年で３年目を迎え、第１

次から通算 12 年になります。 

まず最初に質問の１、計画の事業主体と体制に

ついてと計画の推進状況の調査や管理はどこが行

うのかを時間が多分足らなくなると思いますので、

一度に質問をいたします。 

○佐藤議長 

和気議員、質問者の札を上げて。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 
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○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

計画の事業主体及び体制、進捗管理についてお

答えをいたします。 

西予市男女共同参画基本計画につきましては、

生活福祉部人権啓発課が主体となり、庁内関係課

や関係機関と連携し、計画に掲げられている４つ

の主要課題の重点目標の達成に向け推進しており

ます。 

進捗状況の調査や管理につきましても人権啓発

課が担っており、有効な計画の実現に向けて、推

進状況の比較が容易に確認できるように協議を進

めているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

再質問ですが、これも４つほどありますので、

質問だけ先に全部させていただきます。時間の省

略のためです。 

まず、計画の進捗及び管理の内容について、具

体的にどのように行っていくのか。あと計画期間

が 10 年と非常に長いスパンですね、余りにもち

ょっと長過ぎる。間延びをして、いつの間にか休

んでおったというふうな状態にならないためにも

数年に分けて第三者機関による進捗状況のチェッ

クとかを行う必要があると思うがどうか。 

それから、第１次計画から第２次計画に発展し、

知識の習得や意識啓発から問題解決の実践的な行

動が中心になっていると思うが、具体的な事例が

あれば報告を願いたい。 

第２次共同基本計画の配布先とその数をお答え

いただきたい。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

まず１つ目の御質問の計画の進捗管理を具体的

にどのように行っていくのか、また公表は行って

いるかについてお答えをいたします。 

この計画は、行政の施策の推進項目を示してあ

るもので、推進項目に沿って施策が展開されてい

るかどうかについては、庁内各部署との連携や西

予市男女共同参画推進行政会議において、定期的

に進捗管理を行ってまいりたいと考えています。

それにより計画の変更の必要があれば、進捗を管

理しながら、随時計画の見直しや変更、また公表

を行ってまいります。また、第三者機関による計

画の進捗状況のチェックの必要性でございますが、

西予市男女共同参画推進委員会設置要綱を活用し

て、進捗状況のチェック機能が働くよう必要に応

じて委員会を開催し、進捗状況の充実を図りたい

と考えています。 

２点目の知識の習得や意識啓発の具体的事例に

つきましては、女性活躍推進を後押しするために、

市内の女性を対象としたスキルアップ講座の開催

や男女共同参画の視点を防災分野に取り入れるた

めの講座や先進地視察を行っております。また、

男女共同参画社会の形成に向けて、県と市町、県

民の連携・協働した取組を推進する地域ミーティ

ングを西予市で開催しています。 

最後に、第２次男女共同参画基本計画の配布先

とその数でございますが、基本計画の冊子を

100 冊とその概要版を 1,000 部作成しました。配

布先については、関連するイベント等で配布する

など計画の普及啓発に努めております。 

以上、御答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

計画の配布先、100 冊と約 1,000 部ということ

ですが、私はかなりこれは配布先が少ないと思い

ます。もっと大量に構えを大きくする必要がある

と考えております。 

計画ができて第１次から 12 年たっております

が、男女共同参画の啓蒙や意識啓発は絶えず必要

だと思っております。まずせめて概要版だけでも

各世帯に１部ずつ配布すること、さらに、その他

わかりやすい、例えば小中学生・高校生向け、成

人、それから男女向け、高齢者用のパンフやチラ

シなどを配布し、男女共同参画の視点とはどのよ

うなことなのか。絶えずそのことが住民の周りに

あるような状態にしていかないと、通り一遍のこ

とで私は終わってしまうような気がいたします。 

例えばですが、小学生にポスターや作文を書い

てもらうとか、市民みんなで考える大会とか、そ
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ういったことも視野に入れるなどしたらどうかと

思っております。 

ちょっと追加質問、もう一つ抜けておりました

が、推進体制の充実で、市町、県、民間団体との

連携強化があるがどのような民間団体なのか、そ

の連携の内容はどのようなものなのか質問いたし

ます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

議員から御提案いただきました概要版の各家庭

への配布でございますが、現在概要版が残り僅か

でございますので、議員もおっしゃられたように、

概要版にかわる職員手作りのチラシやリーフレッ

トの作成など、あらゆる家庭や小学校、また中学

校など、そういう教育現場も含めて、今後検討を

してまいりたいと考えております。 

なお、基本計画全編及び概要版につきましては、

市ホームページに掲載しておりますので、ぜひ御

覧になっていただいたらと思います。 

もう一つの質問であります推進団体との連携強

化につきましては、市内の各種団体や民間企業に

対して、現状や推進体制を把握するためのアンケ

ートを行うことも連携強化につながると考えてお

ります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問に移らせていただきます。 

ジェンダーギャップ指数についてどのように思

うかということでございますが、今年３月世界経

済フォーラムがジェンダーギャップ指数を発表し

ております。 

日本は、前年より一つ指数を上げたものの、

156 カ国中 120 位と過去２番目の低さで、主要７

カ国、Ｇ７では最下位、アジアの主要な国々より

も下位でありました。 

この指数は、教育・健康・政治・経済の４分野

で分析しランクづけされるもので、日本は、例年

経済・政治分野でランクを下げており、経済分野

は、男女間の賃金格差、管理職の男女格差、専門

職、技術職の男女比のスコアが前回同様 100 以下

であった。中でも管理職の男女差は 139 位とさら

に順位を下げております。さらに、前回と同じく

最も深刻な事態にあるのが政治分野で、前回より

も順位を下げ、ワーストテンとなった。先進国の

中でも、また、東南アジアの中でも男尊女卑の強

い国家と言われております。 

このようなジェンダー不平等国家は、ジェンダ

ーの視点を欠いた政策につながっており、いまだ

に社会的、経済的に弱者である女性にとって日々

の生活に直結する悪影響を及ぼしております。 

例えば、新型コロナウイルス感染症の拡大によ

る混乱は、雇用環境の悪化、ＤＶや児童虐待など

の増大、母子家庭の一層の貧困化、女性自殺者の

急増などをもたらした。これらに対する適切な施

策がなされず、むしろ全国の小中学校の突然の休

校の要請などにより、事実上の育児の大半を担う

女性が休業、就業困難な状況に陥ったり、特別給

付金の受給者が世帯主とされたことにより、ＤＶ

被害者の受給が困難になったりもしたというふう

な状況でございます。 

このようなジェンダーギャップ指数についてど

のように思われますか。答弁を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

日本のジェンダーギャップ指数についてお答え

をいたします。 

議員のおっしゃるとおり、この調査は、世界経

済フォーラムが 2021 年３月、各国における男女

格差をはかるジェンダーギャップ指数を公表した

ものです。 

この指数の 2021 年の日本の総合スコアの順位

はほぼ横ばいであり、先進国の中で最低レベル、

アジア諸国の中で、韓国や中国、ＡＳＥＡＮ諸国

より低い結果となっております。 

最近、新聞やテレビでＳＤＧｓという言葉を耳

にするようになりました。ＳＤＧｓとは、持続可

能な開発目標の略称であり、2015 年９月に国連

で開かれたサミットの中で、世界のリーダーによ

って決められた国際社会共通の目標です。先進国

を含む国際社会全体が取り組むべき 17 の目標の

うち、目標の５番目に、ジェンダー平等を実現し
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ようというものがあります。ジェンダーの平等と

は、男女の格差を是正するだけでなく、男性も女

性も全ての人が自らの能力を最大限発揮するため

の機会を享受することができる世の中にしていく

ことであります。 

当市においても、西予市人権尊重のまちづくり

条例にありますように「すべての人の人権が尊重

されるまちづくり」に努めてまいります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問にいかせていただきます。 

西予市男女共同基本計画の到達点と課題につい

てお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

男女共同参画基本計画についての到達点と課題

についてお答えをいたします。 

先ほどの答弁のとおり、ジェンダー平等とは、

社会的または文化的につくられる性別的な役割の

撤廃であります。日本においては、ジェンダー平

等の実現に高い壁があります。これと同時に、性

の多様性についても理解不足といった課題がござ

います。 

西予市では昨年度、行政文書における性別記載

欄の見直しを行うなど、性別に関する固定観念の

排除に向けた取組を始めました。 

このように、男女共同参画社会の実現に向けて、

これまでの慣習の見直しを市民の皆様にだけ求め

るのではなく、行政制度の見直しも求められてい

ると考えます。これらのことを行政全体の問題と

してとらえ、性の多様性を前提としたジェンダー

平等を進め行動に移すことが、西予市男女共同参

画基本計画の到達点であると考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

同じく男女共同計画の学校教育の到達点と課題

をお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

男女共同参画の学校教育の到達点と課題につい

てということでございます。 

発達段階に応じました個人の尊厳・男女平等に

関する教育を推進し、人権尊重・男女の相互理解

と協力の重要性についての指導を図り、男女共同

参画意識の育成に努めることが男女共同参画の学

校教育の到達点でございます。 

課題といたしまして、男女の固定的な性別役割

分担意識や教育現場における男女の平等は、市民

アンケートにおいても、まだまだ男性優遇ととら

えている意見も多く、人権教育や男女平等の教育

の推進に対して支援していくことが大切であると

考えております。 

そのため、未来を担う子どもたちが、男女共同

参画を正しく理解し、その個性と能力が十分に生

かされるよう長期的な視野に立って、学校や家庭

における教育・啓発に努めてまいりたいと考えて

おります。さらに、様々な情報や誘惑が氾濫する

現代社会の中で、子どもたちが心身ともに健やか

に成長することができるよう性や健康に関する正

しい理解を促進していく方針でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

再質問をさせていただきます。 

具体的に学校教育の中でジェンダー平等などの

言葉を使ったり、ジェンダー不平等の問題点など

についての教育はなされているのでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

宇都宮教育部長。 

○宇都宮教育部長 

具体的にジェンダーについての教育というとこ

ろでございますが、現在、小中学校の学校現場に

おきましては、男女共同参画社会の視点に立った

男女平等教育の取組を進めております。特に、男

女共同参画社会の実現につきましては、中学校３
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年社会科の公民的分野で参画の意味や男女共同参

画社会の実現の意義を考える学習を中心に進めて

おります。また、道徳科、保健体育科など各教科

におきまして、それぞれの学年で発達段階に応じ

てジェンダーの基礎的事項となる男女の違いや異

性としての理解、互いを尊重して協力していこう

とする学習を進めております。 

なお、ＳＤＧｓやジェンダーという表記でござ

いますけれども、これは中学校家庭科の教科書に

記載をされており、授業の中で男女の平等や家族

の立場、役割を考えて協力することで、家族関係

をよりよくできることなどについて工夫しながら

学習を進めているというところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

第２次計画に向けて、市民のアンケートを行っ

ておられます。その調査結果から特徴とか傾向な

どがあるのかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市民アンケート調査結果での特徴、傾向につい

てお答えをいたします。 

セクシュアルハラスメント、いわゆるセクハラ、

マタニティーハラスメント、いわゆるマタハラ、

ドメスティックバイオレンス、いわゆるＤＶなど、

メディア等を通して広く報道されているものの認

知率は約 90％でございました。 

しかし、年齢ごとで認知率が分かれており、法

律施行後に学校教育を通して学習のあった世代で

は認知率が高くなっています。高齢になるほど認

知率が下がる傾向が見受けられ、教育の中で習っ

ていない、なれ親しみのない言葉であることが要

因と考えられます。 

こうした世代間格差を啓発の中で埋めていきた

いと考えているところでございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

今のアンケートですが、私が意外だと思ったの

は、夫婦別姓の問題について、賛成・反対それぞ

れほぼ 50％近い数字が出てきておりました。も

う少し反対の意見が多いかなと思っておったんで

すけども、そのような結果、非常に何となくよか

ったなというふうに思っております。 

次の質問に移らせていただきます。 

ＬＧＢＴなど、国籍や家族の在り方など多様性

の設問がないのはなぜかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市民アンケート調査において、多様性の設問が

ないことについての御質問にお答えいたします。 

西予市男女共同参画基本計画は、1979 年に国

連で、女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に

関する条約、いわゆる女性差別撤廃条約が採択さ

れ、男女共同参画社会基本法などの法律整備が進

む中で策定したため、多様性の設問は設定してお

りませんでした。 

しかしながら近年、性の多様性など、男女にと

らわれない全ての個性の尊重が必要とされていま

す。 

今後は、従来の計画を改めて考え直し、実態調

査等を実施する際には、性別にとらわれない多様

性についての設問を設けてまいりたいと考えてい

ます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

それでは次の質問、方針決定の場における男女

共同参画について、審議会・委員会などへの積極

的登用についての目標とその到達点の数値をお伺

いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井生活福祉部長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

審議会や委員会などへの積極的登用についてお

答えをいたします。 
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令和２年度の本市における審議会・委員会の女

性登用率は 26.1％でございます。県下市町の平

均は 26.045％となっており、ほぼ平均水準を保

っております。また、本市における直近４年間の

登用率を見てみますと、常に 25％以上の水準を

保ち、平均的ではあるものの登用率の増加には至

っておりません。 

女性の登用に関する数値目標といたしましては、

第２次西予市総合計画において、令和６年度時点

で 35％を目標としています。現時点では 10 ポイ

ントほど足りませんが、女性リーダーの育成や啓

発活動の推進により目標値を達成したいと考えて

おります。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

それでは次の質問にいかせていただきます。 

（第４期）西予市特定事業主行動計画について

お伺いします。 

この計画は、行政が先頭に立って、地域の羅針

盤として男女共同参画を推進するための行動計画

だと思っております。その実績と今後の計画を問

います。 

まず最初に、職員の勤務環境の改善状況につい

て。 

２番男性の子育て目的の休暇及び育児休業休暇

などの取得状況についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

和気議員の御質問にお答えをさせていただきま

す。 

本市では次世代育成支援対策推進法及び女性の

職業生活における活躍の推進に関する法律、いわ

ゆる女性活躍推進法に基づく特定事業主の責務と

して、西予市特定事業主第４期行動計画、令和２

年から令和５年を計画年度といたしておりますが、

策定をいたしております。 

西予市におきましては、少子高齢化により生産

年齢人口が減少する中で、子育てや介護などに関

わる職員が増えるとともに、消防団・学校・自治

会など地域活動での役割を担うことも職員に求め

られているところでございます。 

このような状況を踏まえ、男女がともに生活と

仕事を両立し活躍できる職場、子育てがしやすい

職場、女性が活躍できる職場環境づくりを進める

ため、出産、育児等に関する休暇の取得の促進、

また時間外勤務の縮減、女性職員へのキャリアア

ップ育成支援など、効果的な取組を実践すること

によりまして、職員の勤務環境の改善を図ってい

るところでございます。 

続いて、男性の子育て関連の休暇、その取得状

況等でございますけれども、男性の子育て目的の

休暇の取得状況につきましては、男性職員の配偶

者出産休暇取得率の目標を 100％とし、また育児

参加休暇の取得率の目標を 50％とし、その促進

を図ってきているところでございます。 

しかしながら、令和元年度の配偶者出産休暇取

得率は 50％であり、また、育児参加休暇取得率

も 30％にとどまっているという状況でございま

す。また、男性の育児休業の取得率は 20％を目

標としておりますが、令和元年度におきましては

５％ということで、目標率の達成には至っており

ません。 

業務分担の見直しを図り、職員が安心して休暇、

育児休業を取得しやすい職場環境をより一層整え

ていくことが課題であると考えております。 

本年６月３日には、父親が育児のために休みを

取得しやすくする改正育児・介護休業法が成立を

いたしました。子どもが生まれて８週間以内に夫

が計４週分の休みをとれる出生時育児休業、男性

版育休というものでございますけども、が新設さ

れ、令和４年４月からは、子どもが生まれる職員

一人ひとりに育休の取得を働きかけるよう義務づ

けされております。夫婦が協力して家事や育児を

担い、安心して子育てができる環境の整備が進ん

でおります。本市におきましても、休暇をとりや

すい職場環境づくりを今後も進めてまいりたいと

考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

今の回答で再質問でございます。 
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女性職員への育成支援など、効果的な取組を実

践とあるんですが、具体的にどのような効果的な

取組でしょうかお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

御質問にお答えをする前に、先ほどの中で、出

生児育児休業、「男性版育休」と申し上げました

が、「男性版産休」の誤りでございます。訂正を

させていただきます。 

今ほどの効果的な取組というところでございま

すけれども、女性が活躍できる環境づくりの効果

的な取組の具体的なものとして、子育て支援の観

点から申し上げますと、育児短時間勤務、育児部

分休業などの制度がございます。女性・男性とも

に利用ができる制度となっており、育児と仕事の

両立の支援を行っているところでございます。 

なお、男性職員につきましても、先ほど申し上

げました子育て目的の休暇制度を設けております

ので、そちらの活用を進めてまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次、女性職員の活躍推進に向けた取組の現状と

課題をお伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

女性職員が活躍できる職場環境づくりを整えま

して、係長担当職以上の女性職員の割合目標を

30％以上と掲げております。 

しかしながら、令和元年度の割合は 21.6％に

とどまっている状況でございます。 

男女共同政策部署と連携し、女性活躍に向けた

研修会等を実施しまして、女性職員等に対しキャ

リア形成の支援を行い、また、将来的な管理職へ

の登用を見据え、若年層時代からのジョブローテ

ーションにより、多くの業務経験を積むことがで

きる仕組みづくりを進め、女性職員の活躍推進、

また、職業生活と家庭生活の両立の推進を図って

まいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

今の質問への再質問でございますが、係長職か

らは昇格試験があるということでございます。そ

の試験を受けなければ昇格はしないというふうな

ことになっておると思いますが、その他の特別能

力があるとかいった人についても、試験以外には

登用の道はないのかお伺いをいたします。 

それから、この前に座っておられる方、部長職

の方の中で女性の方がおられません。ぜひ、その

ような登用をお願いしたいと思いますが、これは

市長の権限でしょうか、お伺いします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

当市におきましては、令和元年度から係長試験

を導入いたしております。係長になるためには必

ずこの試験を受けて、相応の合格点に達する必要

がございます。 

議員がおっしゃられましたように、それ以外の

制度はないかと言われますと、現状といたしまし

ては係長試験は必ず受けていただく必要がござい

ます。 

現状御案内のとおり、幹部職員、この場におり

ます職員は全て男性でございますけれども、女性

の課長職等も今後また登用を進めてまいりまして、

この場にも座らせていただきまして議員の質問に

対する答弁等をさせていただくようなことに取り

組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

次の質問に移らせていただきます。 

まず、時間外勤務の縮減の状況と休暇の取得促

進状況とその課題についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

時間外勤務の縮減につきましては、事前命令の

徹底など時間外勤務の在り方について周知徹底を

行いまして、職員の意識改革を推進いたしており

ます。 

また、ノー残業デイを導入いたしまして定時退

庁の徹底を図るとともに、特に必要がある場合を

除きまして夜間の会議、イベント等を設定しない

ように取り組んでおるところでございます。 

時間外勤務を命ずる上限といたしましては、年

間 360 時間の徹底を目標として定めておるところ

でございます。令和元年度におきましては、時間

外勤務の命令が年間 360 時間を超えた職員数

47 名でございました。時間外勤務の多い部署に

対しましては、現状の調査、ヒアリング等を実施

いたしまして、必要に応じて業務量の平準化を図

るなど時間外勤務の縮減を引き続き図ってまいり

たいと考えております。 

続きまして、休暇の取得の状況と課題というこ

とでございますけれども、休暇の取得促進に関し

ましては、業務スケジュールを立て計画的な業務

管理を行うことによりまして職員１人当たりの年

次有給休暇取得日数を平均で 12 日以上とする目

標を掲げておるところでございます。こちらにつ

きましても、令和元年度の取得平均日数は 9.6 日

ということで目標の達成には至ってない状況でご

ざいます。それぞれの部署で業務の状況が異なり

ますので、一律的なことはなかなか難しいところ

でございますけれども、年間を通じての年次有給

休暇取得日が計画的に設定をされ、また安心して

職員が休暇を取得することできるように、相互に

協力できるような体制、課内での体制を整備して

まいりたいと思います。 

また、土日祝日を挟んだ４日以上の連続した休

暇、当市におきましてはプレミアム休暇と呼んで

おりますけども、こちらの取得促進も合わせまし

て有給取得日数の増加を引き続き図ってまいりた

いと考えております。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

今の答弁について再質問をさせてもらいますが、

まず医療、介護、保育などいわゆるエッセンシャ

ルワーカーと言われておる方の取得状況はどのよ

うになっておりますか。多分一般職との差はある

と思います。 

それから、エッセンシャルワーカーの方の新型

コロナウイルス感染症の関係で、特に休暇が取り

にくかったりとか、残業が増えたと、そういった

ようなことがあったでしょうか、お伺いをいたし

ます。 

それから、今年度 20 名の職員の削減が実施さ

れております。その影響は、休暇とかにあるかど

うかお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

エッセンシャル部門といいますか、保育士等の

職場環境でございますけれども、確かに有給休暇

の取得についてはなかなか難しい状況、職員数の

関係、勤務状況等もありまして思うように休暇取

得は難しいということは現実でございます。時間

外勤務につきましても、増加傾向といいますか、

なかなか縮減が進まないといったことも現実でご

ざいます。 

今回、昨年度はコロナの影響もございましたけ

れども、例年と単純比較することは困難でござい

ますけれども、令和２年度におきましては、新型

コロナの影響におきまして、各種大会やイベント

が中止になったということもありまして、イベン

ト担当部門、いろんな行事を実施する部門におき

ましては時間外の縮減が図られております。 

一方、コロナ対策で給付金の事業、また直接的

な医療事務等に関する部問につきましては、時間

外が増加している時期があるということは実際で

ございます。ただし、年度を１年通じてみますと、

これまでの働き方改革の効果もあらわれているの

か、全体としては減少傾向にあると感じておりま

す。 

有給休暇の取得につきましても、全体と見ます

と、新型コロナによる影響は少ないのではないか

というふうにとらえております。 

以上でございます。 
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 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ちょっと歯切れの悪い答弁だったと思いますが、

特にこのエッセンシャルワーカーの職員の方、休

暇とか時間外の改善は目指しておられるというこ

とでしょうか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

時間外の縮減につきましては引き続き取り組ん

でおります。そのとおりに進めさせていただきた

いと思います。休暇も含めて進めてまいりたいと

思います。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

ぜひ前向きに進めてもらいたいと思います。 

次、ワークライフバランスについて質問をいた

します。 

どのような状況ですか、お伺いいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

職員がバランスよく職場、家庭、地域社会に主

体的に参加できるためには、議員おっしゃられる

とおりワークライフバランスの推進が重要となり

ます。 

ワークライフバランスとは仕事と生活の調和で

ございます。このワークライフバランスが実現し

た社会とは、国民一人ひとりがやりがいや充実感

を感じながら働き、仕事上の責任を果たすととも

に、家庭や地域生活などにおきましても、子育て

期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様

な生き方が選択・実現できる社会と定義をされて

いるところでございます。職場優先の環境、固定

的な性別役割分担意識等の是正についての情報提

供、また意識啓発を行い、引き続きワークライフ

バランスの推進を図りたいと考えております。 

当市におきましても西予市版イクボス等をうた

っているところでございます。その理念に基づき

まして、各課で目標を設定し、このワークライフ

バランスの実現に向けて取り組みたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

最後の質問ですが、次世代育成支援体制につい

て、お伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

次世代育成支援体制でございますけれども、本

計画に掲げます次世代育成支援対策及び女性活躍

推進を円滑に実施するため、総務部総務課を推進

事務局といたしまして、推進体制を整備いたして

おります。 

次世代育成支援対策及び女性活躍推進に関する

管理職や一般職員に対する研修・講習・情報提供

等を実施いたしまして、仕事と子育ての両立等に

ついて、相談・情報提供等を適切に実施するため、

啓発資料の作成・配布を行っております。また、

行動計画の内容等につきましても周知徹底をして

まいります。 

本計画の実施状況につきましては、各年度にお

きまして総務課で把握をいたしました実施結果、

職員ニーズを踏まえて、その後の対策の実施や計

画の見直し等を図ってまいります。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

以上で、男女共同参画、ジェンダー平等の質問

を終わりますが、内閣府が言っているように、共

同参画の遅れが、コロナのパンデミックの影響を

受け女性に大きな打撃を与えたと。基本計画の市

長の挨拶にあるような、将来にわたり持続可能な

社会経済の発展を構築するためには、性別にかか

わりなく男女がその個性や能力を十分に発揮でき

る社会の実現を目指すことは、大きな意義と深い
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意味を持つものだというふうに言っておられます。

ぜひ実現を着実に進めていきたいと思っておりま

す。 

次の質問に移らせていただきます。 

西予市のヤングケアラーについて、日本でもヤ

ングケアラーの問題が指摘され出しました。ヤン

グケアラーとは、家族の介護やケア、身の回りの

世話を行う 18 歳未満の子どものことで、15 歳か

ら 18 歳で現実に 17 万 7600 人、2012 年の調査で

報告をされております。 

18 歳前後といえば、勉強や部活に忙しい時期

で、この時期に家事や家族の介護に追われるよう

では、学業に影響を及ぼすことになり、遅刻や宿

題忘れ、欠席ばかりでなく、部活動に参加できな

くなることにより、体力や健康面の影響や友達と

遊ぶ時間が奪われ、コミュニケーション能力の欠

如に可能性も指摘されております。そのケアラー

としての生活が当たり前で、自身がヤングケアラ

ーという認識がない子どもが多い。 

専門家からは、実態は家庭内のことで見えにく

い。相談先がない、わからない。公的サービス制

度と実態のずれがあり、支援に結びつかないなど

の指摘があります。 

西予市の把握している実態と支援状況、今後の

対策について、お伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

藤井福祉事務所長。 

○藤井生活福祉部長兼福祉事務所長 

市内のヤングケアラーの現状及び対策について

お答えをいたします。 

ヤングケアラーは、「本来大人が担うと想定さ

れるような家事や家族の世話などを日常的に行っ

ている子ども」とされ、本来守られるべき子ども

自身の権利を侵害されていることに、家族や子ど

も自身が問題であると認識しておらず、支援を求

めるケースが少ない状況であるため、まずは早期

発見に努めることが重要でございます。 

西予市要保護児童対策地域協議会では、毎年市

内各保育所や幼稚園、学校へ訪問し、ヤングケア

ラーの概念を周知するとともに、子どもの様子や

家庭状況の把握に努めております。 

現在当市では、ヤングケアラーと思われる事案

を１件把握しており、家族からの聞き取り等を実

施し、子どもの健やかに育つ権利や教育を受ける

権利が侵害されていないか確認した上で、学校等

関係機関と連携し、子どもにとってよりよい支援

方法を検討しながら支援しております。 

今後も引き続き、学校等関係機関との連携、情

報共有により早期把握に努め、適切に支援につな

げていけるよう支援体制の強化を図ってまいりま

す。 

以上、答弁とさせていただきます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君。 

○１番和気数男君 

この問題はまだ法整備をされておりません。し

かし、昨年 12 月から今年１月まで、厚労省と文

部科学省が合同調査を行い、先日結果が公表され

ております。 

簡単に報告をいたしますと「世話をしている家

族がいる」の回答、中学生では 17 人に１人、高

校生は 24 人に１人の回答があります。内容は食

事の準備、洗濯など、兄弟の保育園送迎、祖父母

の介護、見守り、問題点としてどう思っているか

ということですが「自分の時間が取れない」、

「宿題や勉強の時間が取れない」、「睡眠が十分

取れない」、「友人と遊べない」などがあります。

さらに「進路の変更を考えざるを得ない」、また、

「学校に行きたくても行けない」という回答もあ

るようでございます。 

このことについて、山本厚労副大臣は、「調査

結果に衝撃を受けた。子どもらしい生活を受けら

れず、誰にも相談できず一人で耐えていることを

想像すると胸が締めつけられる思いになる。これ

まで、ヤングケアラーに着目した対策を打たなか

ったことが悔やまれるが、即効性のある対策を急

ピッチで検討したい」と述べた。 

また、加藤官房長官は、「ヤングケアラー問題

は表面化しにくい構造になっていて、支援を検討

するに当たってもその実態を把握することがまず

重要である。今後プロジェクトチームにおいて調

査結果も踏まえ、今後の支援に向けた論点や課題

などを検討していくことにしている。政府として

実態も踏まえ、ヤングケアラー支援について検討

していく」と述べております。今後の施策が待た

れます。 
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次の質問に移らせていただきます。 

野村ダム事前放流についてですが、間もなく平

成 30 年７月豪雨災害から３年が近づき、出水期

を迎えた今、被災住民からは不安の声が聞かれて

おります。 

先日大雨警報が出され、ダムから 300 トンを超

える大量の放流があり、被災地の人からは「怖か

った」、「心臓の動悸がとまらない」、「サイレ

ンの音を聞いたり、濁流を見ると不安になる」な

どの声が聞かれ、災害の傷痕の大きさが再認識さ

れております。 

市長は、野村ダムの事前放流の増大を目的に、

国交省に要望書を上げられ、野村ダムの改造計画

として採択されたと聞いております。 

具体的にどのような洪水対策になるのか、その

内容についてお伺いをいたします。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

事前放流対策につきまして答弁をさせていただ

きます。 

野村ダムの洪水調節におけます事前放流につき

ましては、以前から治水容量 350 万トンに加えま

して、豪雨災害後におきましては 250 万トンの治

水を行っているところでございます。 

その後、令和２年５月には、さらに利水者と協

議・調整をした上で、160 万トンを確保いただい

ているところでございます。 

このダムの事前放流につきましては、以前から

もこの改造等につきまして要望しておりまして、

豪雨災害後、平成 30 年 10 月 31 日には肱川流域

総合整備推進協議会として、大洲市・内子町の各

市町長とともに早期実現に向けての要望を行って

おりますとともに、平成 31 年１月 17 日には、市

議会議長と連名による要望を県に送っておりまし

て、ダム機能の改修を図るよう強く要望をしてま

いりました。 

その中、国におかれましても、令和元年度予算

で調査費を計上し、ダムの機能改修、機能向上に

向けて検討を前向きに進めていただいておるとこ

ろでございますが、去る５月 31 日に国土交通省

四国整備局より、野村ダムの施設改良工事の概要

について発表をされたところでございます。 

発表内容によりますと、ダムの放流能力を増強

するために、ダム堰堤の低い位置を削孔して放流

管を設置する改良工事と伺っております。これに

よりまして、ダムの水位が低い段階から洪水調節

が可能となり、事前放流により確保したダムの調

節容量を有効に活用できる、平成 30 年７月豪雨

と同規模の洪水を安全に流下させるものと伺って

おります。 

今年度設計に着手をされまして、次年度以降に

工事に着手ということで、引き続き改良工事の早

期実現による放流設備の増強につきまして、市と

いたしましても要望してまいりたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和気数男君、残り時間を５分切っておりますの

で次の質問はできませんので御了承ください。 

○１番和気数男君 

国交省の発表を見たんですが、どれだけの量が

増えるのか、放流能力がどれだけか。それからど

の位置から放流をするのかがはっきりわかってお

りません。 

市民としては、２年前の災害は 1,800 トンの放

流があったと。さらに、下の位置から放流をする

のであれば、その量が増えてくると。もし同じよ

うな災害があればさらに苛酷な状況になるのでは

ないかと、怖いということを率直におっしゃって

おられます。 

その具体的な計画はわからないのでどうこうと

いうことはございませんが、どうかわかり次第住

民への説明をお願いいたします。 

それから若干意見を言わせていただきますと、

2018 年の災害も 600 万トンの容量をあけて備え

ておりました。これはダムの努力もあったと思い

ます。 

しかし、操作規則によって、300 トンを超えた

時点からずっとためたと、ため続けて、いっぱい

になって放流をしたので大災害になったというふ

うに思っております。川の流下能力は当時で毎秒

1,000 トンあったと、しかし、300 トンからため

ていってしまったと。これは恐らく大洲の災害を

恐れてのいわゆる操作規則でやったということで

ございますね。それで今回の河川改良計画は
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1,300 トンの流下能力を獲得するということです。

それなのに、操作規則はまだ洪水開始調節よりは

300 トンから始めると。1,300 トン流れるのに何

で 300 トンから始めないかんのかと。流下能力い

っぱいに早くから流しておかないとダムにためる

だけでは、同じような災害が起きることが想定さ

れます。 

このことをぜひダムのほうにも申し入れたいと

思っております。 

まだいろいろあるんですが時間が来たようでご

ざいますので、ぜひ洪水対策のほうよろしくお願

いいたします。 

以上です。 

○佐藤議長 

以上で本日の一般質問を終結といたします。 

暫時休憩します。（休憩 午前 10 時 02 分） 

○佐藤議長 

再開いたします。（再開 午前 10 時 15 分） 

ただいまから議案順に質疑を行います。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

日程第２、議案第 52 号「財産の無償譲渡につ

いて」から、議案第 61 号「令和３年度西予市介

護保険特別会計補正予算（第１号）」までの

10 件を一括議題といたします。 

これより本案 10 件に対する一括質疑を行いま

す。 

質疑の通告がありませんので質疑を終結といた

します。 

ただいま議題となっております議案第 60 号に

ついては関係各常任委員会へ、議案第 53 号、議

案第 55 号及び議案第 56 号の３件は総務常任委員

会へ、議案第 52 号、議案第 54 号及び議案第

61 号の３件は厚生常任委員会へ、議案第 57 号か

ら議案第 59 号までの３件は産業建設常任委員会

へそれぞれ付託いたします。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議案第 63 号「令和３年度西

予市一般会計補正予算（第５号）」を議題といた

します。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

議案第 63 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

今回の補正予算でございますが、国において緊

急事態宣言の延長を踏まえた生活困窮者への追加

支援策が創設されたことへの対応、高齢者へのワ

クチン接種の７月末完了を図るための対応のほか、

県の５月専決補正予算を受けて財源の組替えを行

うものであります。 

まず、新型コロナウイルス感染症生活困窮者自

立支援金でありますが、感染症による影響が長期

化する中で、既に総合支援資金の再貸付が終了す

るなどにより、特例貸付が利用できない世帯を対

象に、就労による自立を図るため、収入要件、資

産要件、求職活動等の支援要件を満たす世帯に対

し、世帯人数により最大月額 10 万円の支援金を

７月以降の申請月から３カ月支給するものであり

ます。補正予算要求額は 525 万 6000 円を計上し、

財源は新型コロナウイルス感染症セーフティネッ

ト強化交付金を充てています。 

次に、ワクチン接種体制の拡充でありますが、

７月末までに接種を完了するため、ワクチン予約

センターのオペレーターの増員、予約電話回線の

増設に要する委託料、集団接種会場に従事します

職員の手当等を計上するほか、接種期間を令和４

年２月末までとしたことによる予約センターの開

設期間の延長に要する委託料を増額するものであ

ります。補正予算要求額は 2486 万 5000 円を計上

し、財源は新型コロナウイルスワクチン接種体制

確保事業費国庫補助金を充てています。 

財源の組替えでありますが、補正予算第２号に

て御承認いただきました営業時間の短縮要請の協

力金について、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金協力要請分として 1 億 2038 万

円を、営業時間短縮等協力金事業費県補助金とし

て 1486 万円を計上し、財政調整基金繰入金を繰

り戻すものであります。 

これによりまして、歳入歳出予算の補正は、歳

入歳出予算の総額に、それぞれ 3012 万 1000 円を

増額し、歳入歳出予算の総額を 314 億 9562 万

4000 円と定めるものであります。 
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よろしく御審議を賜り、御決定くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。なお、

質疑の内容は大綱のみに願います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

ただいま議題となっております議案第 63 号に

ついては関係各常任委員会へ付託いたします。 

各常任委員会においては、各議案について十分

に審査を行い、最終日の本会議において、委員会

審査の経過と結果について各委員長の報告を求め

ることといたします。 

以上をもって本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

６月 25 日は午後２時から会議を開きます。 

本日はこれにて散会します。 

 

 

 散会 午前10時22分 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第 ５ 日 

 

６月 25 日（金曜日） 

 

  



 

- 95 - 

 

令和３年第２回西予市議会定例会会議録（第５号） 

１．招 集 年 月 日 令和３年 ６月２５日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 令和３年 ６月２５日 

          午後 ２時００分 

１．閉     会 令和３年 ６月２５日 

          午後 ３時１２分 

１．出 席 議 員        

    １番  和 気 数 男 

    ２番  宇都宮 久見子 

    ３番  信 宮 徹 也 

    ４番  宇都宮 俊 文 

    ５番  加 藤 美 香 

    ６番  中 村 一 雅 

    ７番  河 野 清 一 

    ８番  佐 藤 恒 夫 

    ９番  山 本 英 明 

   １０番  竹 﨑 幸 仁 

   １１番  小 玉 忠 重 

   １２番  源   正 樹 

   １３番  井 関 陽 一 

   １４番  中 村 敬 治 

   １５番  二 宮 一 朗 

   １６番  兵 頭   学 

   １７番  森 川 一 義 

   １８番  酒 井 宇之吉 

１．欠 席 議 員 

   な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

市     長  管 家 一 夫 

副  市  長  宗   正 弘 

教  育  長  松 川 伸 二 

総 務 部 長  山 住 哲 司 

政策企画部長  下 澤 広 幸 

生活福祉部長兼 

福祉事務所長  藤 井 兼 人 

産 業 部 長 兼 

生活福祉部産廃処理施設担当部長  酒 井 信 也 

建 設 部 長  三 瀬 計 浩 

医療介護部長  山 岡 薫 彦 

会 計 管 理 者  三 瀬   功 

   消防本部消防長  酒 井 広 一 

   教 育 部 長  宇都宮   裕 

   明 浜 支 所 長  上 中 保 博 

   野 村 支 所 長  和 氣 岩 男 

   城 川 支 所 長  藤 川 忠 男 

   三 瓶 支 所 長  片 山 勇 一 

   総 務 課 長  一 井 健 二 

   財 政 課 長  宇都宮 明 彦 

監 査 委 員  正 司 哲 浩 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  冨 永   誠 

議 事 係 長  三 好 祐 介 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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      議  事  日  程 

１ 議案第５２号 財産の無償譲渡について 

   議案第５３号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５４号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５５号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

議案第５６号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第５７号 市道路線の認定について 

   議案第５８号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第５９号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第６０号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

  議案第６１号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

  議案第６３号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

 ２ 議案第６４号 野村支所改築工事(建築工

事)請負契約について 

 ３ 議案第６５号 西予市同報系防災行政無線

デジタル整備工事(宇和地

区)変更請負契約について 

 ４ 発議第 ２号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則の一部を改

正する規則制定について 

 ５ 議会報告第 １号 西予市消防体制検討特別委

員会中間報告について 

６ 閉会中における各常任委員会の所管事務等

の調査について 
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本日の会議に付した事件 

１ 議案第５２号 財産の無償譲渡について 

   議案第５３号 西予市職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５４号 西予市家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正

する条例制定について 

   議案第５５号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の策定について 

議案第５６号 辺地に係る公共的施設総合

整備計画の変更について 

   議案第５７号 市道路線の認定について 

   議案第５８号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第５９号 西予市営土地改良事業の施

行について 

   議案第６０号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第４号) 

  議案第６１号 令和３年度西予市介護保険

特別会計補正予算(第１号) 

  議案第６３号 令和３年度西予市一般会計

補正予算(第５号) 

 ２ 議案第６４号 野村支所改築工事(建築工

事)請負契約について 

 ３ 議案第６５号 西予市同報系防災行政無線

デジタル整備工事(宇和地

区)変更請負契約について 

 ４ 発議第 ２号 西予市議会会議規則の一部

を改正する規則の一部を改

正する規則制定について 

５ 議会報告第 １号 西予市消防体制検討特別委

員会中間報告について 

６ 閉会中における各常任委員会の所管事務等

の調査について 
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  開会 午後２時00分 

○佐藤議長 

ただいまの出席議員は 18 名であります。 

これより本日の会議を開きます。 

この際お諮りいたします。 

先般、和気数男君から６月 15 日の会議におけ

る発言について、会議規則第 65 条の規定に基づ

き、お手元に配信の発言取消申出のとおり取消し

たい旨の申出がありました。 

この取消申出を許可することに御異議ありませ

んか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、和気数男君から

の発言取消しの申出を許可することに決定いたし

ました。 

本日の議事日程はお手元に配信のとおりであり

ます。 

 （日程１） 

○佐藤議長 

日程第１、議案第 52 号「財産の無償譲渡につ

いて」から、議案第 61 号「令和３年度西予市介

護保険特別会計補正予算（第１号）」まで、及び

議案第 63 号「令和３年度西予市一般会計補正予

算（第５号）」の 11 件を一括議題といたします。 

各委員会における審査の経過と結果について、

各委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員会委員長源正樹君の報告を

求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

源委員長。 

 〔源総務常任委員会委員長登壇〕 

○源総務常任委員会委員長 

総務常任委員会審査報告を行います。 

去る６月 15 日の本会議において付託されまし

た議案５件について、６月 17 日に委員会を開催

し審査を行いました。 

結果はお手元に配信のとおり、原案のとおり全

て全会一致で可決決定いたしました。 

これより審査経過、各委員の質疑、部課長の答

弁を抜粋して報告します。 

議案第 55 号「辺地に係る公共的施設総合整備

計画の策定について」では、西予市内の辺地要件

に該当するのは、現在 19 地域であり、辺地に係

る公共的施設整備や財源として、辺地対策事業債

を原則 100％充当でき、後年度の元利償還金の

80％が地方交付税の基準財政需要額に算入される。

今回、野村町長谷、城川町遊子谷、高野子の各辺

地に市道を新たに整備することに伴い、計画を策

定するとの説明がありました。 

野村町長谷辺地の市道整備の詳細について質疑

があり、市道渓筋田之筋線改良工事の概要につい

て、提出された資料により答弁がありました。 

また、辺地の認定要件等について質疑があり、

辺地度算定点数 100 点以上であることに加え、市

役所、医療機関、郵便局、学校施設、駅や停留場

などの主要公共施設との距離をもとに、地域内に

おける固定資産課税台帳に登録されている宅地

3.3 平方メートル当たりの価格が最高の地点を中

心として、その中心を含む５平方キロメートル以

内の面積の中に 50 人以上の人口を有している地

域であるとの答弁でした。 

議案第 60 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」について、所管ごとに報告しま

す。 

政策企画部まちづくり推進課所管分では、土居

地区地域づくり活動センター整備事業の 1 億

2560 万 5000 円の増額補正について、老朽化した

土居公民館にかわり、新たに土居地区地域づくり

活動センターを建設することとし、補正予算を計

上するもので、新築・解体設計委託業務、旧土居

保育所・プール解体・造成工事、周辺道路測量設

計委託業務、地質調査業務を行うとの説明があり

ました。 

地域で集会所として活用されているが、今後取

り壊すのか、それとも地元で活用するのか、現公

民館の方向性について質疑があり、耐震性などの

問題から今後は使用をしないという方向になって

おり、現在そこを集会施設として利用されている

地区には、別の場所を検討いただいているとの答

弁でした。 

委員より、地元の方によりよい方向となるよう

検討してほしいとの意見がありました。 

また、解体時期等について質疑があり、現段階

では、まだ検討ができていない状況だが、危険な

建物ということになり、早急に検討する必要があ

ると考えているとの答弁でした。 
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政策推進課所管分では、マイナンバーカード普

及促進事業 174 万 3000 円に関して、利便性向上

への取組について質疑があり、市として具体的な

検討は行っていないが、カードの健康保険証化が

令和３年 10 月から、運転免許証との一体化が令

和６年度から予定されている報道がなされている。

また、スマートフォンへの搭載についても令和４

年度からとの話もあり、今後市民の皆様が利用で

きるサービス内容を調査検討するとの答弁でした。 

教育部生涯学習課所管分では、放課後子ども教

室事業委託料 44 万 5000 円について、宇和町田之

筋小学校区で、平成 30 年度から住民団体に委託

して実施している田之筋放課後子ども教室を平日

放課後だけでなく、夏季休業中などの長期休業時

にも実施するための経費を団体への委託料の増額

分として計上するものである。同地区は、今年度

地域づくり活動センターのモデル地区として地域

任用職員も配置されるなど、地域の皆さんが一体

となって地域づくりへまとまっていく中で、地域

課題の一つとして強く危機感を持たれながらこの

夏から長期休業時の放課後子ども教室に取り組も

うとされており、当課としては、本年の運用実績

を踏まえ、次年度に向けて、改めて運営団体とと

もに予算の検討を進めたいと考えているとの説明

がありました。 

参加予定の児童数について質疑があり、田之筋

小学校児童数 80 名のうち、登録児童数は 54 名で

あるとの答弁でした。 

また、委託料が少ないのではないかと質疑があ

り、スタッフを１日４名配置される予定で、地域

づくり協議会からの支援や参加児童から１日

300 円の参加費を徴収するなど、今回の事業費全

体で 73 万 8000 円程度を想定されているとの答弁

でした。 

消防本部所管分では、消防本部署庁舎建設事業

として 1 億 534 万 9000 円を増額補正するもので

あるとの説明がありました。 

委員より、念願である消防本部の建て替えであ

り、適切な場所を選定されすばらしい消防本部を

建て替えしていただきたいとの意見があり、今後

も建設課をはじめ、関係所管や庁舎改築推進委員

会で協議しながら検討していきたいと考えている

との答弁でした。 

以上、総務常任委員会審査報告とします。 

令和３年６月 25 日、総務常任委員会委員長源

正樹。 

○佐藤議長 

次に、厚生常任委員会委員長中村敬治君の報告

を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村委員長。 

 〔中村厚生常任委員会委員長登壇〕 

○中村厚生常任委員会委員長 

厚生常任委員会審査報告をいたします。 

去る６月 15 日の本会議において当委員会に付

託されました議案５件について、６月 18 日に委

員会を開催し審査を行いましたので、その経過と

結果について御報告申し上げます。 

議案５件については、お手元に配信のとおり原

案可決決定いたしました。 

これより議案審査の過程において委員より出さ

れた質疑並びに部課長の答弁を抜粋して報告いた

します。 

議案第 52 号「財産の無償譲渡について」では、

令和４年４月の移管に向けた準備状況について質

疑があり、令和３年４月から第三者委員会と共同

保育をそれぞれ開始しており、順調に進んでいる

との答弁でありました。 

議案第 60 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」の子育て支援課所管分では、三

瓶保育園の施設改修内容について質疑があり、保

護者アンケートや移管先から提出された要望をも

とに施設改修を予定しており、新たに始まる病児

保育に対応するため、医務室を病児保育室に改修

する費用や設置してから 31 年が経過している複

合遊具などの撤去、新設する費用などを計上して

いるとの答弁でありました。 

また、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

では、申請方法に関する質疑があり、給付金対象

者のうち、児童手当受給者、特別児童扶養手当受

給者で住民税非課税世帯には子育て支援課が振込

を行う。新型コロナウイルス感染症の影響を受け

て、令和３年１月１日以降の収入が急変し、住民

税非課税相当の収入となった者は、本人が申請を

行うこととなるため、市民に対して広報やホーム

ページを活用して当事業の周知を行いたいとの答

弁でありました。 
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議案第 63 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」の福祉課所管分では、新型コロ

ナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業

の支給条件及び申請方法について質疑があり、総

合支援資金などを借り切った世帯で、かつ収入要

件、資産要件、ハローワークでの求職要件などの

要件を満たす者が対象となり、単身世帯で月額

6 万円、２人世帯で 8 万円、３人以上の世帯で

10 万円、最大３カ月給付となる。総合支援資金

などを借り切っている世帯で対象となりうる、ま

たその可能性のある世帯は約 21 件あり、ホーム

ページで周知する予定であるが、限定的な対象者

となるため、個別に案内を行うことも検討してい

るとの答弁がありました。 

委員からは、要件を満たしていても申請にちゅ

うちょする方もいると思われるため、申請漏れの

ないよう進めてもらいたいとの意見がありました。 

健康づくり推進課所管分では、コロナワクチン

予約センターの回線拡充、ワクチンロス、副反応

等について質疑があり、当初３回線で予約受付し

ていたが、電話がつながらないなど混乱したため、

５回線に増設するほか、受付時に氏名、生年月日、

連絡先を聞き、後ほど連絡し詳細を確認するコー

ルバックという仕組みでコールセンター職員を増

強し対応していく。予約キャンセルなどの余った

ワクチンは、その都度高齢者施設や障がい者施設

の職員、市職員等に接種をして、ワクチンロスの

ないように対応している。また、ワクチン接種に

おける副反応については、熱が出るなど一定程度

の副反応は見られたが、重大な副反応の例は聞き

及んでいない。重大な副反応が出た場合は、市で

調査委員会を開催し、接種に関する副反応と判断

した場合は、国に報告を上げて、国が救済の対象

となるかどうか判断することになるとの答弁があ

りました。 

また、64 歳以下のワクチン接種の予定につい

て質疑があり、現在検討している段階ではあるが、

県から今後のワクチン供給の見込みが少量である

と通知があり、今後のワクチン供給の状況を考慮

して判断し、接種券を配布したいと考えている。

ワクチン接種に関しては、ホームページや防災行

政無線を活用して市民に周知していきたいと答弁

がありました。 

以上、委員会審査報告といたします。 

令和３年６月 25 日、厚生常任委員会委員長中

村敬治。 

○佐藤議長 

次に、産業建設常任委員会委員長小玉忠重君の

報告を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

小玉委員長。 

 〔小玉産業建設常任委員会委員長登壇〕 

○小玉産業建設常任委員会委員長 

産業建設常任委員会審査報告を行います。 

去る６月 15 日の本会議において当委員会に付

託されました議案５件につきまして、６月 17 日

に委員会を開催し審査を行いましたので、その経

過と結果について御報告申し上げます。 

議案５件につきましては、お手元に配信のとお

り原案可決決定いたしました。 

これより議案審査の過程において委員より出さ

れた質疑並びに部課長の答弁を抜粋して報告いた

します。 

議案第 57 号「市道路線の認定について」では、

市道下宇和地区 72 号線の終点付近から、市道下

宇和地区 74 号線の終点付近を接続する新規路線

として、市道下宇和地区 119 号線の認定を求める

もので、これまで四道地区には迂回できる路線が

なく、平成 30 年７月豪雨災害のときには、生活

道路が遮断されるなど大きな支障を来していまし

たが、今回の市道認定により解消されるとの説明

がありました。 

議案第 59 号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」では、清沢地区の老朽化した頭首工のゴ

ム堰改修にかかり、地元負担金は一反当たり幾ら

になるか、負担割合を下げることはできないかと

の質疑がありました。地元負担金は一反約 2万円

で、今回の事業は地元の要望で施行するものであ

り、地元負担金については事前に説明し確認をい

ただいており、負担率は条例で定めているもので、

御理解いただく必要があるが、少しでも地元負担

金が軽減されるよう県と相談しながら、国及び県

の補助率が有利なメニューを選択していくとの答

弁でありました。 

委員からは、時代に合わせた条例改正が必要だ

と思うので、早期に検討していただきたいとの意

見がありました。 
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議案第 60 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」について、農業水産課所管分で

は、ため池等農地災害危険管理対象事業に関して、

ため池の件数と今後の整備計画について質疑があ

り、市内のため池総数は 292 池、改修が必要なた

め池は 52 池あり、そのうち防災重点ため池は

46 池、その他に廃止予定のため池が４池、改修

が必要なため池については、令和 25 年度までを

めどに順次改修を行っていけるよう県と調整中で

あるとの答弁でした。 

また、今年度から認められた国庫補助率 100％

の廃止ため池事業について、何年間予定されてい

るのか、地元負担金は変わるかとの質疑があり、

国の重点措置としての事業で、令和 12 年度まで

が対象となっている。防災重点ため池を廃止する

場合のみ補助率が 100％となり、地元負担金は不

要となるとの答弁でした。 

林業課所管分では、県営林道田之筋渓筋線の進

捗状況と完成見込みについて質疑があり、完成延

長として市に払下げをしていただいている路線が、

宇和町平野側が 357.1 メートル、野村町長谷側が

733.9 メートル、合計 1,091 メートルで、進捗率

は約７％となっており、平成 27 年度から令和

11 年度までの 15 年間の計画としているが、予算

の状況や進捗率から見ると大幅に遅れる見通しと

の答弁でした。 

議案第 63 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」経済振興課所管分では、飲食店

に対する営業時間短縮等協力金について、対象店

舗数や具体的な内容説明を求める質疑があり、時

短要請に協力いただいた事業者数は 156 件で、既

に 100 件の協力金申請を受け付けており、６月

17 日現在で 86 件の振り込みが完了するとの答弁

でした。 

以上、産業建設常任委員会の審査報告といたし

ます。 

令和３年６月 25 日、産業建設常任委員会委員

長小玉忠重。 

○佐藤議長 

以上で各委員長の報告は終わりました。 

これより各委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

討論の通告がありませんので討論を終結といた

します。 

これより議案順に採決を行います。 

まず、議案第 52 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 52 号「財産の無償譲渡について」は原

案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求

めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 52 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 53 号及び議案第 54 号の２件を一

括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 53 号「西予市職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例制定について」及

び議案第 54 号「西予市家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例制定について」の２件は原案のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 53 号及

び議案第 54 号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

次に、議案第 55 号及び議案第 56 号の２件を一

括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 55 号「辺地に係る公共的施設総合整備

計画の策定について」及び議案第 56 号「辺地に

係る公共的施設総合整備計画の変更について」の

２件は原案のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 55 号及

び議案第 56 号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

次に、議案第 57 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 57 号「市道路線の認定について」は原
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案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 57 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 58 号及び議案第 59 号の２件を一

括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 58 号「西予市営土地改良事業の施行に

ついて」及び議案第 59 号「西予市営土地改良事

業の施行について」の２件は原案のとおり決定す

ることに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認めます。よって、議案第 58 号及

び議案第 59 号の２件は原案のとおり決定いたし

ました。 

次に、議案第 60 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 60 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第４号）」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 60 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 61 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 61 号「令和３年度西予市介護保険特別

会計補正予算（第１号）」は原案のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 61 号は

原案のとおり決定いたしました。 

次に、議案第 63 号を採決いたします。 

お諮りいたします。 

議案第 63 号「令和３年度西予市一般会計補正

予算（第５号）」は原案のとおり決定することに

賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 63 号は

原案のとおり決定いたしました。 

 （日程２） 

○佐藤議長 

次に、日程第２、議案第 64 号「野村支所改築

工事（建築工事）請負契約について」を議題とい

たします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

和氣野村支所長。 

 〔和氣野村支所長登壇〕 

○和氣野村支所長 

議案第 64 号「野村支所改築工事（建築工事）

請負契約について」提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

現在の野村支所庁舎は、昭和 43 年に建築した

もので、老朽化が著しく耐震基準も満たしていな

いことから、早急な建て替えが必要とされており

ました。 

野村支所庁舎の整備につきましては、野村公会

堂跡地において、今年度から令和４年度までの継

続費設定により新築工事を行うもので、令和４年

８月末の完成を予定しております。建設規模につ

きましては、鉄筋コンクリート造り３階建て、延

べ床面積を 4,286.46 平米とし、防災機能を持ち、

西予警察署野村交番、東宇和農業協同組合野村支

店、愛媛信用金庫野村支店が庁舎内に配備される

ことで、警察と連携した安心・安全の住民サービ

スの向上、農業関係及び金融機関との連携を行い、

庁舎を訪れる皆様の利便性の向上を図るものであ

ります。 

本工事につきましては、去る６月 15 日に電子

入札による事前審査型一般競争入札の開札を行い、

一宮工務店・大塚組特定建設工事共同企業体 代

表者 株式会社一宮工務店代表取締役一宮哲氏と

工事請負契約金額 8億 9265 万円で、６月 16 日に

工事請負仮契約を締結いたしましたので、議会の

議決を求めるものであります。 

なお、庁舎の配置等につきましては、別紙参考

資料を御参照ください。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願いいたします。 
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○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村議員。 

○14 番中村敬治君 

ただいま野村支所長から説明ありました事前審

査型一般競争入札ということで、8 億 9000 万円

という西予市にとっては大きな建築事業になると

思います。 

そこでお尋ねしますのは、この事業を遂行する

に当たっての一宮工務店と地元大塚組の出資比率

といいますか、この事業を遂行するに当たっての

負担比率といいますか、そこの辺を説明願ったら

と思います。 

○佐藤議長 

暫時休憩します。（休憩 午後２時 38 分） 

○佐藤議長 

再開します。（再開 午後２時 39 分） 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 

○山住総務部長 

今ほど中村議員から御質問がございました一宮

工務店と大塚組との出資の割合でございますが、

６対４でございます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

中村敬治君。 

○14 番中村敬治君 

ただいま６対４ということで、以前の乙亥会館

の災害復旧のときよりは地元の建築業者の負担割

合が１割ほど高くなっているのかなと。そういう

点では非常に喜ばしいことだと思いますが、以前

から、西予市の建設業協会建築部会から議会に対

しても、市内建築業者の指名というか、能力向上

のためにもしっかりと地元業者に発注をしてほし

いというような陳情も出てきておりますので、そ

ういうことを踏まえますと、この事前審査型、Ｊ

Ｖを組んで事前審査型でやりますよということの

中で、なかなか出資割合まで市で提案するという

ことは難しいことかもしれませんが、市内の建設

業者の育成と、それから技術力向上のためには、

しっかりとできるだけフィフティフィフティにな

るぐらいまで、地元業者が、こういう地元の建設

事業について参画できるようになったらいいなと

思っておりますので、これからも引き続きその方

向でよろしくお願いします。 

○佐藤議長 

中村敬治君に申し上げます。 

質疑は自分の意見を言わないようにお願いをい

たします。 

他に質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 64 号は会議規則第 37 条第３項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 64 号「野村支所改築工事（建築工事）

請負契約について」は原案のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 64 号は

原案のとおり決定いたしました。 

 （日程３） 

○佐藤議長 

次に、日程第３、議案第 65 号「西予市同報系

防災行政無線デジタル整備工事（宇和地区）変更

請負契約について」を議題といたします。 

理事者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

山住総務部長。 



 

- 104 - 

 

 〔山住総務部長登壇〕 

○山住総務部長 

議案第 65 号「西予市同報系防災行政無線デジ

タル整備工事（宇和地区）変更請負契約について」

提案理由の御説明を申し上げます。 

本市では、アナログ防災行政無線の老朽化に伴

い、平成 25 年度から計画的にデジタル化への移

行整備を進めているところでございます。 

本工事は、宇和地区の防災行政無線デジタル化

及び市内防災行政無線設備の最適化を図ることを

目的として、令和２年第１回定例会におきまして

議決いただき、請負金額 4 億 2790 万円で、三德

電機株式会社と契約を締結、令和３年３月には工

期の変更を行い、本年７月末の完成に向けまして、

工事を進めているところでございます。 

このたび工事の進捗におきまして、戸別受信機

の取付けに当たり、電波受信状況が想定より良好

な箇所が多かったため、ダイポールアンテナ及び

三素子アンテナの取付数が抑えられたことのほか、

戸別受信機の取付数が減少したことなどから、工

事請負費 1015 万 8000 円を減額し、請負金額を

4 億 1774 万 2000 円とする工事変更請負仮契約を

去る令和３年６月 18 日に三德電機株式会社 代

表取締役木下裕介氏と締結をいたしましたので、

議会の議決を求めるものでございます。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

理事者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

議案第 65 号は、会議規則第 37 条第３項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

議案第 65 号「西予市同報系防災行政無線デジ

タル整備工事（宇和地区）変更請負契約について」

は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立

を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、議案第 65 号は

原案のとおり決定いたしました。 

 （日程４） 

○佐藤議長 

次に、日程第４、発議第２号「西予市議会会議

規則の一部を改正する規則の一部を改正する規則

制定について」を議題といたします。 

本案について提案者の説明を求めます。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

議会運営委員会信宮委員長。 

 〔信宮議会運営委員会委員長登壇〕 

○信宮議会運営委員会委員長 

発議第２号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則の一部を改正する規則制定について」提

案理由の説明を申し上げます。 

令和３年第１回定例会において可決いただいた

西予市議会会議規則の一部を改正する規則制定に

ついて、一部改正規則中の表記の誤りを訂正する

ため、本規則の一部を改正するものであります。 

よろしく御審議の上、御決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○佐藤議長 

提案者の説明は終わりました。 

これより本案に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結といたします。 

お諮りいたします。 

発議第２号は、会議規則第 37 条第２項の規定

により委員会付託を省略したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

討論はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

お諮りいたします。 

発議第２号「西予市議会会議規則の一部を改正

する規則の一部を改正する規則制定について」は

原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○佐藤議長 

御着席ください。 

起立全員であります。よって、発議第２号は原

案のとおり決定いたしました。 

 （日程５） 

○佐藤議長 

次に、日程第５、議会報告第１号「西予市消防

体制検討特別委員会中間報告について」を議題と

いたします。 

お諮りいたします。 

会議規則第 45 条第２項の規定により、同委員

会の中間報告の申出がありました。 

これを許可することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、西予市消防体制検討特別委員

会の中間報告を行うことに決定いたしました。 

西予市消防体制検討特別委員会委員長信宮徹也

君。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

信宮委員長。 

 〔信宮西予市消防体制検討特別委員会委員長

登壇〕 

○信宮西予市消防体制検討特別委員会委員長 

西予市消防体制検討特別委員会中間報告を行い

ます。 

経過概要 

西予市消防体制検討特別委員会は、西予市の今

後の常備消防の施設整備や広域化に対する調査研

究と非常備消防の指揮命令系統の統一化問題や人

口減少・過疎化に伴う消防団員の確保等を調査研

究し、消防体制の充実化を検討することを目的に

令和２年６月 17 日に設置されました。当委員会

では、１．常備消防の施設整備、２．広域化に関

する調査研究、３．非常備消防の指揮命令系統統

一化の３点について、調査研究を行っている。 

１．常備消防の施設整備について 

令和２年 11 月 10 日に委員会を開催し、消防庁

舎改築計画の変更について消防本部から説明を受

けた。西予市消防本部庁舎は昭和 53 年９月、野

村支署は昭和 53 年６月に建設された建物で、当

初の計画では、本部庁舎を令和３年から、野村支

署を令和４年から建設することにしていた。 

しかし、宇和島地区広域事務組合消防本部と通

信指令センター共同運用の調査を進めることとな

り、野村支署を令和４年度に建設工事を始め、令

和５年度に供用開始する。本部庁舎は令和５年度

に建設を始め、令和７年度供用開始となるようス

ケジュールの調節が必要になったとの説明があっ

た。 

西予市消防本部が共同で通信指令センターを整

備することは非常に大きな役割を果たすと思われ、

施設整備費や維持管理費など経費が削減できるこ

と、また、災害発生時の情報が共有され応援要請

を待つことがなく素早い応援体制がとれることと

なる。防災の拠点となる消防庁舎は、近い将来発

生する大規模災害への対応を踏まえて耐震性のあ

る庁舎が望まれるところである。 

平成 30 年６月に西予市消防本部等庁舎改築推

進委員会が設置され、消防体制検討特別委員会か

らも正副委員長が委員に委嘱されており、推進委

員会の中で、消防体制検討特別委員会からの意見

を出していくこととしております。 

２．広域化に関する調査研究について 

西予市消防本部から広域化の前段とされる「消

防の連携・協力」に向けた指令センターの共同運

用については、南予地区消防長会において、５人

の消防長を委員として、南予地区消防連携協力検

討委員会を立ち上げて、検討委員会及び作業部会

を７回開催した結果、宇和島地区広域事務組合消

防本部と西予市消防本部の２本部による共同運用

について、さらに具体的な調査研究を進めること

になったと説明を受けた。 

また、令和２年度より広域化に向けた指令セン
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ターの共同運用の具体的な調査が始まり、外部コ

ンサルによるシミュレーションを行い、効率的な

通信指令システムの構築と運営方法の検討を行い、

その結果、事業費について共同運用の整備と単独

整備の比較をシミュレーションすると共同運用す

るのがベストであるとの結論に至ったとの説明が

あった。 

３．非常備消防の指揮命令系統の統一化につい

て 

非常備消防の指揮命令系統の統一化については、

合併から 17 年が経過したが解決の糸口がない状

態が続いている。西予市三瓶町における常備消防

は、八幡浜地区施設事務組合に消防サービスを委

ねているため、非常備消防（消防団）に関する運

営は西予市、災害発生時における指揮に関しては

八幡浜地区施設事務組合消防本部の指揮により活

動を行うことになる。同じ市でありながら二つの

常備消防が存在し、いざ災害などが発生した場合、

指揮命令系統が一本化できず、情報も共有しづら

くなるという問題を抱えている状態である。 

市町の区域を分断して管轄する常備消防の在り

方については、西予市地域防災体制特別委員会か

ら幾度となく討議を行った。西予市消防本部は、

宇和島地区広域事務組合消防本部と通信指令セン

ター共同運用を検討している以上、三瓶地区の消

防を八幡浜地区施設事務組合に委ね続けることは

できないと考える。この問題の解決が図られない

ことは、肝心の住民の安全が置き去りにされてい

ると考えられ、三瓶地区の住民の安心と安全を守

るため、令和３年度に行政間で協議を進めるよう

提言する。 

今後の調査研究課題 

西予市消防本部等庁舎改築に関しては、西予市

の将来における消防組織体制がどのような形態に

なろうとも柔軟な対応ができるよう、他自治体の

事例なども参考に、建設場所の選定・消防庁舎整

備の在り方を慎重に検討していただくことが必要

だと考える。 

広域化に向けた指令センターの共同運用につい

ては、将来の消防広域化に向けて一歩前進したと

確信しており、この流れをとめないように引き続

き推進することが望まれる。 

今後、共同運用及び広域連携に残る南予の３消

防本部が参加した場合においても十分に対応がで

きるよう計画を進めること。非常備消防の指揮命

令系統の統一化については、令和３年度中に行政

間の協議により問題解決を図ることができない場

合は、法令に基づき事務組合からの脱退を要請す

る。南予地区の拠点として、消防・救急の充実が

図れるよう積極的に意見を出し、よりよい消防体

制を築けるよう引き続き調査研究に取り組む。 

以上、西予市消防体制検討特別委員会の中間報

告といたします。 

令和３年６月 25 日、西予市消防体制検討特別

委員会委員長信宮徹也。 

○佐藤議長 

以上で委員長の中間報告は終わりました。 

これより委員長の中間報告に対する質疑を行い

ます。 

質疑はありませんか。 

 〔発言する者なし〕 

○佐藤議長 

以上で質疑を終結とし、中間報告を終わります。 

 （日程６） 

○佐藤議長 

次に、日程第６、「閉会中における各常任委員

会の所管事務等の調査について」を議題といたし

ます。 

各常任委員会の所管事務等の調査につきまして

は、お手元に配信の所管事務等調査表のとおり、

令和４年３月末日までの期間、必要に応じ、議会

閉会中も継続して行うことといたします。これに

御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

異議なしと認め、そのように決定いたしました。 

以上で全日程を終了いたしました。 

管家市長より閉会の挨拶があります。 

 〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○佐藤議長 

管家市長。 

 〔管家市長登壇〕 

○管家市長 

令和３年第２回西予市議会定例会の閉会に当た

り、一言御挨拶を申し上げます。 

６月８日に開会いたしました本定例会も本日が

最終日となりました。18 日間の会期中、新しい

議会体制のもとで、本会議及び各常任委員会にお
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きまして上程いたしました案件につきまして、慎

重な御審議を賜り、補正予算をはじめ、条例改正

など重要な案件 21 件につきまして、いずれも原

案どおり可決または御承認いただきました。議員

各位におかれましては、熱心に御審議をいただき、

心から厚く御礼申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症対策についてであり

ますが、愛媛県は、県内の感染状況を踏まえ、６

月 22 日に「特別警戒期間」から「感染警戒期」

への移行を発表されました。これに伴いまして、

外出や会食などの制限も一部緩和され、感染対策

の徹底のもとで、20 人以下の会食も可能となり

ました。 

飲食業の皆様には、長らく厳しい状況が続いて

おりましたが、一息入れられるところではないか

と思います。市民の皆様も久々の会食を計画し、

楽しんでいただきたいと思います。とは言っても、

感染症が完全に終息したわけではありません。市

民の皆様お一人おひとりが引き続き、感染防止対

策の徹底に心がけていただきますようお願いをい

たします。 

また、ワクチン接種でございますが、昨日まで

の 65 歳以上の高齢者の方の接種状況は、１回目

が完了した方が 8,934 人、56.5％、２回目を完了

された方が 2,399 人、15.2％となっております。

おおむね順調にワクチン接種は進捗しているもの

と判断をいたしております。市内診療所及び医療

従事者の皆様の御協力に心から感謝を申し上げま

す。 

今後、64 歳以下のワクチン接種に移っていく

わけでございますが、当市といたしましては、ワ

クチン供給状況を踏まえて、まずは 60 歳から

64 歳の方を対象に接種券を発送するとともに、

障がい者施設関係者及び保育施設、市内小・中・

高等学校及び特別支援学校に勤務している方から

優先的に接種を進めることといたしました。 

ワクチンの確実な供給が見通せない状況ではあ

りますが、順次、年齢層を引下げながら対応して

まいりたいと考えておりますので、御理解と御協

力をお願いいたします。市内各事業所に向けまし

ても、従業員の接種に際し、特別休暇等の配慮を

いただくようお願いする予定でございます。１日

も早くワクチン接種が完了し、日々の生活を安心

して送れるようになることを念願しております。 

さて来月、７月７日は、平成 30 年７月豪雨災

害から３年の節目の日を迎えます。 

昨年は新型コロナウイルスの影響で開催を見送

りましたせいよ復興まちびらきコンサートですが、

今年も大変心配をしておりましたが、７月４日日

曜日に乙亥会館で開催できる見通しとなりました。 

被災直後に本市に激励に訪れていただきました、

さだまさしさんをはじめ、地元野村町出身のＹｕ

ｒｉｃａ。さんなど様々な形でこれまで御支援を

いただいたアーティストの皆さんによる復興コン

サートとなります。コロナ禍ということで、関係

者の皆様には、特段の御配慮をいただきながらの

開催となり、誠にありがたく感じております。 

発災から３年が経過し、災害復旧工事は若干の

遅れはあるものの、着実に進んでおります。一方、

復興に向けた取組は、まだ道半ばであります。 

このコンサートが今後の復興に向けた歩みの強

い後押しとなりますことを祈念するとともに、私

もファンの一人として楽しみにしております。 

また、７月７日水曜日には乙亥会館の玄関ホー

ルにおいて、御遺族をはじめ、関係者による平成

30 年７月豪雨災害追悼献花式をとり行います。

発災後３年目の節目に際し、改めまして、豪雨災

害により亡くなられた方々への哀悼の意をささげ

るとともに、復興の誓いを新たにするものであり

ます。 

なお、献花台は、７日から９日まで自由献花方

式として設置いたしますので、市民の皆様もどう

かお越しいただければと思います。 

本日の新聞の記事にもありましたが、６月

23 日に第１回目のサテライト市長室を明浜支所

で実施いたしました。 

地域の皆様の生の声を直接聞きながら、意見交

換ができたことは、とても有意義であったと感じ

ております。また、テレビ会議システムの活用に

よりまして、支所におきましても、本庁各部署と

の協議など、特に支障なく行えることができまし

た。今後も、毎月１回は各支所持ち回りでサテラ

イト市長室を実施する予定であります。 

こうした取組を通じまして、それぞれの地域で

抱えている課題や不安に感じる事柄の把握を行い、

今後の市政に反映させ、「暮らして安心が体感で

きるまちづくり」の実現に努めてまいりたいと思

っております。 
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さて、今年は例年になく早い梅雨入りでありま

したが、ここ数日は本格的な夏を思わすような天

候が続いております。しかしながら、梅雨本番に

ある中、台風や突然の集中豪雨など、改めまして、

豪雨災害への備えに万全を期さなければならない

と強く感じているところでございます。 

しばらくは梅雨特有の蒸し暑い日々が続きます

が、議員各位におかれましては、健康に十分御留

意いただきますとともに、市政推進に御尽力を賜

りますようお願いを申し上げまして、閉会の御挨

拶とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○佐藤議長 

これをもって、令和３年第２回西予市議会定例

会を閉会といたします。 

 

 

 閉会 午後３時12分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定によりここに署

名する。 

 

 

  西予市議会議長 

 

 

   同   議員 

 

 

   同   議員 



 

 

 

 

付 録 
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令和３年第２回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期６月８日（火）～６月25日（金）    （会期18日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ６月８日 火 本会議（開会） 

・全員協議会（午前９時開会） 

・理事者提案理由説明 

・質疑 

・即決議案採決 

・行政報告会 

 ６月９日 水 休   会  

 ６月10日 木 休   会 ・質疑通告〆切 

 ６月11日 金 本 会 議 ・一般質問 

 ６月12日 土 休   会  

 ６月13日 日 休   会  

 ６月14日 月 本 会 議 ・一般質問 

 ６月15日 火 本 会 議 

・一般質問 

・質疑 

・委員会付託 

・消防体制検討特別委員会 

 ６月16日 水 休   会  

 ６月17日 木 常任委員会  

 ６月18日 金 常任委員会  

 ６月19日 土 休   会  

 ６月20日 日 休   会  

 ６月21日 月 休   会  

 ６月22日 火 休   会  

 ６月23日 水 休   会 ・討論通告〆切 

 ６月24日 木 休   会  

 ６月25日 金 本会議（閉会） 

・全員協議会（午後１時開会） 

・委員長報告 

・質疑・討論・採決 

・即決議案採決 

・行政報告会 
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令和３年第２回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

議案第  52号 財産の無償譲渡について 03.06.25 原案可決 

議案第  53号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例制定について 
03.06.25 原案可決 

議案第  54号 
西予市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定について 
03.06.25 原案可決 

議案第  55号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定について 03.06.25 原案可決 

議案第  56号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 03.06.25 原案可決 

議案第  57号 市道路線の認定について 03.06.25 原案可決 

議案第  58号 西予市営土地改良事業の施行について 03.06.25 原案可決 

議案第  59号 西予市営土地改良事業の施行について 03.06.25 原案可決 

議案第  60号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第４号) 03.06.25 原案可決 

議案第  61号 
令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算(第１

号) 
03.06.25 原案可決 

議案第  62号 西予市消防団消防ポンプ自動車の取得について 03.06.08 原案可決 

議案第  63号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第５号) 03.06.25 原案可決 

議案第  64号 野村支所改築工事(建築工事)請負契約について 03.06.25 原案可決 

議案第  65号 
西予市同報系防災行政無線デジタル整備工事(宇和地

区)変更請負契約について 
03.06.25 原案可決 

報告第  １号 
令和２年度西予市一般会計継続費繰越計算書の報告

について 
03.06.08 報  告 

報告第  ２号 
令和２年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 
03.06.08 報  告 

報告第  ３号 
令和２年度西予市一般会計事故繰越し繰越計算書の

報告について 03.06.08 報  告 

報告第  ４号 
令和２年度西予市水道事業会計予算繰越計算書の報

告について 
03.06.08 報  告 

報告第  ５号 
令和２年度西予市公共下水道事業会計予算繰越計算

書の報告について 
03.06.08 報  告 

報告第  ６号 
令和２年度西予市病院事業会計予算繰越計算書の報

告について 
03.06.08 報  告 

報告第  ７号 専決処分事項の報告について 03.06.08 報  告 

発議第  ２号 
西予市議会会議規則の一部を改正する規則の一部を

改正する規則制定について 
03.06.25 原案可決 

議会報告第１号 西予市消防体制検討特別委員会中間報告について 03.06.25 報  告 

 
閉会中における各常任委員会の所管事務等の調査に

ついて 
03.06.25 原案可決 
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諸  般  報  告  書 

 

月  日 出 席 者 行   事   名 

２月25日 

関 係 議 員 総務常任委員会 

関 係 議 員 厚生常任委員会 

関 係 議 員 産業建設常任委員会 

３月１日 議 長 野村高等学校卒業証書授与式 

３月２日 
全 議 員 令和３年第１回定例会 一般質問 

関 係 議 員 議会運営委員会 

３月３日 全 議 員 令和３年第１回定例会 一般質問 

３月４日 

全 議 員 令和３年第１回定例会 一般質問・質疑・委員会付託 

全 議 員 議員全員協議会 

関 係 議 員 西予市消防体制検討特別委員会 

３月５日 議 長 まごころ銀行運営委員会 

３月８日 

関 係 議 員 総務常任委員会 

関 係 議 員 厚生常任委員会 

関 係 議 員 産業建設常任委員会 

３月９日 
関 係 議 員 総務常任委員会 

関 係 議 員 厚生常任委員会 

３月10日 関 係 議 員 産業建設常任委員会 

３月11日 議長・関係議員 西予市消防本部等庁舎改築推進委員会 

３月12日 議 長 上下水道課給水車納車・披露 

３月16日 議 長 せいよ女性の会「市への提言」提出 

３月18日 

関 係 議 員 総務常任委員会 

全 議 員 行政報告会 

全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和３年第１回定例会 閉会 

３月22日 
議長・関係議員 高山保育園落成式 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

３月23日 議 長 八幡浜地区施設事務組合定例会 

３月25日 議長・関係議員 下宇和地区学童保育施設「明下田クラブ」開所式 

３月29日 

議長・総務委員長 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定例会 

議 長 南予水道企業団定例会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

４月５日 

関 係 議 員 議会運営委員会 

全 議 員 議員全員協議会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

４月８日 議 長 野村高等学校入学式 
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月  日 出 席 者 行   事   名 

４月20日 正 副 議 長 愛媛県市議会議長会春季定期総会書面会議 

４月22日 議長・関係議員 卯之町駅前複合施設「ゆるりあん」落成式 

４月23日 議長・産建委員長 肱川流域総合整備推進協議会総会書面会議 

４月27日 正 副 議 長 四国市議会議長会定期総会書面会議 

４月30日 
全 議 員 行政報告会 

全 議 員 議員全員協議会 

５月13日 

議 長 国道197号線愛媛県側整備促進期成同盟会定期総会書面会議 

議 長 国道441号線愛媛県側整備促進期成同盟会定期総会書面会議 

議 長 
主要地方道小田河辺大洲線・主要地方道内子河辺野村線整備促

進期成同盟会定期総会書面会議 

５月18日 関 係 議 員 西予市育英会理事会 

５月19日 

全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和３年第１回臨時会 

関 係 議 員 総務常任委員会 

関 係 議 員 厚生常任委員会 

関 係 議 員 産業建設常任委員会 

関 係 議 員 議会運営委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

関 係 議 員 西予市消防体制検討特別委員会 

５月26日 議 長 全国市議会議長会定期総会書面会議 

５月27日 
議 長 市議会議員共済会代議員会書面会議 

議 長 四国縦貫・横断自動車道建設促進協議会総会書面会議 

５月31日 

関 係 議 員 議会運営委員会 

関 係 議 員 議会だより編集委員会 

議 長 四国西南サミット書面会議 

６月３日 関 係 議 員 議会運営委員会 

６月８日 
全 議 員 議員全員協議会 

全 議 員 令和３年第２回定例会 開会 
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令和３年６月17日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

総務常任委員会        

委員長  源    正 樹  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第53号 
西予市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

制定について 
原案可決 

議案第55号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の策定について 原案可決 

議案第56号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 原案可決 

議案第60号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第63号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 
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令和３年６月18日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

厚生常任委員会          

委員長  中 村  敬 治  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第52号 財産の無償譲渡について 原案可決 

議案第54号 
西予市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例制定について 
原案可決 

議案第60号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第61号 令和３年度西予市介護保険特別会計補正予算(第１号) 原案可決 

議案第63号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 
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令和３年６月18日 

 

西予市議会 

  議長 佐 藤  恒 夫 様 

 

産業建設常任委員会      

委員長  小 玉  忠 重  

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

 

 当委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので会議規則第109条の規定に

より報告致します。 

 

議案番号 事      件      名 審査結果 

議案第57号 市道路線の認定について 原案可決 

議案第58号 西予市営土地改良事業の施行について 原案可決 

議案第59号 西予市営土地改良事業の施行について 原案可決 

議案第60号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第４号) 原案可決 

議案第63号 令和３年度西予市一般会計補正予算(第５号) 原案可決 

 

 

 


